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STAGE.16　◇終結の開幕◆







　空も、太陽も、雨雲も。建造物も、自然物も、地面も。何もかもが不自然に純白だった。

　神に色彩でも奪われてしまったかのような世界、そんな繁華街に建つビルの屋上で、落下防止柵の上に器用に腰掛ける少年がいた。

　彼は眼下の街道で戦闘を繰り広げる二人の少女を、採点でもするように見下ろす。

　ダークブラウンの毛髪、穏やかな曲線を描く目元、整った鼻び梁りように、浮かべる微笑は少年とは思えないほど老成していて、しかしどこか稚気に満ちている。

　少年は、名を綾あや皓しろ夜や雲くもといった。

　身に纏まとうのは県内でも有名な進学校のブレザー。黒いローファーが楽しげに揺れ、フェンスの金網にぶつかっては軋きしむような音を上げる。

　象かたどられた表情は、見る者を魅了する柔和な笑み。だが、目が笑っていない。その瞳の奥に隠されている感情の正体を知る者は、少なくともこの場にはいなかった。

　純白の世界の空虚な玉座で、少年は今日もプレイヤー達たちを俯ふ瞰かんする。

　どうやら、戦局は決したようであった。無論、少年の想定通りの結末を再現するように。

　それを確認した綾皓は、地上七階のビルから躊躇ためらいもなく飛び降りた。

　全てが思い通り、あらゆる事象が想定内。少年は皮肉げに唇を曲げ、地面に着地。

　やるべきことは、残り一つだった。

　このゲームにおける敗退者を救おうとする偽善者、真ま白しろ彩さいの排除のみ。

　少年は理想論者の願いの果てに僅かばかりの興味を引かれながらも、歩き出す。

　綾あや皓しろ夜や雲くも──《終結消失ラスト・ロスト》は、誰も救わない。





　　　　■◇◆□






　実体を持った漆黒の影が、あらゆるものを引き裂いていく、あるいは斬り裂いていく。

　血煙が舞い、散った鮮血は純白のアスファルトに朱色の斑点を描いた。

　それに次いで、苦しみを堪こらえるような呻うめき声が相対する少女の口から漏れる。

「……ふざ、けんな」

　出血している左肩を押さえながら、少女は苦しげに吐き捨てた。

　素早く後退してから、近くに立っていたカフェの看板を蹴りつける。粗野な振る舞いは元の気性もあったろうが、それとは別に彼女を激げき昂こうさせる事態が起きていた。

「──断ち切れ」

　一切の感情を排した、まるで氷のように底冷えした声が雪白の街道に響く。無感情なその詠唱に従うように、刃の形を持った影が空中を這はい、彼女へと迫った。その数は八。

「……なんだよ、どういうことだ…………綾皓ッ！」

　彼女は叫ぶ。眼前に佇たたずむ小柄な少女に、ではない。

　どこかでこの戦闘を見ているはずの、最強の【イマジネーター】へと怒号を飛ばしていた。だが、返答はない。そうする間にも影の刃は少女へと切迫し、その身体を切断せんと鋭利な刃を奔はしらせていた。夜闇が蛇の形を得たような、不気味な軌道で刃は蠢うごめく。

　少女は仮にもＡ─１六位。普通ならこの程度の攻撃、防げないはずがない。

　しかし、この時ばかりは違った。彼女がどれだけ防御を、攻撃を想像しても、それが創造に移されることはない。その理由を少女は理解しており、故に動揺し、激怒していた。

「なんで……！　なんでだッ！　あたしは──」

　叫びも虚むなしく、八本の刃全てが彼女の身体へと到達。

　右手の手首から先、左腕の肘から先がボトリと地面に落ちる。残りの刃の内一つは喉を、一つは心臓を正確に突いた。傷口からゆっくりと紅が滲にじみ、少女の唇から血が溢あふれ出る。

　影の主が八つの刃を掻かき消すと同時に大量の血液が止とめ処どなく溢れた。

　それと共に、支えを失った少女の身体は地面に倒れる。そして少女が息絶えると、亡なき骸がらが徐々に光の粒子へと変わり、十秒と経たたない内に空気に溶けて、消えた。

　ゲームオーバー、"Over Image"においては【退場ロスト】と表現されるプレイヤーの末路を見届け、勝者である少女は張り詰めていた緊張の糸を解すように、そっと呼気を漏らす。

　無人の街道、純白に染まる世界で、少女──魅み影かげ鬽み黒くろは一人佇たたずんでいた。

　常人は立ち入ること叶かなわない、全ての色が抜け落ちた《反転世界》で、彼女は光のない茫ぼう洋ようとした視線を中空へと向けている。

　その顔に表情はなく、けれどそこには感情を押し殺すような悲痛さがあった。

　そんな鬽黒の背後から、一人分の靴音が響く。

「ご苦労様、そしておめでとう、合格だよ魅影」

　我が子を褒める親のように、友人の幸せを喜ぶ友のように、優しく柔らかい声で、現れた少年は言った。だが、鬽黒にはそれが悪魔の声にしか聞こえない。

　ゆっくりと振り返り、精一杯無感情を装って、鬽黒は彼を見上げる。

　一見精せい悍かんさ漂う容貌でありながら、笑みを浮かべたその顔には愛あい嬌きようが感じられ、身長は百七十後半程のはずだが、彼の放つ異様なオーラは少年を実際より大きく見せる。

　眉毛と目尻が下がり、僅かに白い歯を覗のぞかせた笑みは爽やかで、著しく警戒心を削そぐ。

　動き一つとっても洗練されていて、無駄がない。

　その笑顔を見て、誰が思うだろう。

　彼が、"Over Image"というデスゲームにおいて暴君として君臨する、王者だと。

「助かったよ。彼女、紫し瑞みずは近々Ａクラスを率いて僕に反旗を翻そうとしていたからね。事前に手を打つことができてよかった」

　綾あや皓しろはそう言って自身の暗い茶色の毛髪を弄いじり、鳶とび色いろの瞳で鬽黒の双そう眸ぼうを見つめる。

　澄み切った水のようであり、心まで見透かされそうなその視線は不気味で、それから逃れるように鬽黒が地面に目を向けると、彼は続けた。

「さて、約束していた通り君を新しいＡ─１六位に迎えよう。仇きゆう敵てきである夢ゆめ壊かいを抑えての大躍進だ、少しは喜んだらどうかな？」

　鬽黒は答えない。それでも綾皓は気分を悪くした様子もなく、一人言葉を紡ぐ。

「恩人の許もとを離れて一週間も経たつのに、まだ未練を抱えているのかい？」

　少年の言葉に、鬽黒の肩がピクリと動いた。その些さ細さいな変化を、彼は見逃さない。

「……僕の言葉が君にとってどれほどの価値を持つかは分からないけれど、言っておくよ。君の選択は間違っていない。真ま白しろと僕、どちらにつくべきかなんて誰でも分かることだ」

　しばらく沈黙を貫いていた鬽黒は顔を上げ、睨にらみつけるように綾皓を見上げた。

「黙ってください」

　目一杯の嫌悪と拒絶を含んだその言葉を受けても、彼は笑みを崩さない。それどころか綾皓はわざとらしく両手を上げて降参のポーズを取って見せると、素直に謝罪した。

「申し訳ない。何があっても、君にとって真白は大切な恩人なのだったね。なにせ君は、彼を裏切るほどに慕っている」

「……最強の【イマジネーター】は、余程無駄話が好きと見えますね」

　再び視線を逸そらすと共に、鬽み黒くろは冷え切った声で呟つぶやいた。

　それに対して、またしても綾あや皓しろは謝罪の言葉を口にする。

「重ねて申し訳ない。君は僕を悪魔か何かと思っているようだけど、一応人間なのでね、饒じよう舌ぜつになる時もあるさ。実は今、僕はとても高揚しているんだよ」

　もはや鬽黒の返答は期待していないのか、彼は独り言のように続けた。

「長い時間を掛けて整えた舞台が、答え合わせが、ようやく始まる。僕はそれを知るためだけに、このゲームに参加し続けていたのだからね」

　彼の言葉の一割も理解できなかったが、綾皓が普通でないことは鬽黒にも理解できた。

「さぁ、始めよう。君が己の役を全うできた時、君の願いだけは叶かなえると約束するよ」

　鬽黒の心臓が一瞬高く跳ね上がる。

　そう。鬽黒も【イマジネーター】だ。願いがある。彩さいと共にいたらそれが叶わない。

　だからこそ恩人を裏切る形で、自分は綾皓の許もとへ降くだったのだ。

　この選択を、後悔することはないと言ったら嘘うそになる。だが、こうすることが最善であると、鬽黒は確信していた。だから、悔いることはあっても、迷うことはしない。

「魅み影かげがＡ─１になったことを知ったら、真ま白しろは一体どんな選択をするのかな」

　唇に指を添え、綾皓は愉快げに口の端を歪ゆがめる。その笑みは一見柔和でありながら、確かな狂気を孕はらんでいて、鬽黒を酷ひどく不安にさせた。

「夜や雲くもクンってば、ほんと真白クンって子にご執心だね」

　鬽黒と綾皓以外の人間の声が響き、それに合わせて幾つもの人影がぞろぞろと現れる。

　現れたのは四人の男女。鬽黒と綾皓を加えた上での男女比は二対四。誰もが鬽黒と同程度かそれ以下であろう年代の者ばかり。だが、誰もが鬽黒など及びもしない強者達たちだった。

　最初に言葉を発した青年に続いて、まだ幼さの残る少女が口を開く。

「浅あさ緋ひくんの言う通りだよ。その真白って子がどんな相手でもさぁ、このメンバーで行くのはやりすぎじゃない？」

　その言葉には鬽黒も同意せざるを得なかった。

　彼が今回集めたのは──

《鮮血紅穿ブラツド・バレツト》

《透視図縫クリア・クレア》

《無神論者アンノウン・ダウン》

《瞬藍残像ムーブメント・モーメント》

《漆黒鋭剣ダークネス・ハートレス》

《終結消失ラスト・ロスト》

　──の六人。内、Ａ─１は五名、【無理想像アブストラクト】は三名。

　この六名であれば、現在の参加者全員を【退場ロスト】させることも可能だろう。

　カジュアルな装いの軽薄そうな青年、怯おびえたように身体を震わせる制服姿の女子、小柄でカチューシャの似合う女性に、モデルのような優れた容姿をしていながら無表情な少女。

　そして鬽み黒くろと綾あや皓しろ。共に行動するにはアンバランスな、しかし【イマジネーター】の勢力としては最強であることに間違いのないグループ。

　それを率いる綾皓の真意は、本人以外には分からない。それでも、誰も彼に逆らおうとすらしないのは、それができないからだ。従う以外の術を、持たないからだ。

　少女の言葉に、綾皓は少し遅れて答える。

「いや、これでいいんだ」

　そう言われては、それ以上追及しようがない。綾皓はゆっくりと全員を見み廻まわし、言った。

「さぁ、行こうか」

　鬽黒を含む五人の少年達は、各々の願いと思惑を抱えながら、何も語らない王の後ろで、従者のように歩みを進めた。

　彼の言う答え合わせとやらの結末が、どうなるか予想すらできずに──。





STAGE.17　◇開演は突然に◆







　地上十階のマンションの一室、そのベランダから曇天の空を見上げる少年がいた。

"Over Image"を否定し、その存在を無かったことにすると決意した高校生、真ま白しろ彩さい。

　天を見上げる彼の表情は、空模様と同じく、曇っていた。

　六月中旬、纏まとわりつくような空気は鬱陶しく、彩の心中を一層重々しく、暗くしていく。

　十年来の幼おさな馴な染じみである紀き無なし玉たま求き、二度目のゲームで最初の仲間となったミラピリカ・スタッカート、一度目のゲームで彩を【退場ロスト】させた夢ゆめ壊かい遊ゆ廻かいに、中学時代の後輩である一いち軸じく灰はい撫なと桃もも瀬せ未み恋れん。戦力としても仲間としても申し分のない少女らと共にいてなお彩の気分が優れないのは、一週間前のとある出来事が原因であった。

　魅み影かげ鬽黒。彩を恩人と慕っていた少女。彼女の離反は、少なからず彩の心に影響を与えていた。彩の願いが叶かなえば、他の全ての【イマジネーター】の願いが叶わない。

　それどころか、彩は自分の個人的な想おもいを優先し、このゲームを無かったことにしつつも、ゲーム中の記憶を全参加者に残すという選択を下す決意をした。

　だからこそ、五人もの仲間が集まったのは奇跡としか言いようがなく、鬽黒が賛意を示さなかったのは、むしろ"Over Image"の参加者としては正常といえるだろう。

　だが、それでも彩さいにとって、鬽み黒くろが自身の敵となるのは予想だにしない事態だった。

　それほどまでに彼女が叶かなえたい願いとは何なのか。彩は、知らない。

「昼間から空ばっか見てて、楽しいの？」

　室内に続くガラス戸が開かれ、金髪碧へき眼がんの少女がベランダへと出てくる。

「……ピリカか。まぁ、楽しくはないけどさ」

　ピリカはホットパンツにシャツというラフな格好で、両手にアイスキャンディーを持って現れた。彩の顔を見て薄く微笑ほほえむと、彼女は尋ねるように首を傾かしげる。

「メロンとバニラ、どっちがいい？」

「……どっちでもいいよ」

　彩がそう答えると、ピリカは自身の右手と左手を交互に見て、可愛かわいらしく唇を歪ゆがめながら「むぅ……」と唸うなり、結局バニラ味の方を彩へと差し出す。彩はそれを受け取り、口元へ運んだ。ピリカは彩の隣に立ち、手て摺すりに背を預けながらアイスキャンディーを舐なめる。

「そんなに鬽黒のことが気になる？」

「ピリカは気にならないのか？」

　彩が訊きき返すと、ピリカはくすりと笑って、「別に？」と答えた。

「何をそんなに深く考える必要があるのよ？　だってアイツがアンタに敵対する理由なんて一つしかないじゃない」













　分かりきっていることを訊きくなと言わんばかりに、ピリカは呆あきれ顔で言う。

「そう言われても……」

　見当もつかず、彩さいが困ったような顔をしていると、ピリカは大おお袈げ裟さに肩を竦すくめ、それからこれ見よがしに溜ため息いきを漏らした。ジト目で彩を睨にらみつけ、そしてようやく口を開く。

「もし本当に、鬽み黒くろが普通の【イマジネーター】と同じ思考回路を持っていたなら、そもそもアンタに協力なんてしないでしょ」

「それは、そうかもしれないけど」

「アタシはアイツの願いを直接は知らないケド、でも鬽黒の行動原理くらいは分かるわよ。魅み影かげ鬽黒の行動は、その全てが真ま白しろ彩の為ため、でしょ？」

　ピリカの言葉は、誇張でもなんでもなく、ただの事実であった。だからこそ彩は悩んでいたのだが、だからこそピリカは迷いもせず答えを導けたというのか。

　彩は先日鬽黒が言っていた言葉を思い出す。

　──だから、そんな真白さんのことは、私が助けます。

　自らを顧みず、他者を救おうとする彩に、鬽黒はそう言ったのだ。

　それが、この行動を指すのだとしたら？　彩には及びもつかない理由があって、鬽黒にとってこの離反こそが彩を助けることになるのだとしたら？

「それに、仮によ？　鬽黒が本当の本当にアンタを裏切ったんだとして、敵対してきたとして、アンタはそれで諦めるの？　そんな軽いものだったわけ？　アンタの理想って」

「まさか」

　その答えを待っていたとばかりに、ピリカが微笑ほほえんだ。ニマァっと、少々意地の悪い笑みを湛たたえて、薄桃色の唇を動かす。

「なら、それが答えでしょ？　悩むのって、無意味じゃない？」

　彩はこの"Over Image"というゲームの存在を無かったことにする決意をした。

　その想おもいを変えるつもりはなく、諦めることなどできようはずもない。

　既に答えが出ているのに、その問題に悩むのは確かに無意味だ。

　彩は鬽黒自身ではないから、彼女の真意を忖そん度たくすることはできない。けれど、彼女が本当の意味で自分に敵意を向けることはないと知っている。なら、それで充分ではないか。

　受け入れて、前に進むしかないではないか。元より、それ以外の道などないのだから。

　彩はアイスキャンディーを口から引き抜き、ピリカへ視線を向けた。

　彼女の金糸のような毛髪が風に靡なびき、青空のような瞳が彩の視線に気づく。

「な、なによ……」

「ありがとピリカ、助かったよ」

　感謝の念を込めて、優しく微笑む。それを見たピリカは何な故ぜか頬ほおを赤らめ、彩から目を逸そらし、アイスキャンディーを食べ終えて残った棒を、いじらしく弄いじった。

「別に、これぐらいいいケド……」

　思えば、彼女には何度も助けてもらっている。一週間前だって、彼女は彩さいの願いに共感を示してくれた。彼女にだって己の願いがあるだろうに。

「そういえば、ピリカの願いってなんなんだ？」

　その問いを聞いた瞬間、ピリカの表情が固まった。目は伏せられ、気まずそうな表情を作り、「うー」とも「あー」ともつかない悩ましげな声を上げ、最終的に俯うつむいてしまう。

「いや、別に言いたくないなら──」

　彩の言葉を遮るように、ピリカは声を被かぶせた。

「わ、笑わないって言うなら教えてあげてもいい……かも」

　再び彩へ向けられた蒼あお氷色の瞳は潤んでいて、その頬ほおは含羞の色に染まっていた。

　それだけで、彼女がどれほど勇気を振り絞ったのか汲くみ取れる。

「大丈夫、笑わないよ」

　だから彩は、それに応えるように真摯に彼女に向き合う。ピリカはそんな彩の双そう眸ぼうを見つめる。信じていいか見定めるように、最後の確認を行うように。

　それから十秒程経たっただろうか、ふとピリカが小さく呼気を漏らした。満足気に口の端を歪ゆがめる。どうやら彩は信じてもらえたようだった。

　彼女の唇が開かれる。彩は耳を傾ける。そして──。

「アタシの願いはね──」

　ピリカの告白は、しかし最後まで発せられることなく途切れてしまう。

　突如響き渡る少女の叫声によって。

「…………なによ、今の」

　ピリカがとてつもなく不機嫌そうに呟つぶやく。

　声の主に罪はなくとも、それは確かにピリカの言葉を掻かき消してしまった。

「……まぁ、灰はい撫なの声だよな」

　彩とピリカがいるベランダはそもそも、夢ゆめ壊かい遊ゆ廻かいが住んでいるマンションのものである。

　彩らは"Over Image"を終わらせるその時まで遊廻宅を拠点とし、外出の際もなるべく固まって動くことを方針としていた。現在六人全員が遊廻の借りている一室に集合しているわけだ。だからツインテールの後輩、灰撫の声が聞こえてくるのは不自然ではない。

　それが叫び声でないのなら。

　ピリカは分かりやすいくらいに頬を膨らませて拗すねた様子をアピール。

　それから重い溜ため息いきを一つ溢こぼして、肩を落とした。

「はぁ……もういいわ」

「え？　いやでも……」

「後輩の叫び声が気になるんでしょ？　アタシの話はまた今度でいいわよ」

　彩さいの心中を察して、ピリカは諦めるように室内に戻っていった。

　彩は多少戸惑いつつも、ピリカに続くように、叫び声の元へと足を進めた。
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「……どういう状況だこれは」

　眼前に広がる光景に、彩はそう呟つぶやいた。

　何が起こっているのかは分かったが、何な故ぜこうなったのかは理解できなかった。

　一言で表すと、それはカオスだった。

　声の発生源は遊ゆ廻かいの私室で、部屋の床一面には実に豊富な種類の私服、否コスチュームが散乱していた。どうやって手に入れたのか、周辺の中学、高校の制服、チアのコス、ゴスロリ、和服、白衣や民族衣装めいた衣服各種、メイド服や燕えん尾び服ふくまで転がっている。

　そして──。

「せ、先輩……助けてくださいっ！」

　彩とピリカを除く四名は全員が全員、別々のコスチュームに身を包んでいた。

　幼おさな馴な染じみの玉たま求きは部屋の隅で蹲つくばっている。深いスリットが入ったチャイナ服を着た玉求は彩の姿を確認すると、膝を抱えて顔を伏せてしまう。

　無口な後輩の未み恋れんはベッドの上で白いスクール水着を着せられていた。しかも恐ろしいことに、逃げられないようになのか右手とベッドを手錠で繋つながれている。

　そして彩に助けを求めた灰はい撫なはというと、少女向けアニメの魔法少女みたいな格好をさせられていた。フリフリのスカートに、黒いニーソックス、魔法のステッキまで持たされて。そんな灰撫は、遊廻に組み敷かれていた。そこが最大の謎だった。

「……アンタ、なにやってんのよ」

　ピリカが呆あきれ気味に、そして引き気味に遊廻に尋ねる。

　そんな遊廻は女性警官服を着込み、灰撫に手錠を嵌はめているところだった。ガチャリという音と共に灰撫を拘束すると、爽やかな笑みを湛たたえて彩とピリカに視線を向ける。

「いやぁ、真ま白しろくんが最近元気ないみたいだからさ、可愛かわいい女の子達たちの可愛い格好を見せて元気づけてあげようとしたんだけどね、他の子が嫌がるから、……えへへ」

　可愛らしく頬ほおを掻かく仕草を見せる遊廻だったが、本人以外の全員の顔は引ひき攣つっていた。

　未恋はベッドの上で震えているし、灰撫に至っては涙目である。一週間前に彩と遊廻は後輩二人と戦った。結果として二人は彩の仲間になったわけだが、その過程で遊廻は未恋を下し、灰撫を脅した。その時の恐怖が苦手意識として残っているのだろう。

　遊廻は立ち上がり、彩の前に立って、スカートをちらりとたくし上げる。

「元気出たかな？」

「他の三人を見てみろ、怯おびえてるぞ」

　彩さいは冷めた目でそう言ったが、その反応は不満だったようで、遊ゆ廻かいはむくれてしまう。

「……おかしいなぁ」

「俺の目が確かなら、おかしいのはあんたの頭の方だぞ、遊廻」

「えー……ちゃんとそれぞれに似合う服を選んだのに？」

「服のチョイスの話じゃねぇよ！」

　遊廻はわざとらしく驚きよう愕がくしたような顔をして、二歩後ずさる。

「……え、そんな、じゃあ全裸になれって言うの？」

「違ぇよ！」

　彩が大声を上げると、遊廻は愉たのしそうに笑うのだった。

「元気、出たみたいだね？」

　そんなことを言って嫣えん然ぜんと微笑ほほえむものだから、彩もそれ以上何も言えなくなってしまう。

　彼女は右手を彩の顔へ伸ばし、指でなぞるように頬ほおに触れると、名残惜しそうな顔をしつつも、その手を離した。

「魅み影かげくんのことは仕方がないよ」

「分かってる。もうぐだぐだ悩んだりしないよ」

　彩が笑うと、遊廻は目を丸くした。それからピリカを見て、つまらなそうな顔をする。

「……先を越されたみたいだね、これは」

「な、なによ……」

　ピリカは困惑気味にそう返す。そういえば、ピリカもかつて一度遊廻と戦っているのだ。

「べっつにー？　ちなみにスタッカートくんに似合う服も用意してたんだよ」

　そう言って遊廻は衣服の山へと向かって、周辺を漁あさり始める。

「別にいいわよ、着ないし……」

「そう？　似合うと思うんだけどなぁ……ホルスタイン柄のビキニ」

「喧けん嘩か売ってんの？」

　ピリカの肩がピクリと揺れ、その瞳から殺気めいたものが放たれた。

「そんなことより早く助けてくださいよっ！」

　魔法少女姿の灰はい撫なが彩の後ろまで来て、遊廻から隠れるようにしながら、泣き声で言う。

「……遊廻、手錠の鍵は？」

　遊廻は両のポケットに手を突っ込み、それから数秒して、誤ご魔ま化かすように笑った。

「あるよ……多分、この部屋のどこかに」

「失くしたんだな？」

「そういう言い方も、できなくもないかもしれないね」

　灰撫と未み恋れんの顔からさーっと血の気が引いていく。手錠を嵌はめられた状態では服を着替えることができない。未み恋れんに至ってはベッドから移動することすらままならない。

「……捜すぞ」

　部屋一面に広がる衣服に頭を抱えたくなりながら、彩さいは屈かがんで鍵を捜し始めるが──。

「いいけど、そこら辺には下着も沢山あるよ」

「……じゃあ俺は捜さないよ」

「あっ、でも大丈夫、一度も履いてないやつだから」

「そういう問題じゃねぇよ！」

「えっ、そんな……使用済みがいいの？」

「話がまったく通じない！」

「アンタたち、仲いいわね……」

　遊ゆ廻かいはクスクスと笑っているし、ピリカにはジト目で睨にらまれるし、玉たま求きは俯うつむいているし、後輩二人からは助けを求められるし、彩はその全部に対たい処しよするのは無理だと判断して、一人で鍵の捜索を始めた。
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「だから、謝ってるじゃないかー……」

　あれから三十分ほど捜しても見つからず、どういうわけかと悩んでいたら、結局女性警官服の胸ポケットに鍵が潜んでいた。

　解放された未恋と灰はい撫なはすぐさま私服に着替え直し、玉求と遊廻も家着に戻っている。

　現在、遊廻は反省の印としてリビングで正座中。その正面に彩があぐらを掻かき、その後ろに隠れるように二人の後輩が座っている。

「真ま白しろ先輩っ！　ここはキツーくお説教してください！　超怖かったんですから！」

　灰撫がツインテールをぴょこぴょこと動かしながら言い。

「……正直、貞操の危機を感じた、よ…………」

　未恋がサイドテールに結っている飾り紐ひもを指で弄いじりながら呟つぶやいた。

　そんな二人の更に後ろ、ソファーの上で体育座りする玉求は、消え入るような声で嘆く。

「玉求に至っては、理由もなく胸も触られまくったよ……」

　玉求の視線は虚うつろだった。魂が抜けてしまったようだ。そんな衝撃だったのか。

「遊廻被害者の会が結成されそうな勢いだぞ」

　溜ため息いき混じりに彩が言うと、遊廻は自身の頬ほおに手を当て、芝居がかった態度をとる。

「全員美女だね……罪な女の子だよ、わたしって」

「こいつ悪びれもしないで……」

「アンタねぇ……。この状況でよくそこまでふざけられるわね」

　五人の姿を少し離れて眺めていたピリカが、呆あきれるように言うが、遊ゆ廻かいは笑みを崩さない。それどころか、より愉たのしそうに表情を緩めた。

「真剣になろうが失敗する人は失敗するし、不真面目だろうが成功する人は成功するよ。物事に臨む態度なんて自然体が一番いいのさ」

「それはそうかもしれないけどな、自分の自然体に他人を巻き込んだらダメだ」

「はーい、以後気をつけまーす」

　遊廻は子供みたいに手を上げて答えた。仕草の端々に不真面目さが滲にじんでいるが、これが夢ゆめ壊かい遊廻なのだろう。自分の愉しい方へ進む強引さは、変えられないのかもしれない。

「……灰はい撫な、この人と仲良くなれる気がしません」

「右に同じ……だよ」

　中学生二人組は完全に苦手意識を覚えてしまったようだが、遊廻はショックを受けた様子もなく微笑ほほえんでいる。

「私は一いち軸じくくんとも桃もも瀬せくんとも仲良くなりたいけどね」

「丁重にお断りさせていただきます」

「まぁまぁそう遠慮せずに」

　遊廻が正座を崩し、灰撫らに近づく。

「ひゃうっ！」

　灰撫が恐怖のあまり飛び退すさるが、遊廻は何な故ぜか笑みを深めた。

「そんな嫌がらないでよ、傷つくなぁ」

「なら何で笑ってるんですか!?　怖すぎです！」

「……せんぱい、助けて」

　蛇に睨にらまれた蛙かえるとでも言おうか、二人は完全に萎縮していた。

　孤独の中に在って歪ゆがみを矯正できなかった彼女が、今になって手に入れた人との繋つながりを人一倍大事に思っているのは分かるのだが、距離感の詰め方が乱暴過ぎる。

　どうやって三人の仲を取り持とうか彩さいが考えていると、ズボンのポケットで携帯が振動する。メール着信の知らせ。携帯を取り出して確認すると、差出人は幼おさな馴な染じみの一人、逢あい坂さか藍あいだった。彩が負ったペナルティにより、陸上を失った少女。そういえば、今日は彼女と逢あう日だったかと彩は思い出す。メールの内容は待ち合わせ場所に関するものだった。

「あー……悪いけど、出掛ける用事ができた」

　灰撫と未み恋れんの身体がビクッと震える。二人して彩の服の裾を強く握った。

　まるで飼い主に棄すてられた仔犬みたいな視線で上目遣いに彩を見上げるものだから、彩は悪くもないのに罪悪感を感じてしまう。

「獣の巣に可愛かわいい後輩を置いていくんですか!?」

「……せんぱい……薄情者」

　遊ゆ廻かいも随分と嫌われたものである。彩さいが苦笑を浮かべていると、遊廻がまたしても元気よく挙手。喋しやべりだす。

「それじゃあその用事とやらにわたしがついていくよ」

「アタシも行くわ。その方がバランスがいいでしょ？」

　特に反対意見も出ず、というより残りの三人はどうあっても遊廻と組みたがらないので、必然的に三対三が生まれる。全員一緒の方がいいのでは、という懸念を遊廻が解消する。

「まぁ、綾あや皓しろくん──《終結消失ラスト・ロスト》の性格からして、数で圧倒したりはしないだろうから、一人ひとり別行動でもいいんだけど、それで各個撃破されたら笑えないしね」

　遊廻は呑のん気きな声でそう言っているが、実際いつ襲われてもおかしくないのだ。

　かと言って彩らは不殺を掲げているので、こちら側から攻勢に出るにしてもただ敵を殲せん滅めつさせるというわけにはいかない。

　相手の出方に注意を払うと共に、有効な手段を講じるのが現在の課題だった。

　彩はそんなことを考えてから、はて幼おさな馴な染じみに遊廻とピリカを何と言って説明しようか思索し始めた。
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　待ち合わせ場所である近所の公園に到着すると、幼馴染の姿は既にそこにあった。

　女性的な顔なのに、ボーイッシュな格好がよく似合う藍あいは、すぐに彩の存在に気づく。

「女の子が……増えている!?」

　端整な顔立ちを驚きよう愕がくに歪ゆがめながら、藍は大おお袈げ裟さに後退して見せた。先日、遊廻と共にいたところを目撃されてから、藍の中では遊廻が彩の彼女、ということになっているらしい。

　涼し気な格好の藍に、こちらは深窓の令嬢といった具合の遊廻が微笑ほほえみかける。

「おや、君は逢あい坂さかくん……でよかったよね。お久しぶり？」

「え、あ、うー……うん、まぁ、どうも」

　藍はぎこちない笑みを浮かべてはいるものの、とてつもなく面白くなさそうだった。

　待ち合わせに二人の友人を連れて行くとはメールで伝えたが、それが女子だとは書いていなかったからだろうか。

「夢ゆめ壊かい……さんは知ってるとして、そちらの金髪の子がピリカちゃん？」

　いくらか落ち着きを取り戻してから、藍が優しい声音で言う。ピリカは首を傾かしげた。

「……何でアタシの名前知ってるのよ」

「いやぁ、玉たま求きからよく聞くから。最近の彩は女の子を侍はべらせていい気になってるとか」

「事実無根だ」

「じゃああたしが見てるこの美女たちは幻覚なの？　ん？」

　ずいっ、と藍あいが距離を詰めて、口づけでも交わしそうな勢いで彩さいに顔を寄せる。黙っていればモデルと見み紛まがう容姿であるのに、それを不機嫌そうに歪ゆがめて、藍は彩を見上げた。

　ふわりと椿つばきの香りが匂い立ち、彩は一歩距離を取った。それを確認した藍が、一層機嫌を悪くする。

「なんで逃げんの？」

「逃げてねぇよ」

　距離を詰められる、距離を開ける、詰められる、開ける、詰められる、開け──。

「……よく分かんないけど、そんなことをする為ために集まったの？」

　手をうちわのようにしながら扇ぐピリカが、ジト目で二人を眺めながら言う。

「って、言われてるぞ藍」

　藍は彩に避けられているとでも思ったのか、ムキになって突如、彩に抱き付いた。

「これでどうだっ！　逃げらんないっしょ！」

　露出した腕が首に回され、押し付けられるようにして当てられた胸の質感が伝わり、彼女の吐息が掛かるが……彩は動じなかった。それどころか溜ため息いきを一つ。

「このクソ暑い時に……なにをしてるんだお前」

「美女が抱き付いてるのに冷静過ぎる！」

「ほとんど兄妹みたいなもんだろ、なにを言ってるんだお前は……」

「幼おさな馴な染じみであっても美少女でしょうに！」

「帰っていいか？」

　彩がことごとく冷静に言うと、藍はわなわなと身体を震わせて、若干涙目になる。

「……おっぱいがないと美少女と認めないってことか！　そういうことか！」

　彩から離れ、遊ゆ廻かいとピリカの胸部を指さしながら、藍は喚わめく。

「め、めんどくせぇ……」

　彩は右手で顔の半分を覆いながら呻うめく。釈明も説明もうまく出来る気がせず、外気の暑さも手伝ってか彩が辟へき易えきとしていると、遊廻が事態を更にややこしくした。

「幼馴染が恋愛対象外っていうのは本当のようだね。だって真ま白しろくん、わたしの裸を見たときはもう少しテンパってたもんね？」

　藍から表情が消える。ピリカが顔を引ひき攣つらせる。

「……彩、幻聴じゃなければ今、君が夢ゆめ壊かいさんの裸を見たって、そう聞こえたんだけど」

「あ、アンタっ、アタシの裸も見たくせに！」

　顔を真っ赤にして叫ぶピリカの発言に、ただでさえ死者めいた形相になっていた藍の瞳に、殺気が込められる。

「……今確信したよ。玉たま求きの話は誇張でもなんでもなかったんだね。……変態」

「いや……違う」

　ゆらり、ゆらりと、まるで幽鬼のような挙動で藍あいが彩さいに近づく。

「じゃあ二人の裸は見てないの？」

　少女が拳を握る。それを構える。彩は近い未来に自分に迫るだろう脅威を察知しながら、しかしそれを回避する術を思い浮かべられなかった。

「………………見ました」

「死、刑」

　藍の拳が自身に到達する前に彩は遊ゆ廻かいの顔を見る。それはもう愉たのしそうに表情を笑みに染めていて、あぁやっぱりこいつは性格が悪いなと思った。

　結局、その後藍の気が済むまでグチグチと詰られた彩は、僅かに腫れた左頬ほおに手を当てながらそれを甘んじて受け入れた。

「別に恋人を作るなとは言わないけどさ……少しは相談してくれたって……いや、そうじゃなくたって、数人同時は倫理的に問題あるっしょ！」

「……だから、誤解だって言ってるだろ」

　彩は心中で重い溜ため息いきを吐く。"Over Image"に関する説明はできないから、藍に充分な説明をすることはできない。だから結局、彩が幾人もの少女と行動を共にしている事実だけが残り、藍の不信感や憤りは消せない。

　そんな彩をピリカは蔑むように、遊廻は笑いを堪こらえるのが大変といった様子で見つめていた。なおも藍がダラダラと説教を続けていたが、それもすぐに終わる。

「……ま、今はここまでにしておこうか。時間もないし。ほら、そろそろ行くよ」

　ふぅ、と吐息を漏らして、藍は一仕事やり終えたみたいに額を拭う。

「行くって……どこに？」

　藍からは大事な用があるとだけ伝えられていたので、てっきりここで言うのかと思ったのだが、どうやら違うようだ。

　藍は人差し指を唇に当てて蠱こ惑わく的てきに微笑ほほえむと、一人歩き出す。

「来れば分かるよ」

　釈然としないものを感じながら、一行は藍を先頭に曇天の下を移動する。予報では夕方まで曇りとのことだったが、灰色の空はすぐにでも驟しゆう雨うを降らせそうな気配があった。

「でも、よかったよ」

　道中、藍がぼそりとそう言ったので、彩は首を傾かしげて尋ねる。

「何が？」

「あたし達たちの『事故』が重なった辺りから、彩ってば元気なかったじゃん？　それが最近はよく笑うようになったって玉たま求きが言ってたから。だから、よかった。まぁ、それが健全なお付き合いなら、更に良かったんだけどね……」

　藍は後ろ手に手を組みながら、嬉うれしそうに語る。ピリカが複雑そうな顔をし、遊廻の笑顔が一瞬固まった。彩さいは、その言葉に何も返すことができない。

　それから数分ほど歩いて到着したのは──。

「……なんで、ここに？」

　彩には三人の幼おさな馴な染じみがいる。

　紀き無なし玉たま求きと、逢あい坂さか藍あい、そして現在四人が訪れた家に住む──緋ひ村むら水母みなも。

　彩のペナルティによって、絵を失った少女。

「水母が、彩に逢あいたがってたからね」

「どういうことだ……？　だって、今まで──」

　水母は何度訪れても彩と顔を合わせようとしなかった。なのに何な故ぜ、今になって？

　答えの代わりに彩の手を引いて、藍は水母宅の玄関へと向かう。

　遊ゆ廻かいとピリカには「少しここで待っていてくれるかな？」と言い残して。
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　彩の背中を見送ってから、残された遊廻とピリカは玄関の外で待つことになった。

　湿気を多分に含んだ空気にピリカがうんざりしていると、隣に立つ遊廻がにわかにそわそわし始める。

　ピリカが怪け訝げんそうに彼女を見み遣やると、遊廻は指をもじもじさせ、目を泳がせながら、どうにか絞りだすかのように言った。

「ス、スタッカートくん、今日はいい天気だねぇ」

　その声は上擦っている。まるで、緊張しているみたいに。

「……曇ってるわよ？」

「あー……えと、最近はジメジメする日が多くなってきたね。梅雨もすぐそこかなぁ」

「……もしかして、世間話のつもり？」

　遊廻は頬ほおを掻かき、困ったような笑みを浮かべて頷うなずいた。ピリカは呆あきれるように嘆息を漏らす。この少女が他人に積極的に関わるには、彩という存在が欠かせないということか。

　そういえば彩を介さないで遊廻と喋しやべるのは敵であった頃を除けば、今日が初めてかもしれないとピリカは思い返す。

　今朝の一件も一応は『彩を元気づける』という目的の下に行われたようだし、彩を挟まずに他人とコミュニケーションを取るのには、まだ抵抗や不安があるのかもしれない。

　だからと言って、露骨過ぎるではないか。まるで彼女ではないみたいだ。

「自然体が一番いいんじゃないの？　無理しなくていいわよ別に」

　個人的にこの少女は苦手だったが、そうも言っていられない状況だ。それに、変に遠慮されるのはそれで気持ち悪いものなのである。

　ピリカのその言葉を受けて、遊ゆ廻かいの表情がぱぁっと華やいだ。

「それじゃあスタッカートくん、訊ききたかったんだけれど、その無遠慮に揺れる胸はどうやって手に入れたの？」

「……前言撤回していい？　アンタ失礼過ぎるんだケド……」

　そういえば彼女は玉たま求きの胸を揉もみしだいたのだと聞いた。何を考えているか分からないこの少女の真意がどこにあるのか、ピリカには分からない。

「……ねぇ、アンタＡ─１だったんでしょ？　正直、どうなのよ？」

　今度はこちらから話を振ってみる。ピリカにとってＡ─１とは未知の領域だった。もちろん目指してはいたが、その最下位である遊廻にもピリカは勝てなかったのである。

　果たしてそれを束ねる《終結消失ラスト・ロスト》に勝利することができるのか、強者の意見を聞いてみたかった。

「どうって？　このメンバーで相手に勝てるのかってこと？」

　遊廻は変わらず笑みを浮かべたままだ。冗談を吐く時でも、真剣な話をしている時でも、彼女の態度は変わらない。少女にとっては境界線を引くほどのことでもないということか。

「まぁ、純粋に戦闘能力を比べたら、無理だろうね。こっちにはＡ─１が二人で、向こうには五人いるんだからさ。戦う前から結果は明らかだよ」

「……じゃあ──」

　でも、と遊廻はそこで区切り、口の端を歪ゆがめてから続けた。

「真ま白しろくんなら綾あや皓しろくんに勝てるかもしれない。わたしや桃もも瀬せくんがそれぞれＡ─１を倒せるかもしれない。だから後は、凡人三人組に懸かっているってところかな」

　一いち軸じく灰はい撫なと、紀き無なし玉求、そして自分は、特別な【イマジネーター】である【無理想像アブストラクト】と比べると、能力がどうにも見劣りする。だからこれから訪れるであろう戦いにおいて自分が足あし手で纏まといなのではないかとピリカは考えていたのだが──。

「綾皓くん、Ａ─１一位である彼は、真白くんを特別視していたからね。おそらくこの戦いでも、細かい演出を仕込んでいると思うよ」

「演出……？」

「彼にとってこのゲームは舞台みたいなものなんだ。きっと彼の中ではわたし達たちがそれぞれ誰と、どこで、どうやって戦うかまで想定されている」

「なによ、それ……」

　綾皓だけが、プレイヤーの枠を超えて動いている。

　参加者総勢二百八十五名のこのゲームにおいて、彼は王さながらに君臨しているのだ。

　彩さいが決心した戦いですら彼によって細工がなされるなら、一層勝利は遠のくではないか。

　そこでピリカの脳裏に、ふと、ある疑問がよぎる。

　全てが決まっているというのなら、自分は誰と戦うことになるのだろうか。

　ピリカの心中を見透かすように、遊ゆ廻かいは告げた。

「ちなみにスタッカートくん、君は《透視図縫クリア・クレア》と戦うことになるだろうね」

「────っ!?」

　ピリカの表情に険が奔はしる。半ば睨にらみつけるように遊廻に視線を投げ、真意を探るようにその黒曜石の瞳を見据える。

「……アンタ、どこまで知ってるのよ」

「これでも元【調整者バランサー】だからね。知り得ることは」

《透視図縫クリア・クレア》──Ａ─１三位。プレイヤーの名前は銀ぎん城じよう鏡きよう香か。

　この少女とピリカは単なる敵同士ではなく、因縁浅からぬ仲だった。

　彼女はピリカの元同級生であり、"Over Image"内における──最初の仲間だ。

　ピリカは彼女を信用していたし、友人だと思っていた。

　同時期に【イマジネーター】になったピリカと鏡香は互いに協力し合うことで徐々に順位を上げ、しばらくして二人揃そろってＡ─２まで上り詰める。

　その時の順位は彼女の方が少しだけ上で、それが訣けつ別べつの理由となった。

　彼女はある日、純白の世界で言ったのだ。

　──ピリカちゃん、もう要らないよ。

　そしてピリカを【退場ロスト】させんと猛威を振るった。友だと信じて疑わなかった者の裏切りにピリカは即座に対応できず、命からがら逃げることしかできなかった。

　その経験から、ピリカは誓ったのだ。もう誰も信じないと。その一方で、朽ちることのない絆きずなを望んでもいた。そんな弱さがピリカと彩さいを引き合わせ、そうして現在に至る。

　彩と出で逢あった日、彼がＡ─３であることを知ったピリカは驚きよう愕がくした。

　嘘うそを吐かれたと思った。また裏切られるのかと思って恐ろしくなった。

　また要らないと言われるのかと考えると、じっとしていられなかった。

　彩と鏡香は違ったが、彼女による裏切りはピリカにとってトラウマとなっていたのだ。

　このことを、ピリカは誰にも言っていない。だが、【調整者バランサー】であった遊廻なら、参加者の情報の一部として、その事実を把握していてもおかしくはない。

「欲望によって引き裂かれたかつての友人同士が敵として再び相あい見まみえるだなんて、悲劇じみているでしょう？　物語の演出としては、ありきたりだけど中々じゃない？」

　遊廻は笑みを絶やさない。だがそれはピリカを嘲弄しているというより、このような小細工を仕込む最強の【イマジネーター】に呆あきれて苦笑しているようであった。

「《終結消失ラスト・ロスト》って奴やつは、相当趣味が悪い男なのね」

　ピリカは憎々しげに吐き捨てる。遊廻は否定しない。

「彼は真ま白しろくんと戦うだろうね。紀き無なしくんには同じく想像の核を《炎》としている《鮮血紅穿ブラツド・バレツト》が宛てがわれるだろうし、わたしに誰が向けられるのかも見当がつくよ」

「……それで？　そこまで予想できるアンタは、何か考えてたりするの？」

　灰はい撫なと未み恋れんを仲間にする為ために遊ゆ廻かいが行ったことを、ピリカは彩さいから聞いている。

　彼女は自身の異常を理解した上で、それをあくまで武器の一つとして使うのだ。

　聡そう明めいさを狡こう猾かつさに、発想力を悪意に、異常を無情に変換させ、目的を果たす。

　その才覚は敵に回せば恐ろしいが、味方であるなら……やはり恐ろしい。

　連続するピリカの問いかけに文句を言うこともなく、遊廻は自分の意見を提示し続ける。

「わたしの考えている通りに事態が動いたら……そうだね、最悪の結果に至ると思う」

　またしても軽々しく、まるで冗談みたいに不穏なことを口走る遊廻。

「最悪の結果？」

「自分で提案しておいてなんだけど、真ま白しろくんのやり方には穴がいくつもあるんだよ。それに彼が気づかないはずがない。真白くんが想定の上限で動いたとしたら、多分綾あや皓しろくんはその欠点を容赦なく突くだろう。そして、そうしたらわたし達たちはゲームオーバーだ」

「そうなったら、どうするの？」

「真白くんがそこで諦めたら、本当の終わり。真白くんがそこで諦めなければ、可能性は低いけれど、どうにかなるかもしれない。いやぁ、不殺ってのは大変だね」

　遊廻は他人事のように笑う。まるで危機感がない。誰よりも先を見ていながら、その先にある絶望を知っていながら、慌てる仕草一つ見せない。

　精神性の強さというより、その動じなさは世界に対する無関心ともとれた。

　誰をも救おうとする彩とは正反対の、誰もかもがどうでもいいという考え。

　彼女がそんな思想の持ち主であるなら、彩の仲間であるのは不自然に過ぎる。

　真白彩の正義感はある種の異常である。遊廻の人格は言うに及ばずであるし、願いを叶かなえるゲームでいつまでも頂点に立っている綾皓も狂っていると言えるだろう。口数が少ないため分からないが、未恋という少女も、他の【無理想像アブストラクト】も、普通ではないに違いない。

　その心も、抱える願いと闇も、『普通』という規格に収まらないものなのだろう。

「……ねぇ、別に言いたくなかったらいいんだけど、アンタの願いは何だったの？」

【無理想像アブストラクト】は想像の核に抽象概念を用いる者である。

　そしてそんな彼女らは、掲げる願いそれ自体が常人と一線を画しているという。

　ならば、狂気を自在に操るこの麗人は、元々何を願っていたのだろう。

　遊廻は嗤わらう。その笑みに、ぞろりと黒いものが混ざったのに気づいて、ピリカはぞっとした。背筋を虫が這はうような悪寒と共に、いびつなほどに整った笑顔が向けられる。

　いっそ、凄艶。美しくも恐ろしい笑みを湛たたえながら、遊廻はその唇を開いた。

「わたしはただ漠然と願っただけだよ──全部全部ぶっ壊れちゃえばいいのに、って」

「…………そう」

　ピリカの反応を確認するや否や、遊廻の微笑ほほえみから翳かげが消える。

「やだなぁ、今はそんなこと考えてないよ？　どちらかというと、世界なんてどうでもいいんだ。ただ、真ま白しろくんと、その友達である君らと、仲良く出来ればいい」

　ピリカには分からない。遊ゆ廻かいの本心が。

　彼女の口から放たれる言葉の数々が全て空虚に響く。彩さいに対する関心は本物に違いないのだろう。彩と友でありたいというのも事実なのだろう。

　しかし彼女が彩の仲間に何ら執着を持っているようには、見えないのだ。

　夢ゆめ壊かい遊廻は彩の味方であれ、自分の味方ではないのかもしれない。

　そんな根拠のない不安を抱えながら、ピリカは曇天の空を見上げた。
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　木製の階段を踏み締める度に、ぎしり、ぎしりと軋きしむ音が上がる。

　それがやけに大きく聞こえて、錯覚だと気づける程度の冷静さと、緊張を自覚するだけの平静をギリギリで保ちながら、彩は藍あいの後に続いて階段を上がった。

「暗い顔じゃん、どしたの？」

「四ヶ月近く顔を合わせてなかったんだ、緊張もするさ」

「ただ幼おさな馴な染じみに逢あうだけなのに大おお袈げ裟さだね、彩は」

　藍はケラケラと笑いながら、水母みなもが絵を描くときに使うのとは別の、彼女の私室の前で立ち止まった。「入るよ」前置きもなしにドアノブが捻ひねられ、扉が無遠慮に開かれる。

　身体が熱い。緊張、気まずさ、罪悪感、様々な感情が混ざりに混ざって、ずっとひと目逢いたかったはずなのに、彩にそれを躊躇ためらわせる。

　視界が開ける。水母は着飾るのが苦手なので、部屋の内装もどこか無機質で味気ない。

「やっ、水母。連れて来たよ」

　彼女はベッドの上に腰掛けていた。やけに耳の長いうさぎのぬいぐるみを腕に抱えて。

「……あっ……彩、くん」

　実に四ヶ月ぶりの彼女の声。

　緋ひ村むら水母は小柄な少女である。同年代の少女らより低いだろう身長、細い手足に、平らな胸、怯おびえたように潤む瞳と、ここ数ヶ月で伸びきってしまった毛髪。ぬいぐるみをぎゅっと抱きしめる様は、幼い童女を思わせる。

　水母はコミュニケーションというのがとかく苦手で、相手の目を見て話すことも出来ないし、会話のスピードは遅いし、自分の意見も幼馴染以外には言えない。そんな少女だ。

　けれど彼女は、彩にない才能を持っている。持たざる者が羨む絵の才覚を有している。

　それを、彩は奪ってしまったのだ。どんな顔をして向きあえばいいのか、分からない。

「……久し、ぶり」

　笑みを浮かべようとして、失敗する。喉がやけに乾く。汗が額を滑り落ちる。様々な言葉が脳裏に浮かんでは消え、どれ一つとして音にならない。

　謝っても、彼女は己に降り掛かった不幸の正体を知らないのだから、それは彩さいの自己満足にしかならないだろう。

　だからといって、何食わぬ顔で幼おさな馴な染じみを続けることも、彩にはできそうになかった。

　目が合う。いつもなら水母みなもの方がそれを逸そらすのに、今日ばかりは彩が視線を切った。

　何度も何度も足を運んだのは、彼女と逢あう為ためだったはずだ。それが今この瞬間に叶かなったというのに、何な故ぜ自分は何も言わないのだ。何故自分は何も言えないのだ。

　沈黙が室内を満たし、静寂が訪れる。しかしそれも長くは続かない。

「感動の対面で言葉も出ないの？」

　言って、藍あいは水母の隣にどかっと腰を下ろす。その反動で水母の小さな身体がベッドの上で一瞬、宙に浮いた。

「水母、彩に言いたいことがあったんでしょ？　ちゃんと言わなきゃダメだぞ、彩は表情や仕草から乙女心を読めるほどイイ男じゃないんだから」

「悪かったな……」

　反射的に彩がそう返すと、それを待っていたとばかりに藍の口元が孤を描く。

「彩も、喋しやべり方を忘れたわけじゃないんでしょ？」

　彩は表情を歪ゆがめたが、藍は何も間違ったことを言っていない。

　このまま会話もなく佇たたずんでいても仕方がないのだ。

　彩が何か言おうと唇を動かした、その時だった。

「彩、くん……」

　水母がぬいぐるみをベッドに置き、立ち上がる。前髪から覗のぞく瞳が、逸そらされることなく彩を見据える。水気を帯びた双そう眸ぼうの奥には、静かだが確かな決意の光が揺らめいていた。

　彼女は彩に、何かを伝えようとしているのだ。必死に、精一杯に、健気けなげに。

　ならば、自分がそれから逃げるわけにはいかない。

　彩は彼女の視線を真っ向から受け止め、水母の言葉を待った。

　三、五、七……十秒経たって、ようやく水母は言葉を発する。

「……あ、あのね、も、もう、大丈夫、だよ……？」

　訥とつ々とつと紡がれる彼女の台詞せりふ。彩はその言葉の意味を、正確に汲くみ取ることができない。

「──……え？」

　水母の両手が彩の右手に伸びる。その手を包む。冷房の効いていない部屋は僅かな熱気と湿気を帯びていたが、その中にあって水母の掌てのひらはひんやりとしていた。

　違う。そうではない。彼女が伝えたいのは、もっと別の、そう、手といえば──。

「…………治ったって、ことか？」

　彼女が手を怪け我がしたことは知っている。けれど彩さいは怪我の程度を知らなかった。

　そうでなくても、彼女が心に負ったであろう傷の深さは測りようもなかった。

　でも、今確かに水母みなもは言ったのだ。もう、大丈夫だと。

　その言葉が指す意味を彩が読み違えていなければ、それは、それは。

「……うん。心配……掛けて、ごめん、ね」

　違う。彼女が謝ることなんてないのに。謝罪するべきは自分なのに。君に傷を負わせたのは俺なのに。彩の胸中を罪悪感が満たす。

　だが、彩の心中を知る由もない水母は、続ける。

「わたし、喋しやべるの苦手だから、さ、彩くんに、上う手まく言える自信なくて、今まで逢あえなくて、ごめんなさい……。でも、来てくれる度に、嬉うれしかったよ……？」

　水母が、彩の手に込める力を強める。ぎゅっと、快調を知らせるように握ってみせる。

「……だからね、彩くん。世界を変えてまで、わたしたちを助けようとしないで？」

　──っ!?

　一瞬、彩の心臓が強く跳ね上がった。だが、すぐに水母の言葉の真意に気づく。

　一ヶ月ほど前、"Over Image"に二度目の参加を果たした最初の日、彩は水母の家を訪ね、こう言ったのだ。

　──俺が世界を変えるから。間違いを正して、またみんなで笑えるように、変えるから。













　そう言った。傲慢に、傲然と、大言壮語した。

　まだ、大事な者に降り掛かった不幸が自分の過失によるものだと気づく前に、彩さいは確かにそう豪語したのだ。偉そうに、まるで正義の味方みたいに。

　それを、水母みなもはずっと覚えていたのだろう。彩の言った『世界』が地球単位ではなく、水母や藍あい、妹である色しきの前に立ち塞がる現実を指しているのだと理解した上で、彩が何をしてそれを変えようとしているのか分からず、しかし危ういと思ったのだろう。

　だから、彼女はここに来て、彩を安心させるように、顔を合わせることを決意したのだ。

　自分は大丈夫なのだと、そう面と向かって伝えることで、彩を安心させようとしたのだ。

「さ、彩くんは、色ちゃんのことがある、でしょ……？　わたしたちの心配をしてくれるのは、嬉うれしいけれど……けどね、こういうときくらいは、自分のしたいことを、して？」

　先日、藍も同じようなことを言っていた。言ってくれた。

　自分達たちだって辛くないはずがないのに、それなのに彩を気遣って。

　けれど、もう遅いのだ。

　今の彩には、止まれない理由がある。幼おさな馴な染じみと妹を助ける為ためだけに動いているわけではない。全ての脱落者の救済、敵の打倒、ゲームの終了。それに協力してくれる仲間もいる。

　もう、彩一人の問題ではなくなっていた。

　抱えているものが増えすぎて、もう棄すてられない。投げ出せない。

　水母も藍も、前に進んでいるのに、自分はそれすら、彼女たちの強さすら無かったことにしようとしているのだ。

　それはきっと、間違ったことで。けれど彩は、もう決断してしまったから。

「わたしは大丈夫だから……ね？」

　彼女が首を傾かしげ、それに続いて毛髪がさらりと揺れる。

　彩は誤解していた。何も分かっていなかった。

　玉たま求きが周りの者に劣等感を感じていたことにも、藍や水母がとっくに前に進む決意をしていたことにも、気づけなかった。幼馴染なのに。彼女たちは苦しみの中に在ってなお、彩を気遣う心を失っていないのに。自分だけが、盲目的に、勝手に、彼女らを救おうとしていた。馬鹿みたいだ。滑稽に過ぎるというものだ。

　自分は何様だ。幼馴染として手を差し伸べるならまだしも、助けようだなんておこがましい。彼女らには自分の足で進む意志の強さがある。それに、彩は気づけたはずなのに。

　しかし──。

「お前らが大丈夫でも、俺が大丈夫じゃないんだ」

　水母と藍が虚を衝かれたような顔をする。予想していなかった言葉に、思考に一瞬の空白が生まれる。彩はそんな少女らの隙を見逃さず、間髪入れずに言葉を紡いだ。

「ありがと水母、話せてよかった」

　そして、そっと彼女の手を振ふり解ほどき、彩さいは幼おさな馴な染じみ二人に背を向ける。

「…………彩、くん？」

　心の隙間から溢あふれるような呟つぶやきだった。制止未満のその声を、彩は聞こえないフリでやり過ごす。部屋を出て、扉を閉めて、一度も振り返らずに水母みなもの家を後にした。

　この選択が間違いなのだとしても、彩の願いが叶かなうことによって訪れる結末は間違っていないはずだ。

　だから彩は、唇を噛かみ締しめながらも、水母の勇気を無かったことにすることを決めた。

"Over Image"のない世界を。

　また、みんなが笑える日常を。

　この選択に、苦痛が伴うのだとしても、絶対に。
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「…………むぅ」

　と、紀き無なし玉たま求きは頬ほおを膨らませる。

「どうしたんですか？　玉求先輩？」

「……悩み事でもある……の？」

　ソファーの上で体育座りをしていた玉求の向かいには、対になるソファーに二人仲良く腰掛ける後輩達たちの姿があった。ツインテールが特徴的な一いち軸じく灰はい撫なは、何か可愛かわいらしい効果音でも付きそうなほど可か憐れんな仕草で首を傾かしげて、玉求の顔を覗のぞき込む。

　横髪を結っているリボンがチャームポイントの桃もも瀬せ未み恋れんは、眺めていたノートパソコンから顔を上げ、先程掛けた細いフレームのメガネ越しに玉求に視線を向けた。

「夢ゆめ壊かいさんとピリカちゃん、当たり前のように彩くんについていったなぁ、って」

　拗すねるような響きを持って放たれた玉求の言葉に対し、二人はそれぞれ正反対の反応を見せる。灰撫は「そうですよね！　ちょっとずるいですよね！」と共感を示すと共にこくこくと頷うなずいたのに対し、未恋は「……くだらない、ね」と、それだけ言って視線を膝の上に置いてあるノートパソコンへと戻した。

「玉求にとっては……くだらなくないんだよ」

　そんなことを言っている場合ではないのは、分かっているつもりだ。

　しかし、それでも玉求は釈然としないものを感じていた。

　夢壊遊ゆ廻かいと彩の距離が、縮み過ぎている。確かに彼女は優れた頭脳と戦闘能力を持っているし、以前ほどの狂気は鳴りを潜めたように見える。が、それでも狂人に違いないのだ。

　魅み影かげ鬽み黒くろを忠犬に例えるなら、遊廻は気まぐれな猫だ。甘えるように擦り寄ったかと思えば、次の瞬間には爪を立てるかもしれない。そんな危うさがある。誰一人として、彼女の意図が奈な辺へんにあるのか分からない。おそらく、彩さいですら。

　彩は冗談交じりに言う。遊ゆ廻かいは性格が悪い、と。

　だが、それが冗談で済まなくなる可能性を、彩は見落としている。

　彩に忠実だと思われた鬽み黒くろでさえ離反したのだ。かつて一度彼を【退場ロスト】にまで追い込んだ遊廻が仲間で居続ける保証などないではないか。

　灰はい撫なと未み恋れんは先輩後輩の仲であることを差し引いても、利害が一致している。

　ピリカに関しても、元【調整者バランサー】である玉たま求きは彼女の願いを把握しているから、問題ないと判断している。しかし、遊廻にはそれがない。

　信頼に足る証が、どこにもない。

　ただ、真ま白しろ彩が信じているというだけで、彼女はこのグループに属しているのだ。

「そういえば、魅み影かげさん、でしたっけ？　その人は先輩のことを恩人として慕ってたんですよね？　なのにこのグループから抜けたってことは、よほど自分の願いが大事ってことなんでしょうか」

　灰撫は思い出したように言った。少女らには彩が今回で二度目の"Over Image"参加であることも伝えてある。鬽黒や遊廻との関係性も。

　玉求は思案の種を頭の隅に寄せ、灰撫に応じる。

「鬽黒先輩は、元々奇妙な人だったからね」

　玉求や未恋、遊廻は元【調整者バランサー】だ。故に倒すべき相手だった彩や、その仲間達たちの素性、願い、ペナルティなどを把握している。

　魅影鬽黒は、異質だった。

　おそらく彩は、彼女の願いを知らなかったのだろう。知っていたら、優しい彼がそれを放っておくはずがないし、今の状況において何もしていないはずがないから。

　漆黒の毛髪に、闇夜めいた瞳を持つ童女のような氷の女王は──己の消滅を願っていた。

　彼女は彩と出で逢あうまで、誰にも必要とされたことがなかったのだ。

　両親や、兄妹、クラスメイト、その他大勢に至るまで、誰も鬽黒を見ていなかった。

　彼女の容姿が優れていても、いくら勉学に励んでも、どれだけの知識を身につけても、正しい礼儀作法を身につけても、いっそ醜く哀願してみても、何も変わらなかった。

　誰も、見向きもしなかった。

　まるで、存在していないみたいだ。身体がないみたいだ。透明みたいだ。

　それでも鬽黒には心があった。空虚を訴え、孤独を拒み、繋つながりを求め、軋きしみを上げる心という機能があった。しかし、それにすら誰も興味を示さない。

　ならば、存在しないに等しい自分は、いないのと同じなのに痛みだけは感じるこの心は、自分という生命は、なくてもいいのではないか。

　鬽黒はそう考えたのだ。死んで痕跡を残すことすら厭いとい、彼女は願った。

　そもそも自分が存在していない世界を。

　そうして【イマジネーター】になっていながら、鬽み黒くろはそのペナルティに矛盾を孕はらんでいた。最も恐れていること、存在の消滅を願う彼女に用意されたペナルティは。

　──存在の消滅だった。

　他者を犠牲にしてでも叶かなえたい願いと、最も恐れている事象が、同一。

　魅み影かげ鬽黒は、消えたいと願いながら、消えたくないとも思っていたのだ。

　だから彼女は、願いを彩さいに明かさず、自ら死ぬこともできず、さりとてゲームをクリアすることもできずに、ずっと"Over Image"を彷徨さまよっていた。

　だって彼女には、もうこのゲームを続ける以外に生き続けられる道はないから。

　しかし、彩がそれを用意してしまった。

　ゲームが終われば、日常が返ってくる。

　だが、果たしてそれは自分にとって幸福か。鬽黒は考えたのだろう。

　自分は最終的に、消えたいのか生きたいのか、自分自身ですら分からなくなって、彼女は彩の前から逃げたのだ。

　答えを出すことを恐れて。

「……その、魅影って人だけど……さ」

　変わらず平へい坦たんで、どこかテンポの遅い未み恋れんの言葉に、僅かな焦りが滲にじんでいることに玉たま求きと灰はい撫なは気づいた。

　その視線がノートパソコンの画面に釘くぎ付づけになっていることにも気づいた二人は、そっと未恋へと寄る。未恋は"Over Image"のサイトを開いていた。

　そして、表示されていたのは、Ａ─１のメンバーを羅列したページで──。

「「──え？」」

　灰撫と玉求の声が重なる。

　一位は変わらず《終結消失ラスト・ロスト》だ。二位から四位に変わりはなく、五位は未恋で七位は遊ゆ廻かいのままだ。しかし、たった一点、六位に名を刻まれているＩＤに、変化があった。

　──《漆黒鋭剣ダークネス・ハートレス》。

「えと……え？　つまりこれは、どういうことなんですか？」

　灰撫は困惑気味に首を傾かしげたが、玉求には全て理解できた。

　鬽黒は、答えを出すことを恐れたわけではなかったのだ。彼女はただ、選んだ。

　彩の願いと己の想おもいを天てん秤びんに掛けて、自身の願いを取った。

　どうやったのかは分からない。実力か、あるいは綾あや皓しろの策略か。

　どちらにせよ、鬽黒は既に仲間ではない。

「魅影先輩は……消えることを選んだの……？」

　かつての忠臣は正真正銘の敵となり、かつての敵はまるで友のように寄り添っている。

　いびつで奇妙な展開に、玉たま求きは眉を顰ひそめた。

　次の瞬間、まるで狙いすましたようにマンションのチャイムが鳴り響く。

　開幕を知らせるベルのように。
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「待たせたな」

　家を出ると、嫌がるピリカに遊ゆ廻かいが抱きついていた。

「ちょっと……離れなさいよ」

「スタッカートくんには前に随分と酷ひどいことをしちゃったからね、仲直りしたいんだよ」

「なら、暑い中で抱きついてこないでくれる？　鬱陶しいから」

　それを聞いた遊廻はピリカから離れると同時に数歩よろめき、彩さいの胸に飛び込んでわざとらしく泣き真ま似ねをしてみせた。

「酷いんだよ真ま白しろくん、スタッカートくんが冷たいんだ」

「ど、どの口が言ってんのよ……」

　ピリカの怒気を孕はらんだ声も意に介さず、遊廻が彩に密着する。普段なら動揺するところだが、現在の彩にそんな余裕はない。静かに遊廻の肩を離すと、ゆっくりと歩き出す。

「……彩、なんかあったの？」

「別に、なにもないよ。用事も済んだし、もう帰ろう」

　彩はいつもどおり笑って見せたつもりだが、聡さとい少女らには通じなかったようだ。

　二人は何かを察したような顔をして、しかし何も追及してはこない。

「ふぅん……まぁそれはさておき真白くん、どうやらこのまま帰るのは無理そうだよ」

　水母みなも宅の玄関、その扉が開かれ、顔から表情を消した藍あいが現れる。

「……藍？　まだ何かあるのか？」

　藍は彩の目を一瞬だけ見て、すぐに視線を切った。

「水母が止めても無理だったってことは、もう彩は止まらないってことだよね」

　唐突に、彼女はそんなことを言う。

「あと彩を止められるとしたら色しきちゃんくらいだけど、彩はその色ちゃんを助けようとしているわけだし……やっぱ、こうなっちゃうか」

　独白のように、元より理解させる気はないのか、藍はぽつりぽつりとそう漏らし、決意するように一度頷うなずいた。

「よし、分かった。彩──色ちゃんはあたしが助けるよ」

「……………………は？」

　自分の耳を疑う。次に、彼女の正気を疑った。

　今、藍あいは何を言った？　助ける？　彩さいの妹を？　医者でさえ目覚めさせることのできない、意識不明の少女を？　どうやって？

　しかし、すぐに彼女が本気であることを、彩は実感することになる。

「……真ま白しろくん、これちょっと、まずいかも」

　珍しいことに、そう言った遊ゆ廻かいの額には小粒の汗が浮かんでいた。

「え……ちょっと待って……なんで、アンタがここに──」

　次に、ピリカが動揺も露あらわに呟つぶやいた。彩は首だけで振り返り、そして硬直する。

「お久しぶりです、真白さん」

「な──」

　そこには一週間前に姿を消した、魅み影かげ鬽み黒くろの姿があった。

　闇を纏まとったような漆黒の毛髪、覚悟を決めたような揺らぎのない視線。童女めいた容貌から戦士のような覇気を放ち、丁寧に頭を下げて見せたのは、紛まぎれも無い、鬽黒だった。

　藍同様、彼女にも表情らしき表情はない。というより、それらを押し殺しているのか。

　彩は前方に藍、後方に鬽黒と、二つの驚きよう愕がくに挟み撃ちされる形で、理解の追いつかない状況に必死に思考を適応させる。

　何な故ぜ鬽黒がこのタイミングで？　どうしてこの場所を？　どんな用件で？　それ以前に藍の言葉の真意は？　そうでなくとも──。

「いいタイミングだね、鬽黒ちゃん」

「……どういうことだ」

　鬽黒に微笑ほほえみかけたのは、藍だった。

　謎が深まる。深まり続ける。不意に何かが弾ける。答えめいたものが脳裏をよぎり、しかし遠のいていく。だって、そんなわけがない。万が一にもありえない。あっていいわけがない。そんな現実が、まさか、いや、でも──。

　気づけば藍が、遊廻に触れていた。何故？　思い出す。二度目の参加時、初めて純白の世界へ飛ばされた時のことを。鬽黒は彩に触れ、そして彩だけを現実世界へと返した。

　十種ある【反転】には、相手に触れることで発動するものが幾つもある。

「終わらせようよ、彩──【連鎖反転】」

　二人が姿を消した。初めに遊廻が消失し、少し遅れて藍が掻かき消えた。

「な──、ちょっと彩、これ、どういう」

　ピリカが言い終える前に、鬽黒が彩とピリカに触れる。小さくて、氷のように冷たい、少女の指先が、彩の手の甲を這はう。

「逢あい坂さかさんの言う通りです。始めた物語は、終わらせないと──【連鎖反転】」

　ピリカが彩を見る。目が合う。姿が消える。彩が鬽黒を見る。彼女は視線を逸そらす。鬽黒が消える──否、消えたのは彩だ。

　一瞬、彩さいの視界を凄すさまじい光が襲う。思わず腕で目を覆う。しばらくして目を開けた時には、そこに鬽み黒くろはいなかった。そもそも、場所が変わっていた。

【連鎖反転】は触れた相手と自分を、それぞれ発動者が望んだ場所へ飛ばす。

　この場合、彩もピリカも鬽黒も、鬽黒が選んだ別々の箇所へ送られたということになる。

　彩は、遊園地にいた。

　三種類のジェットコースターに、お化け屋敷や観覧車などの基本的なアトラクション、小規模なゲームセンターも併設されている地元の遊園地だった。

　空も、雲も、アスファルトも、八色ある観覧車の籠も、水の中を突き進むジェットコースターも、何もかもが純白に染まった《反転世界》で、彩の目の前に現れたのは。

「初めまして、真ま白しろ」

　一人の少年だった。初対面でありながら、彩はその正体を察する。しかし、それと同時にその可能性を否定する。もし彩の予想が正しければ、藍あいと鬽黒は──。

「少々唐突なお誘いで済まない。僕の部下が無礼を働かなかったかな？」

　少年は笑顔で、彩の希望を握り潰す。そして現実を提示する。信じ難がたい、答えを。

「信じられない、という顔をしているね。改めて言おうか？　僕の部下である魅み影かげ鬽黒と逢あい坂さか藍が、君に迷惑を掛けなかったかな、と尋ねているのだけれど」

「………………お前が、《終結消失ラスト・ロスト》か」













　人の本質を容貌から見極めることは不可能だが、それにしたって彼は、全ての【イマジネーター】の頂点だとは思えなかった。

　余裕のある態度、口調、身に着けている衣服、仕草から連想されるのは、良家の子供。表立って人々を率いることはあっても、裏で手を引くことはない、そんな印象を受ける。

「できれば、綾あや皓しろと呼んでくれると嬉うれしい。ＩＤはあまり好きじゃないんだ」

　彼は微笑ほほえむ。優しく、包み込むように。友好的なその対応は、彩さいの油断を誘おうとしているのか、それとも身に染みついているだけか。

「鬽み黒くろはいつお前の仲間に……いや、藍あいもだ……それ以前に遊ゆ廻かいとピリカはどこにやった、玉たま求き達たちのところにも誰か送りつけたのか？　そもそもお前の目的はなんだ、どうしていつまでも"Over Image"に──」

　気づけば彼が眼前に佇たたずみながら、その人差し指を彩の唇に当てていた。数メートルはあった距離が一瞬で消し飛んだようだった。彩は呆あつ気けに取られ、動けない。

「全ての質問に答えよう。だから一度に訊きかないでくれ」

　そう言って、彼の唇が弧を描く。彩はどうにか彼の手を振り払い、一歩後退した。

　そんな彩を、綾皓は見守るように眺めている。

「僕はずっと、この瞬間を待っていたんだよ、真ま白しろ」

「……なんだと」

「一人じゃできない答え合わせの為ために、君が必要だったんだ」

「……何を言ってるんだ、お前」

　彼の鳶とび色いろの瞳が彩を捉える。

　呑のみ込まれそうな程深く、真水みたいに透き通った双そう眸ぼうが、彩を視界に捉えて離さない。

　彼が、獰どう猛もうに微笑んだ。それを以もってようやく、彩は綾皓夜や雲くもという少年の本質、その一端を垣かい間ま見みた気がした。彼は仮面を被かぶっているだけなのだ。とても強固で、常人にはその内を見ること叶かなわない、そんな仮面。

　綾皓がそれを外すのは、このゲームの中だけなのか、あるいは彩の前だけなのか。どちらにしろ、底が知れない。

　警戒心を限界以上まで引き上げる。想像を開始する。いつ戦闘が始まってもおかしくないのだ。他の仲間の安否も気がかりであるし、いつまでもこうしては──。

「期待通りだよ。それでこそ君を二度目の参加に導いた甲斐があったというものだ」

「──え？」
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　魅み影かげ鬽黒は回想する。

「君が鬽み黒くろちゃんだよね」

　それは、今朝の出来事だった。個々が綾あや皓しろの命令を受け、それを実行に移そうとしていたときのこと。煤すすけた雲の隙間から、燦さん然ぜんと輝く太陽の光が一瞬、射さし込こむ。

　鬽黒がそれに顔を顰しかめていると、一人の少女が彼女の進路上に立ち塞がった。

「あなたは……」

　鬽黒の表情が曇る。対照的に、少女は満面に笑みを浮かべている。

　昼ほどの活気はない街道を、鬽黒は歩いて行く。少女は鬽黒の隣についてくる。

「…………何の御用でしょう」

　逢あい坂さか藍あい。知っている。真ま白しろ彩さいの幼おさな馴な染じみの一人だ。それはつまり、鬽黒の所せ為いで彩が負ったペナルティによって、被害を被った人間ということになる。

　鬽黒と藍は加害者と被害者という関係にあり、笑顔で話しかけられる理由はないはず。

「あっ、そういえば年上なんだよね……？　敬語とか使った方が……それ以前に呼び方も鬽黒さん……？　の方がいいかな？　いいですか？」

「気にしませんよ。お好きな様に」

　どうでもいい。名前は記号だし、敬語は装飾に過ぎない。名前があっても存在理由がなければ意味がないし、敬語を使っても尊崇の念が欠けているなら価値がない。

　そんなことに拘こだわる普通の人間にさえ見向きもされない自分には、一層価値がない。

「じゃあ、鬽黒ちゃん。君の話は玉たま求きや綾皓くんから聞いてるよ。それでね、逢あったら言おうと思ってたことがあるんだ」

　……なるほど、と鬽黒は納得した。全てを理解しているなら、自身の不幸、周りの者の不幸の原因が鬽黒だと知っているなら、鬽黒に話しかけるのも分かる。

　被害者には加害者を責める権利があるし、後悔を求める権利があるし、償いを強制する権利がある。そう鬽黒は思う。だから彼女からどんな罵ば詈り雑ぞう言ごんを投げかけられてもそれを甘んじて受け入れる覚悟はあるし、暴力を振るわれるのならそれはそれで構わない。

　それで少しでも、彼女の気が晴れるなら。

　鬽黒はそのようなことを考えながら、藍の言葉を待った。

「ありがとね」

「──…………はい？」

　聞き間違いでは、ないだろう。

　鬽黒はあまりに意外な、予想だにしなかった彼女の言葉に思わず立ち止まる。藍はそんな鬽黒を不思議そうに見つめながら、同じく停止した。藍の顔を見据える。きょとんとしていた。鬽黒の反応に困っているようでさえあった。つまり、冗談でもなんでもなく、彼女は当たり前のように、感謝の言葉を口にしたということになる。それは、おかしい。

「どう、して」

　発せられた声は、掠かすれていた。それでも彼女に届いたのだろう、藍あいは優しく微笑ほほえんで、鬽み黒くろの疑問に答える。

「あたしとか妹の色しきちゃんに色々あってから、あいつ元気なかったんだけど、君とかピリカちゃんって子のおかげでよく笑うようになったって玉たま求きから聞いたよ。それはあたし達たちにはできないことだったから、だから、ありがと」

　紀き無なし玉求は、藍にそんなことを言っていたのか。一度目のゲーム敗退後、鬽黒は彩さいと顔を合わせていない。しかし、玉求は全てを見ていたのだろう。

　三ヶ月もの間、大切な者の不幸に心を痛める彩の姿を。

　自分にはどうすることもできなかった彩の翳かげりを、藍が言ったように鬽黒とピリカが和らげることができたというなら、玉求の心中は穏やかではなかったに違いない。

　だって、彩が痛々しいまでに傷心していたのは、鬽黒の所為なのに。その鬽黒と関わることで彩が笑っていたら、ふざけるなと考える彼女の気持ちも分かる。

　彼女が鬽黒を【退場ロスト】させようとした気持ちも分かる。

　自分は無価値なだけでなく、無責任で、無遠慮で、恥知らずだ。

　生きる理由がないくせに、消える覚悟すら持てなくて、唯一自分を見てくれた恩人に醜く執着するだけの、悍おぞましく無様な人間だ。

　だから藍の感謝の言葉にさえ、素直に応えられない。

「……違うでしょう」

「……え？　なにが、かな」

　戸惑う彼女を置いて、鬽黒は叩たたきつけるような乱暴さで言葉をぶつける。

「そこを感謝するなら、それ以前に私に恨み言をぶつけるべきです。知らないわけではないのでしょう？　私の所為で真ま白しろさんは──」

「知ってて、言ってるんだよ？」

　鬽黒の言葉を遮って、藍は言った。

「……理解できません」

　むぅ、と難しい顔をして、藍は思案するように腕を組む。やがて、何か思いついたのか、彼女の表情が笑みに染まっていく。嬉うれしそうというより、楽しそう。

「鬽黒ちゃん。君にとって『大切な人』って何かな？」

「……何の話ですか」

「護まもりたい人？　抱き締めたい人？　それとも、自分に好意を向けてくれてる人？」

「だから、何を……」

「皆さ、簡単に言うんだよね。『好き』とか『尊敬してる』とか『愛してる』とかってさ。でも、その人が自分の思惑通りに、想像通りに動かないと、掌を返して言うんだ。『裏切られた』『幻滅した』『見損なった』とかね。ふざけんなって思わない？」

「…………」

「違うじゃん。他人の全てを理解できるわけがないんだから、自分の思い通りに動かないのは当たり前じゃん。それなのに、都合が悪くなると相手を責めるのは、汚いと思うんだ。少なくとも、あたしはそう思うんだ。あたしは、そんなことはしないって決めたんだ」

「……だから、私の所せ為いで真ま白しろさんが【退場ロスト】したことも、その結果あなた方が不幸を被ったことも、責めたりしないと？」

「それを君の所為だと、あたしは思わないよ。話を戻すけど、あたしにとって大切な人っていうのは『一緒にいることで起こる全てを後悔しない相手』だ。あたしや水母みなもの才能を疎んでいながら、それでも応援してくれる玉たま求きが大好きだ。人と喋しやべるのは苦手なのに、諦めず歩み寄ることができる水母が大好きだ。報われないと知っていても、損すると分かっていても、人を見捨てることができない彩さいが、あたしは大好きなんだ」

「────」

　彼女は、彼女のルールに従って生きている。

　常識とか、普通とか、そういうものに欠片かけらの興味も示さず、彼女は自分を貫いている。

　共感されないかもしれないのに、認められないかもしれないのに、否定されるかもしれないのに、それを恐れず、自分の意見を口にする。

　それを傲慢だという人もいるだろう。自分勝手だと謗そしる人もいるに違いないし、ある意味でその通りかもしれない。

　けれど、鬽み黒くろにはそれができないから。彼女が酷ひどく、羨ましかった。

「あの子達たちと一緒にいることで得られる幸福も、被こうむる不幸も、あたしは受け入れるよ。彩が命懸けで護まもった女の子なら、その子が何者でも、あたしは責めたりしないさ」

　辛い、と鬽黒は思った。同時に眩まぶしい、とも。

　彩のことを優しいと思ったことがある。今、目の前の少女を優しいと思う自分がいる。

　それが、辛い。自分はそんなふうには絶対なれないから。

　彩の選択に反発を覚えたことがある。今、目の前の少女を愚かしいと思う自分がいる。

　だから、眩しい。それは自分が選べなかったものだから。

　光があるから影がある。その主従が逆転することはない。影が光に焦がれても、自身が光を放つことは永えい劫ごうなく、ただ隣に、遠くにいる光を物欲しげに眺めることしかできない。

　魅み影かげ鬽黒は、真白彩にも逢あい坂さか藍あいにも、なれない。

　狂おしい程の羨望が胸中で沸々と湧きあがり、心を掻かき毟むしる。

　自分はこんなにも脆ぜい弱じやくで、やっとの思いで下した決意は薄弱で、自己嫌悪と自己否定の果てにどうにか歩いているのに。

　なんで、迷いなく進める人がいるのだろう。どうすれば、迷わずに済むのだろう。

　誰か迷子の自分を助けてほしい。こっちだよと引っ張ってほしい。一緒に行こうと、共に歩いて行こうと言ってほしい。それを許してほしい。

　証明書がほしい。自分には価値があるのだと。

　許可証がほしい。自分は存在していいのだと。

　いや、手を差し伸べてくれた人はいた。今、笑いかけてくれる人もいる。

　なのに自分は、それに応えようとしない。否、できない。

　魅み影かげ鬽み黒くろという人間は、助けを求めておきながら、救われる覚悟がないのだ。

　だって恐ろしいではないか、もし救われたその先ですら、自分に価値がないという現実が待ち受けていたら？　自分はそんな現実に、そんな世界に耐えられない。

　必要だと言ってほしい、不可欠でありたい。突出したいわけではないのだ。埋もれたくない。視界から消えゆく存在でいたくない。見つめてくれる誰かがほしい。

　だが、真ま白しろ彩さいも逢あい坂さか藍あいも、違う。この人達たちはただ、ただ優しいだけだ。

「……馬鹿ですね、あなたは」

　卑屈な自分は、胸の奥、どす黒い部分から溢あふれる声を止められない。

「そんな考えを持っていたって幸せになれるわけじゃない。現実としてあなたと、その周りの人は不幸になったのでしょう。真白さんの妹君はいまだ目覚めていないのでしょう。その元凶を眼前にしていながら、文句の一つも吐かないのは優しさでもなく、弱さだ」

　息継ぎすら惜しみながら、吐き捨てるように言い放つ。

　嫌われるように、否定されるように、間違っても許してもらわないように。

　しかし、彼女は優しい表情を崩さない。

「うん、そうかもね」

　笑うな。今のは不愉快になるところだ。加害者が何を偉そうにと反論すべきところだったはずだ。責めろ、詰れ、誹そしれ、拒め、厭えん悪おしろ、軽蔑しろ、そうすべきだ。

　そうすべきなのに。

「あたしってばこんな奴やつだからさ、昔から友達少ないんだ」

　自嘲するな。優れた人間のそれが、矮わい小しような人間の心をどれだけ抉えぐるか知らないのか。

　優秀な者の謙遜が、善人の謙虚が、強者の謙譲が、己に価値を見出せない者をどれだけ傷つけるか、きっと彼女は分かっていない。

「そんなことだから、綾あや皓しろにいいように使われるんですよ」

　意志に反して、刃のような言葉が漏れる。相手を傷つける為ためだけに放たれた言葉。剥むき出しの悪意。けれど、藍はそれを受けても笑みを絶やさなかった。

「うん、馬鹿だよね。今まで生きてきた中でも、結構損ばっかしてきたよ。でもさ」

　笑顔の花が咲く。悪意の中でも弱らず、暴言に当てられても萎しおれず、強固な意志の下、枯れることのない笑みを、藍は浮かべる。

「人生って、そんなに得をしなきゃだめかな？」

「…………っ」

「そうでもないって、あたしは思うけど」

「……私は、あなたみたいには、なれません」

「嘘うそだぁ。なれないんじゃないよ。なろうとしてないだけだって。人間に必要なのは財力や学力なんかじゃなくて、力じゃなくて、勇気なんじゃないかな。それがあれば少なくとも、今を変えることはできるよ」

「…………私は──」

「君の選択を、あたしは否定しないよ。君の存在を、彩さいは否定しないよ。君の意志を、あたし達たちは踏み躙にじらないよ。だから、君も仏頂面はやめなよ」

「……私は、決まった道が欲しい」

　こうすれば価値があるのだと、こうすれば有能なのだと、こうすれば必要にされるのだと、こうすれば生きていていいのだと、そう実感できる具体的な人生の説明書が欲しい。

　けれど、そんな鬽み黒くろの考えを吹き飛ばすように、藍あいは言った。

「もったいないなぁ。折せつ角かく自分で好きな道を選べるなら、そうすべきだと思うけど」

「それができない人も、いるんですよ」

「『できない』ってことは、『そうしたい』ってことだよ。なら、それが君の『進みたい道』だね。ほら、誰かに決めてもらわなくても、君にだって目的地はあるんじゃないか」

　ね？　と言って、彼女は鬽黒に微笑ほほえみかけた。

「…………逢あい坂さかさん」

「一人が心細いって言うなら、一緒に行こうよ。彩の友達は、あたしの友達だ」

　鬽黒は確信する。目の前にいる少女は、そこ抜けの馬鹿で、どうしようもなく善人だ。

　愚かで、直向ひたむき。稀き少しようで、故に疎まれる。優しくて、それが癇かんに障る。温かくて、遠い。

　藍の言葉は確かに鬽黒の心を揺らしたが、けれど劇的に動かせはしなかった。

「あなたは……良い人ですね。でも、結構です。『進むべき道』は、もう選んでる」

　そう、その為ために彩の許もとを離れたのだ。

「『進みたい道』じゃないんだね。まぁ、鬽黒ちゃんがそうしたいって言うなら、いいんだけどさ。でも、無駄だと思うよ？」

「……無駄？」

　鬽黒が怪け訝げんそうな顔をすると、藍は今まで見せたのとは別種の、ガキ大将みたいな笑みを浮かべて、頷うなずいた。

「だってほら、多分彩が勝つから」

「……そう思うなら、あなたには真ま白しろさんと敵対する理由がないでしょう」

　藍は頬ほおを掻かきながら、あははと快活に笑ってみせる。

「敵対……敵対、ねぇ……」

　藍あいの願いは〝真ま白しろ色しきの意識の覚醒〟である。彼女にとって自身に降り掛かった災禍は無かったことにすべきではなく、受け入れるべきものなのだ。

　逢あい坂さか藍も、緋ひ村むら水母みなもも、現実に打うち拉ひしがれてなどいない。懸命に、立ち向かっている。

　だからそれを無かったことにしようとする彩さいに僅かな反発を覚えているし、けれど妹だけは救済が必要であるから、藍はこうして【イマジネーター】となったのだ。

　そして鬽み黒くろの願いは──。

「私は、真白さんだけが救えればいい」

　それが、自分にできる、唯一の贖しよく罪ざいであろう。

　だから、それを成す為ためならば、鬽黒はなんだってしてみせる。

　誰を不幸にしようと、彩に敵対しようと、己の消滅を招こうと、構わない。

「でも、彩はそんな君ですら、助けようとするんだろうね」

　藍のその言葉を、鬽黒は聞こえていながら無視した。
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　誰もがミラピリカ・スタッカートを羨んだ。

　容姿端麗、頭脳明めい晰せき、住まうは豪邸、およそ同年代の者ができることで彼女にできないことは皆無であったし、運動能力は男子をも凌りよう駕がしていた。

　でも、ピリカはそれに甘んじていたわけではない。

　幼少の頃より両親の恥とならぬよう勉学に勤いそしみ、あらゆる努力を怠らず、遊ぶ暇さえ惜しんで邁まい進しんした。

　確かに、他人より恵まれていたのだろう。そうでないと反論することはできない。

　けれど、それは自分の努力を無かったことにされるほどのことなのだろうか？

　周りの者が野を駆け、友と戯れ、家族と憩い、空いた時間にゲームをやっている間、ピリカはずっと頑張っていたのに。それが評価されるのは、妬まれるようなことなのか。

　ピリカには、自身の怠惰を棚に上げて他人を陰で嘲笑する者達たちが理解できなかった。

　悔しいなら努力すればいいのに。何な故ぜそれをしないで、他者を羨むしかできないのか。

　人間が平等だとは言わない。まず生まれた瞬間に、親の差というものができるし、そうでなくても環境や遺伝的な能力の差もあるだろう。

　けれど、世の中はそれ〝だけ〟ではない。

　努力は才能を凌駕しないかもしれないが、努力しなければ才能には追いつけない。

　そんな事実を知ってなお何もしない輩が、ピリカは許せなかった。

　何もしないなら、何も言うな。努力しないなら、努力している者を馬鹿にするな。

　ただ漠然と幸福を求め、当たり前のように優秀な人間の失態を待ち望む。

　そんな人間ばかりの中で、ピリカは絶望する。

　媚こびるか、妬むか。彼女の周りには二種類の人間しかいなくて。

　誰一人として、ミラピリカ・スタッカートの内面に触れようという者はいなかった。

　大事なのは、綺き麗れいで優秀な、この容いれ物ものなのかと、ピリカは思った。

　そうして、ピリカは孤立していく。ある時、周りの者が言った。

　偉そうだと。生意気だと。調子に乗っていると。高飛車だと。

　ろくに関わりもしないで、ピリカの存在はそんな〝印象〟で固まっていった。

　だから、望み通りになってやったのだ。

　とびきり優秀で、周りの者を見下した態度をとって、庶民など眼中にないという振る舞いをしてやった。何を訴えても無意味だったから、彼らの願望に応えた。

　当たり前だが、ピリカの孤独は深まる。そして、どれだけ強がって見せてもピリカはただの少女で、人並みに繋つながりに焦がれていて、つまり、友達がほしかった。

　ミラピリカ・スタッカートを、友としてくれる誰かを、求めていた。

　そして真ま白しろ彩さいは、ピリカに出で逢あった日にこう言ったのだ。

　──俺は、ミラピリカ・スタッカートと喋しやべるの、楽しいから。

　世界が色づいた気がした。

　彼はピリカの境遇を知らなかったろうし、今に至ってもピリカの願いを知らない。













　だからあれは、彩さいの本心で、ピリカにはそれが堪たまらなく、嬉うれしかった。

　やっと、出で逢あえたのだと思った。このようなゲームに頼る必要もなく、世界には信じるに足る人間がいるのだと。真ま白しろ彩は媚こびない。真白彩は妬まない。あるいはそういう感情もあるのかもしれないが、少なくともそれを悪意に変換させたりはしない。

　彼の理想は危うくて、彼の自己犠牲は行き過ぎていて、彼の優しさは異常だけれど。

　それでも、『平凡』という名の害意に晒さらされ続けてきたピリカにとっては、彩との出逢いは救いだった。

　彩は、ピリカにとっても恩人であるのだ。

　だからピリカは、そんな恩人の役に立ちたいと思う。

　──たとえ、倒すべき相手が、かつて友であった者だとしても。

「……ひ、久し振りだね、ピリカちゃん」

　怯おびえるようにそう言ったのは、小柄な銀髪の少女だった。

　ピリカが飛ばされたのは、海岸沿いの倉庫街。普段は赤色の倉庫群と広がる青い海が開放的な気分にさせてくれるのだが、《反転世界》においては全てが脱色されて純白だ。

　身体をビクビクと震わせる少女──銀ぎん城じよう鏡きよう香かは紅あかい瞳の奥で煌きらめく殺意を隠すように、ピリカに一歩ずつ近づいて来る。カツ、カツと彼女の靴底が石畳を叩たたく。

「裏切り者が、馴なれ馴なれしく呼ばないでくれる？」

「ご、ごめんね……」

　鏡香の性格は"Over Image"というゲームに向いていなかった。

　このゲームは参加資格である『どうしても叶かなえたい願い』さえ有していれば、性格の関係なしにプレイヤーとする。臆病者でも自信家でも精神異常者でも、見境なく、区別なく。

　ピリカと鏡香は、四月まで高校が同じだった。学年もクラスも一緒で、そして巻き込まれたゲームもその参加時期すら同じだった。彼女は虫も殺せないような子で、だからピリカは思った。もしかしたら、仲良くなれるかもしれない、と。

　鏡香がピリカを殺すことはない。であるなら、仲間になれるかもしれないと。

　しかし、現実はピリカを裏切る。

「──【倫理反転】」

　鏡香とピリカの距離が二メートルほどまで近づき、そして彼女は詠唱する。

　ピクリと彼女の肩が揺れ、その後ケラケラと下品な笑い声が響いた。

　彼女の視線から怯えが消える。深紅の瞳に敵意が充満する。そして、凄惨に笑った。

　まるで、別人になったみたいに。

「ピリカちゃん、まだ生きてたんだ」

　路傍の石でも見るような目つきで、彼女はピリカを見た。

「……アンタが殺し損ねたからね」

【反転】には十の派生がある。世界間の移動に不可欠な【反転】、相手のみを逆側の世界へ送り返す【強制反転】、相手を伴って自分を望んだ場所へ飛ばす【連行反転】、相手と己を別々の場所へ送る【連鎖反転】、相手のみを特定の位置へ移動させる【送還反転】、そして望んだ相手を自分の前に出現させる【召喚反転】。

　これらは移動手段として存在するものだが、【反転】にできることは移動だけではない。

　玉たま求きがかつて使っていた【反転拒絶】は自分の意志に反する世界間移動を拒否できるし、【個人反転】は参加者の能力値を一時的に引き上げる。ピリカは使用者を見たこともないが、純白の世界と現実世界を交わらせる【限定反転】というものも存在する。

　そして、心の弱い者に使用許可が降りるのが──【倫理反転】だ。

　これは言葉通り、倫理観を反転させる。反転というより、崩壊か。

　弱気なら強気に、穏和なら冷酷に、人が殺せなければ、殺せるように。

　ゲームに積極的でない参加者を、生粋のプレイヤーにするスキル。

　鏡きよう香かはこれに、依存した。

　人を不幸にできるのはこのスキルのせいで、本来の自分は善人だという言い訳を用意して。辞退が不可能なのだから、不幸になるのは嫌だから、勝ち進まなければと。

　進んで、堕おちていった。

　ピリカはそれを止められず、そしてついに狂気の刃はピリカにも振るわれたのだ。

「あはっ、そんな睨にらまないでよピリカちゃん。鏡香たち、友達でしょう？」

　馴なれ馴なれしげな彼女の嬌きよう声せいが、癇かんに障る。

「アンタは結局、アタシを裏切ったじゃない！」

　ピリカの叫声に、一瞬だけきょとんとして、その後鏡香は盛大に爆笑した。腹を抱えて哄こう笑しようし、目め許もとに涙さえ浮かべるくらいに大笑した彼女は、指先で雫しずくを拭いながら、言い訳を始める。弁明というよりは、挑発するような口調で。

「仕方なかったんだよ、ピリカちゃん。優先順位の問題、どっちが大事かっていう単純な話。願いと友達なら、願いを取るでしょ？」

「……アンタ、何言ってんのよ」

「綾あや皓しろさんが言ったの。ピリカちゃんを裏切ればＡ─１にしてくれるって。なら、迷う必要無いじゃん。鏡香たちはＡ─１になる為ために戦ってたんだから。それが叶かなうっていうなら仲間なんて要らないよね？　我わが侭ままなお嬢様なんて、殺しちゃってよかったよね！」

「……なに、それ」

　それが事実なら、おかしな話だ。

　ピリカは綾皓に狙われるようなことをしていない。

　いや、違う。彼はピリカを始末したかったのではない。何な故ぜなら、鏡香から逃げ遂おおせた自分に、それ以降刺客は現れなかったからだ。ならば、綾皓の目的はピリカを【退場ロスト】させることではなく、二人の関係性を壊すことだったということになる。

　だとするなら、理由は？

　遊ゆ廻かいは言っていた。彼はこのゲームを舞台か何かだと思っていて、この決戦とでも言おうか、最後の戦いにも細工を仕込んでいると。

　──なら、この日の為に、アタシと鏡香の仲を引き裂いた？

　ピリカを彩さいのグループ、鏡きよう香かを自身のグループに振り分ける為ために？

　そう仮定しても、幾つもの謎が浮かび上がる。

　ピリカは鏡香に裏切られた直後、逃げるような形で転校手続きを行った。難しいことは全て他の者に任せたが、鏡香のいないところならどこでもよかった。

　そうして転入したのが、彩の学校だったのは偶然……ではないだろう。

　仕組まれていた？　誰に？　もちろん、綾あや皓しろにだ。

　もし、そうなら……。

　綾皓は彩が二度目の参加を果たすことを、事前に知っていたことになる。

　そもそもが二度目の参加なんておかしいのだ。それが成立する可能性を否定できなかったから、ピリカはそれを認めざるを得なかったが、一つだけあるではないか。

　──"Over Image"に願えばいい。

　例外を除けば、〝願いを叶かなえる権利〟はあらゆる欲望、要望を現実に変える。

　少女と少年を引き合わせるくらい容易だろう。運命を弄ぶことさえ、このゲームならば可能だ。しかし、こんな仮定は本来成り立たない。

　だって、おかしいではないか。

　このゲームは、願いを叶えたらすぐにでも抜け出したいデスゲームのはずだ。

　綾皓は複数の〝願いを叶える権利〟を有していながら、ゲームを辞退する様子がない。

　いつまでもゲームを辞めない彼が、少なくともピリカと彩の出で逢あいと、彩の二度目の参加を引き起こすためにその権利を行使しているという事実は、異常事態だ。

　全てを救おうとする真ま白しろ彩も大概だが、綾皓はそれを超える。

【イマジネーター】の頂点に立ち、あらゆる参加者を眺めていた彼は、こんな舞台を開催して、何を求めるというのか。

「考え事？」

　その声は、気持ち悪いくらいの至近距離から聞こえた。

「ッ!?」

　迂う闊かつ。ピリカは激しく内省。思考に気を取られ、眼前の敵から意識を一瞬、外してしまった。その隙を逃す程、鏡香は馬鹿ではない。臆病者は臆病故、人間観察に長たける。

　つまり虚を衝つかれ、ピリカは攻撃を受けた。

　ミシッ、と骨と肉が軋きしむ音。跳ね上がった鏡香の右足、その膝がピリカの腹部を強打。

　威力は華きや奢しやな体たい躯くから想像も付かぬほど強烈で激烈、ピリカは呻うめき声を上げることも叶かなわず、衝撃に身体を吹き飛ばされた。時間にして数秒、滞空する。宙に投げ出された身体は勢い良く地面に落下し、そのままピリカの身体は石畳の上を数回転した。

　怪け我がの程度は擦過傷に打撲が数箇所だったが、腹部を襲う疼とう痛つうはしばしピリカから思考力を奪った。そして、想像こそが戦う手段である純白の世界において、それは致命的だ。

「【silver】──オーバーイメージ。加えて、【幻現境界】」

　あはっ、と。鏡きよう香かが嬌きよう笑しよう、あるいは狂笑を浮かべる。表情を恍こう惚こつに歪ゆがめ、両手で顔を覆いながら、その隙間から覗のぞかせた双そう眸ぼうで、ピリカを見下ろす。

　ピリカの頭上、中空には人間程度なら一突きで殺傷できそうな銀ぎん槍そうが、幾つも展開されていた。空に浮かび、獲物に照準を合わせる槍の群れ。

　自身の身から離れ、常識や理屈を無視して自律行動を取る武器を想像できる者は稀まれだ。

　普通の人間は、武器は人が扱うものであるという認識を壊せない。

　鏡香の元の気性は、臆病で奥手。そんな彼女の常じよう套とう手しゆ段だんは、奇襲による先制と、持久戦による相手の消耗待ち。この場合は、前者。

「ずっとピリカちゃんの事が嫌いだったよ。恵まれた環境にいるくせに、それでもまだ何かを望む君が嫌いだった。優れた容姿も、学力や運動神経も全部持ってるくせに、朽ちない絆きずなが欲しいって理由でこんなゲームに参加する君が、反へ吐どが出るほど嫌いだったよ！」

　ここに来て、彼女は真情を吐露する。ピリカに抱いていて、隠していた嫌悪感、敵てき愾がい心しん、そういったものを、纏めて吐き出す。

「だから、利用してやったの。友達ができた気分はどうだった？　共通の目的を持った仲間ができて嬉うれしかったでしょ？　散々夢を見せてあげたんだから、ピリカちゃんだって鏡香の役に立ってくれてもいいよね？　だって鏡香たち、友達でしょ？」

「ア、ン、タ、ね……ッ！」

　ピリカは歯を軋きしませ、鏡香を睨にらみ上げるが、彼女は動じない。

「綾あや皓しろさんが言ってたの。君を【退場ロスト】させることができたら、願いを叶えてゲームを抜けていいって。今度は逃さないよ。ちゃんと引導を渡してあげる。友達として」

　友達という言葉を、まるで挑発するように連呼する鏡香に、ピリカは苛いら立だちを覚える。

「アンタみたいな奴やつ、友達なんかじゃない」

「あはっ、怒ってるの？　でもさ、真ま白しろって子と鏡香の、どこが違うのかなぁ？」

「アイツとアンタを同列で語らないで、それこそ反へ吐どが出るわ」

「同じだよ。自分の目的の為ために、ピリカちゃんを利用してる。君がそれに逆らうか、従うかの違いしかない。本質的には同じなんだよ。友達っていうのは、相互に利用し合うのを認め合った関係を指すんだから」

「違う……！　相手が間違っていたら止めて、困っていたら助けて、泣いてる時は隣にいて、楽しい時は一緒に笑うのが友達よ」

　あはっ、と。またしても鏡きよう香かは嗤わらった。あはっ、あははっ！　と愉快げに嘲あざ笑わらう。

　それから、ありったけの厭えん悪おをピリカに向け、整った顔を醜く歪ゆがめて、言った。

「可愛かわいいなぁピリカちゃん。今時珍しいくらいの初う心ぶだよ本当。……そんなんだから騙だまされるんだっつの、バァカ」

「……本当、最悪。アンタみたいな奴やつを信じてた過去のアタシって、救えない馬鹿だわ」

「今更気づいても遅いんだよ、君はここで終わるんだからさ、ミラピリカお嬢様？」

「終わるのはアンタよ」

「死んじゃえ」

　銀や槍りの軍勢が、無情にもピリカへ降り注がれる。





　　　　■◇◆□






　此こ度たびの戦いに於おいて、綾あや皓しろの次に事態の全容を把握していたのは、夢ゆめ壊かい遊ゆ廻かいだけだった。

　彩さいは綾皓と。鬽み黒くろ、藍あいは灰はい撫な、未み恋れんと。玉たま求きは氷ひ裏うら浅あさ緋ひと。

　そして夢壊遊廻は──。

「ぼくは風かざ守かみ唯ゆい、よろしくね？」

　予想通りだ、と遊廻は思った。少なくとも自分の想定した展開通りに、今のところは進んでいる。確かめる術はないが、確信があった。

　それができるのはもちろん、彼女に思考の柔軟性が備わっていたからだが、そうでなくとも綾皓の行動を予測し、真意を揣し摩まできるのには、理由があった。

　遊廻は、綾皓の願いを知っている。正確に表現するなら、かつて掲げていた願いを、だ。

　そんな遊廻を以もってしても、彼の描くシナリオの結末だけは読めない。いや、予想できないわけではないが、考えうる結末は全て真ま白しろ彩に勝利を齎もたらさない。

　この戦いに終わりが来るとしても、真白彩が〝願いを叶かなえる権利〟を行使することはないだろうと、遊廻は予測していた。そしてそれは、現実になるだろう。

　だって、他者を殺すゲームで不殺を掲げるプレイヤーが報われるわけがない。

　世界はそこまで、甘くない。善人が勝者になれるほど、正義の味方が世界の平和を護まもれるほど、弱者が強者になれるほど、真白彩が綾皓夜や雲くもに勝てるほど、世界は優しくない。

　彼は絶望するだろう。彼は失意のどん底に突き落とされるだろう。

　かつてない窮地と、抗あらがいようのない現実に屈することだろう。

　だが、それでも真白彩が正しいなら、彼は諦めないはずだ。

　諦めなくても、終わるものは終わる。絶望は絶望のままだし、現実は現実のままだ。

　しかし、その絶望が用意されたものだと気づければ、あるいは──。

「折せつ角かくぼくが自己紹介したっていうのに、君はだんまりかい？　哀かなしいなぁ」

　風かざ守かみ唯ゆいは可愛かわいい顔を可愛らしく歪ゆがめ、可愛らしく泣き真ま似ねをして見せた。

　見る者が見れば、それはどうしようもなく紛まがい物もので、しかし同性の遊ゆ廻かいに気づける彼女の違和感に、異性は気づけないのかもしれない。

　つまり、この少女はそういうタイプの人間なのだ。

　天然の皮を被かぶった知略家、奥手を気取って見せるが積極的、庇ひ護ご欲をそそるが攻撃的、外面は美しいが内面は真っ黒。相手取るには面倒極まりない人種だった。

　染められた髪に、カチューシャ、タレ目がちで唇は小さく、肌は色白。小柄で華きや奢しや、薄手のキャミソールに、ショートパンツを合わせ、花のような笑顔と上目遣いも忘れない。

　そんな少女と遊廻がいるのは、海が望める大規模な公園、その芝生エリアだった。休日の日中とあらば、子供が父とキャッチボールをし、友人らで集まって戯れ、恋人たちは憩いの場として訪れる、そんな場所。

　海を一望するも、風情の欠片かけらもない白一色。芝生を眺めるも、不気味なまでに白一色。

《色彩世界》では賑にぎわう公園内も、裏のこちらでは、随分と閑散としている。

「これは失礼。わたしは夢ゆめ壊かい遊廻、よろしくね」

　彼女に対抗して……ではないが、遊廻も作り笑顔を送り返す。

「ぼく、遊廻ちゃんに感謝しなくちゃいけないことがあるんだよ」













　彼女のペースに乗せられるわけにはいかないので、遊ゆ廻かいは機先を制する。

「わたしを【退場ロスト】させれば願いを叶かなえてゲームを抜けていいと彼に言われたんだとしたら、感謝してくれる必要はないよ。それは、嘘うそだから」

　案の定、面白みもないくらい予想通り、風かざ守かみの表情から笑みが消える。

「……どうして、それを知ってるのかな？」

「どうして、それを知らないと思ったの？」

　他のＡ─１にとって、綾あや皓しろは忠誠の対象などではなく、排除したい敵である。それができないから、従っているだけ。真ま白しろ彩さいのグループが出現した時、誰しもが考えたろう。これで彼らが勝てば、自分たちは願いを叶えられる。自分らも協力すれば、あるいは、と。

　しかし、綾皓夜や雲くもは〝願いを叶える権利〟を複数所持しており、それを行使すれば他人の持つ権利を消去することが可能だ。

　もしそうなったら、彩が勝っても意味がない。そこで彼女らは歩みを止め、そんな彼女らを支配下に置くために、綾皓は言うのだ。

【イマジネーター】ならば誰しも揺れるであろう甘言を、惜しみもなく吐く。

　従えば、願いを叶えていい、と。

「風守くん、君は面白い【イマジネーター】だよ。掲げる願いは〝今後の人生に最上の幸福を〟という曖昧にして、有効な願い。抽象的な願いは叶わないから、君には今後の人生におけるあらゆる幸福が、現実的かつ正確に、堅実的かつ克明に、思い浮かべられるのだろうね。上う手まい、と正直に思うよ。これなら、ある意味で複数の願いが叶うものね」

　富も名声も、望むなら伴侶も子供も孫だって、彼女が想像している未来はすべて現実となる。"Over Image"は、少女の未来設計図を、確定した運命へ昇華することすらできる。

「……遊廻ちゃんの〝世界の崩壊〟っていうのは、馬鹿げてたけどね」

　取り繕うことをやめたのか、今の彼女に表情はない。言葉に仮初の感情も込めない。

「わたしは後ろ向きな人間だから。考えて考えて考えた末に、絶望しかないって分かってしまうんだよ。それで、諦める癖がついちゃった」

「うっわぁ……後ろ向きだね、ほんと」

　憐あわれむようにそう言った風守を歯牙にも掛けず、遊廻は続ける。

「だってそうでしょ？　世の中のルールは狡ずる賢がしこい奴やつだけが得するようにできてるし、明文化されていない暗黙の了解と呼ばれるものも沢山あるし、学校というコミュニティですらヒエラルキーが存在する。努力を強制され、それを怠れば悪人扱いされ、要領が悪いと要らないと棄すてられる世界の一体どこに、幸福が落ちてるの？」

「だからぼくは、このゲームで幸せになりたいんだよ。神様はぼくを助けてくれないから、ぼくは自分で自分を救うことにした」

　まるで世界の真理を解き明かしたかのような自信を漲みなぎらせて、風守は言い放つ。

　だが、そんな風かざ守かみを今度は遊ゆ廻かいが憐れん憫びんの情を滲にじませた視線で見つめた。

「それで得られる幸せは、世間という枠組みの中でしか効果を持たないものだよ。君自身にとって本当に価値があるものじゃない。周りの者が見て、『羨ましい』と感じる要素を寄せ集めても、君の空虚は満たせない」

　傍はた目めには分からなかったろうが、遊廻は風守の僅かな変化に気づいていた。指先が、震えている。瞳の奥で、殺意が着々と育まれていくのが見て取れる。

「……君に、何が分かるの？」

「幸せという不明瞭な充足を求める人間は、総じて不幸だ。他人が羨ましくて仕方がないくせに、それを認めるのが嫌で見下した態度を取ってみせる。けど望んでるんだ、報われることを。けど求めてるんだ、唯一性の獲得を」

「それは……悪いこと？」

「それを手に入れるために君がしてきたことは、良いこと？」

　遊廻が間髪を入れずにそう返すと、彼女は片眉を下げて表情を歪ゆがめた。今にも唾を吐き捨てそうな顔で、遊廻を睨にらむ。

「……うっざ、殺人鬼が説教かよ。遊廻ちゃんにだけは言われたくないし」

「あはは、殺人鬼が反論かよ。風守くんにだけは言われたくないけどなぁ」

　視線が交錯する。双方とも、それを逸そらさない。

　全ての【イマジネーター】には、願いがある。

　その願いを抱くきっかけとなった過去がある。それらはトラウマという言葉が一番近い、他人には見せたくない傷痕で、消えない傷痕は心を歪ませる。

　極端な話、普通の人間から見たら"Over Image"の参加者は全員異常者に見えるだろう。

　誰もがその身に狂気を内包していながら、日々それを隠して生きているのだ。

　周りに変だと思われたくないから。異端者でありたくないから。

　凡人や秀才ならまだしも、特殊だとは思われたくないから。

　だから、適応して見せる、日常に。

　だから、順応して見せる、世界に。

　そんな人間ばかりだから、それすらできない弾かれ者は、疎まれる。遊廻のように。

　遊廻にとってこのゲームは、ある種居心地のいい場所だった。

　だって、みんな歪んでる。自分が狂っていたのではなく、世界が狂っていたのだと実感できた。ルールがなければ、秩序がなければ、罰を与える機構がなければ、人々は欲望も剥むき出しに平気で他者を蹴落とすのだと知れた。

　おかしいのは、自分だけじゃなかった！　否、そもそも自分はおかしくないのだ、そう思うことができたのだ。だから遊廻は彩さいも、そして彼に似ている綾あや皓しろも、大嫌いだった。

　人を救うだの、他人を不幸にするのは間違ってるだの、喧やかましいことこの上ない。

　そう思っていた。そう思おうとしていた。

　自分は救世主になれないと、分かっていたから。

　正義の味方にはなれないと、理解していたから。

　諦観して、達観して見せて、でも結局狂いきれなかった。

　狂気は、自覚した時点で異常に成り下がる。

　異常は、努力で正常に近づける事ができる。

　夢ゆめ壊かい遊ゆ廻かいは、普通になりたかった。

　そして、現在の遊廻にとって、"Over Image"は不愉快なゲームでしかなく。

　目の前に佇たたずむ少女はかつての自分を見ているようで、酷ひどく滑稽に映った。

「教えてあげるね遊廻ちゃん。罪人は、更生しても贖しよく罪ざいしても罪人のままだよ。君のやってきたことは消えないし、今更正義の味方に加勢しても、君の異常は治らない。過去は変えられないし、運命も変えられない。それこそ、このゲームの勝者にならない限り」

「それでもわたしは、変わりたいと思うし、罪は償わなくちゃいけないと思うよ。赦ゆるされなくても、憎まれ続けても、悪いことをしたら、ごめんなさいって言うべきだと、思う」

　遊廻の言葉が余程癇かんに障ったのか、風かざ守かみは並びのいい歯をギリギリと軋きしませ、小奇麗な顔が歪ゆがむのも厭いとわずに遊廻を睨ねめ付つけた。

「……今更純情気取んなよ、性悪女。【holly green】──オーバーイメージ」

　風守はＡ─１二位──《無神論者アンノウン・ダウン》にして、想像の核は《神》、【無理想像アブストラクト】である。

　七位と二位。遊廻からすれば、風守は格上。そして困ったことに、遊廻は風守が《神》にどのような形を与えたのか、知らない。無論、見当はつけているが──。

「──灼やき殺せ」

　瞬間、空気が灼しやく熱ねつされた。

　遊廻と風守を円で囲むように、翠みどり色の焰ほのおが地面より噴き上がり、天まで焦がさんと燃え上がる。その焰は奇妙な色を発しながら煙も濃淡もなく、ただ生物のように揺らめいた。

「君の《歪わい曲きよく》は、その特性故に形なきものを歪めることを苦手としているんだよね？　綾あや皓しろくんから、聞いちゃったっ」

　七位と二位。遊廻からすれば風守は格上。そして更に困ったことに、遊廻の能力は既に弱点まで見抜かれ、容赦なくそれを突かれている。

「困ったなぁ」

　遊廻は全然困ってなさそうに呟つぶやく。それは風守の神経を逆さか撫なでしたようだった。

「──斬り殺せ」

　余談だが、《反転世界》に雨は降らない。土砂降りの中【反転】すれば、周囲に雨潦やら水滴やらを確認できるが、純白の世界自体で何かが進行することはない。

　日は傾かず、そして昇らず。雲は動かず、波は立たず、そして風は吹かない。

　つまり、この世界で空を裂くような音が聞こえた場合、それは自然に吹いた風などではなく、百パーセントの確率で、【イマジネーター】の攻撃だ。

「【violet】──オーバーイメージ」

　刹那、風の刃が遊ゆ廻かいの右肩口を斬り裂いた。柄の無い鎌、そんな形状の風刃が幾つも、幾つも出現し、四方から遊廻を斬りつけようと迫り来る。

「──曲がれ」

　風は無形だ。形の無いものを、歪ゆがめることはできない。だが、それが仮にも刃を象かたどっているなら、それを歪わい曲きよくすることは可能だ。

「……っ……っ……！」

　深く抉えぐられた右肩を押さえながら、焰ほのおの檻おりより外に出ることも叶かなわず、遊廻は駆ける。

　失血死でも【退場ロスト】する。出血は抑えたいが……。幾つもの風刃を紫紺の渦が捉え、歪曲し、破壊する。しかし、それでも深緑の刃は、遊廻の身体に到達する。

　左脇腹を掠かすめ、体中の柔肌を裂かれ、そしてついに十数秒経過した頃に、右太ふと腿ももに刃が突き刺さった。遊廻は疾走中だったので急に止まることもできず、無様に地面を転がる。

　そんな遊廻の醜態を視界に捉え、風かざ守かみは哂しん笑しようを浮かべた。

「散々高説垂れておいて、実力はこんなんかよ。つか、七位が二位に勝てるわけないし」

「……わたしの前でぶりっこは止めたのかな、風守くん？」

　雪原を思わせる純白の芝生を、体中至る所から出血している遊廻の血が、紅に染める。

　地面に倒れ伏した遊廻は腕に力を入れてどうにか上体を上げると、顔についた白い泥を拭って、微笑ほほえんで見せた。

　それがまた、彼女の激情を煽あおると知っていて。

「弱いくせに強者ぶって、自分より弱い参加者を狩って醜い自分を慰めてた遊廻ちゃんが、随分と余裕のある発言をするようになったね。ほんと、笑える」

　人形みたいな無表情で乾いた笑い声を漏らし、風守は一瞬、遊廻から視線を外した。

　そして、右手の人差し指を立て、それを空へ向ける。

「──打ち殺せ」

　一度目は《炎》で灼やき、二度目は《風》で斬り、三度目は何かで打つ。

　そして、彼女の想像の核は《神》。遊廻は全てを理解した。刹那の内に己を襲うであろう脅威を察知、頭上に《歪曲》の渦を最大出力で展開。

　それを第三者が見たら、幻想的なその光景に、何を思うだろう。

　それはさながら、ブラックホールのようだった。遊廻一人は包めるだろう大規模な紫紺の渦は、出現と同時に風守の攻撃と激突する。

　──空から落ちてきた、深緑の雷鎚いかづちと。

　翠みどりの雷電が、弾ける。紫紺の渦、その中央を打った落雷は、しばらく流れに抗あらがうように放電していたが、やがて完全に呑のまれて、消える。

　その結果を受け止め、遊ゆ廻かいは微笑ほほえみ、風かざ守かみは驚きよう愕がくに瞠どう目もくした。

「……なんで？」

　思わず、純粋な疑問が言葉になる。それは、風守からすれば尤もつともな問いだった。

　遊廻は右の太ふと腿ももを庇かばうように左膝を立て、風守を見上げた。

「《神》の正体、見破っちゃった」

　その事実によって風守を襲う動揺は、如い何か程ほどか。彼女は白磁の肌をいっそ蒼あお白じろくし、一歩、二歩と後退した。

「嘘うそだ……。浅あさ緋ひくんや鏡きよう香かちゃんですら知らないんだよ？　これに気づいた奴やつなんて何人もいないし、ましてや格下のあんたなんかに──」

「思えば、君は欲張りな女の子だったからね。願いだって随分と考えたんでしょう？　なら、そんな君が己の能力に欲を出さないわけがない」

「──っ……」

　遊廻の言葉がハッタリでないと理解したのか、風守は悔しげに唇を噛かみ締しめる。

　しかし、心理的なダメージを幾ら与えたところで、実際、遊廻に勝利のビジョンは浮かんでいなかった。それが遊廻に、焦りを齎もたらす。

「君は能力を過信しすぎだ。切り札や奥の手というのは、隠してこそ意味があるんだよ。さて君が次に起こすのは津波かな？　それとも地震かな？　噴火を再現する想像力はあるのかい？　気になるところだなぁ」

「──斬り殺せ」

　風守の背後でピシッ、と空気が裂け、それが色と形を持つ。十を超える刃が倒れる遊廻に向かって容赦なく飛来する。

　それは一直線に遊廻へ殺到、そして彼女を──斬り殺せなかった。

「…………はっ？」

　幾つもの風刃が斬りつけたのは、無人の芝生。刈り取られた草が舞い、抉えぐり取られた地面から真っ白な土つち埃ぼこりが舞う。そして、想像の刃は霧散する。

　夢ゆめ壊かい遊廻は、両足で立って、駆けていた。怪け我がをしていたはずの右太腿には紅あかい血液が付着してこそいたが、そこに怪我はなかった。

「……っ、このっ、転んだのはわざとだったっての!?」

　遊廻は右肩に受けた最初の一撃以降、完全に躱かわすことはできずとも器用に切り傷だけで致命傷を回避していた。そんな彼女が機動力たる両足に対する注意を怠るわけがない。

　風守の視界からは当たったように見えた一撃も、その実、直撃寸前に刃先を《歪わい曲きよく》させていたのだった。

　そして遊廻の思惑通りに風守は手の内を晒さらし、能力の本質を遊廻に見抜かれた。

　己の失態、無様な格好や窮地、風かざ守かみの自身に対する敵対心や怒り、驕おごりや余裕、それらを全て戦術に組み込み、圧倒的な実力差がある風守の正体不明な能力を解明した遊ゆ廻かい。

　それは、風守にかつてない屈辱を与えたのだろう、彼女は爪を噛み、地団駄を踏む。

「むかつく……むかつく……ほんと、むかつく……！」

「語彙が貧困なんだね風守くん。国語の勉強をするといい」

「黙れよ！　どうせ逃げられやしないんだ。嬲なぶり殺ごろしにしてやる……！」

「やーん、風守くんが怖いよぉ」

　怒り狂う風守を嘲弄するように、普段の彼女を真ま似ねた仕草でしくしくと嘘うそ泣きをして見せると、風守の顔に青筋が浮いた。

「……あんただけは、殺す。ぼくと戦おうとしたことを後悔させてやる」

「それは嫌だなぁ。じゃあ、戦うのを止めるよ」

　言って、遊廻はいまだ天を突かんばかりに燃え盛る翠みどり色の焰ほのお、その一部を《歪わい曲きよく》させた。焰の壁が、ぐにゃりと歪ゆがむ。そして一瞬、壁の向こうが開けた。だが遊廻の《歪曲》では無形のものを完全に破壊することはできない。空いた隙間はすぐさま修繕され始める。

「ばいばい」

　しかし子供一人分ほどの間隙へと、遊廻は迷いなく飛び込んだ。

「…………はぁ!?」

　予想外の行動だったのだろう、風守は素っ頓狂な声を上げた。遊廻の肌を一瞬、焰が灼やき、肉の焦げる匂いが鼻をつく。顔を顰しかめるも苦鳴は漏らさず、遊廻はそのまま駆ける。

「君はわたしを【退場ロスト】させなくちゃいけない。対してわたしは、君を殺しちゃいけない。なら、わたし達たちは対等なんかじゃないよね。君は、わたしが逃げたら追わなくちゃいけない、そうしないと自分の願いが叶わないから」

　微わ笑らう遊廻の後ろ、焰の壁を挟んだ向こうで、風守は肩を揺らした。

　遊廻の言った言葉が図星だったのだろう、彼女は悔しげに顔を引ひき攣つらせる。

　おそらく綾あや皓しろが提示した条件は、夢ゆめ壊かい遊廻の【退場ロスト】、もしくは完全な制圧。

　風守は何としてでもそれを達成しなければならない。遊廻は嘘だと断言したが、彼女には信じるという選択肢以外は用意されていないのだ。

　突如この世界に呼ばれた遊廻の優先事項は眼前の風守と戦って勝利すること──ではない。仲間との合流や逃走は、選択肢としては真っ当とも言えるだろう。

　しかし、風守はその可能性を無意識の内に除外していたに違いない。

　殺人狂が敵前逃亡するとは夢にも思わないだろうし、そうでなくたって、一応はフィールドを制限し逃亡を防ぐために焰の壁を張っていたのだから。

　風守は遊廻をＡ─１最弱であると断じ、故に足を掬すくわれた。

　強者故の侮りが、本来なら絶望的なまでに広がっていた実力差を縮めたのだ。

「ふ、ざ、け、ん、な、よ……っ！」

　彼女は焰ほのおの壁を掻かき消し、叫ぶ。遊ゆ廻かいは風かざ守かみの十数メートル先を疾走していた。

　幾つかの風刃が足元を抉えぐるが、ことごとく外れる。

「…………むかつくんだよ、本当に、さ！」

　腕を振るい、怒りに任せて周囲一体を焼け野原に変えて、それから風守は駈かけ出だした。

　その激高すら、遊廻に引き出された感情だと気づかずに。





　　　　■◇◆□






　氷ひ裏うら浅あさ緋ひは、正直に言うと綾あや皓しろ夜や雲くもが大嫌いだった。

　というより、【イマジネーター】が大嫌いだった。

　支配者気取りで事実最強な綾皓夜雲。

　腹黒で性悪なのを隠している風守唯ゆい。

【倫理反転】に頼るだけの銀ぎん城じよう鏡きよう香か。

　ほとんど自殺志願者である魅み影かげ鬽み黒くろ。

　どいつもこいつも死んじまえ、と彼は常々考えている。唯一の例外は、逢あい坂さか藍あいか。

　特別な理由はない。単純に、藍の願いは浅緋の願いに酷似していた。

　大切な者の未来を取り戻す為ために戦っているという点で、浅緋と藍は共通している。

　一年前のことだ。浅緋は高校三年で、小学五年の弟がいた。

　取り立てて特技も趣味もない浅緋と異なり、弟はサッカーが好きだった。

　そして羨ましいことに、才能があった。才能に過信しないだけの、努力家でもあった。

　浅緋は八つ離れた弟の才能に嫉妬することもなく、むしろそれを応援した。

　しかし結果として、浅緋は弟からサッカーを奪うことになる。

　ある日、弟が学校に遅刻しそうだというので浅緋は自分の自転車の後ろに彼を乗せ、送ることにした。しなければよかった。けど、してしまった。

　事故に遭った。最悪の事故だった。歩行者側が青で、非がないといえばない。しかし二人乗りは推奨された事ではなく、更に最悪だったのは車が自転車の後輪に激突したことだ。

　結論から言えば、弟は歩くことすらできなくなった。おそらく、二度と。

　分かっている。こんなの世界中で毎秒起こっている悲劇の一つで、何ら特別なことではなくて、今まで他人に降り掛かっていたものが巡り巡ってきただけで、だから、世界で自分だけが苦しいだなんて考えるのは傲慢だと、理解していた、つもりだった。

　無理だった。無理だった。無理だった。無理だったッ！

　車の運転手の謝罪も、父や母の嘆きも、医者の言葉も、弟の「兄貴の所為じゃない」という言葉すら、心を欠片かけらも動かしはしなかった。

　何をしてでも、どうにかしなくては。

　自分の命を賭けることになっても、他人の不幸を踏み台にすることになっても、他者の屍しかばねを幾つ重ねることになっても、心が擦り切れても、そんな些さ細さいなことは、どうでもいい。

　氷ひ裏うら浅あさ緋ひは、どうしようもなく真ま白しろ彩さいが嫌いだ。

　こんなゲームで願いを叶かなえていいわけがない？

　ふざけんな。じゃあ誰がオレの願いを叶える。

　このゲームは終わらせるべきだ？

　ふざけんな。それじゃあ困るんだよ。

　誰も不幸にするべきじゃない？

　ふざけんなッ！　他人なんて知ったことか！

　氷裏浅緋は自分の邪魔をする人間が嫌いだ。自分の邪魔をする世界が嫌いだ。

　そして何よりも、自分が嫌いだ。

　己の罪を認めきれず、それを無かったことにする為ために他者を傷つける自分が、大嫌いだ。

　そんな悪者である自分とは対照的に、正義を貫く輩が大嫌いだ。

「つまり、キミらの大将が、嫌いなんだよね、オレはさ」

　心中の熱く、冷たく、昏い感情をおくびにも出さず、浅緋は友好的に微笑ほほえむ。

　彼と対戦相手である紀き無なし玉たま求きがいたのは、海沿いの大公園、その中でも『潮入りの池』と呼ばれる区画であった。

　巨大な円形の池から一本の線が延びていて、それは海に繋つながっている。つまりその池は海水で、石畳で囲われた人工池は普段、そこに人が入ることを禁じられている。

　しかし現在、池の中には濡ぬれネズミの玉求が佇たたずんでいた。

「…………それと、玉求を池に落としたのに関係があるのかな、浅緋さん」

　この世界においては、海水すら純白だ。白い液体に塗まみれ、服は肌に張り付いている。そんな玉求の姿は場の空気にそぐわず淫いん靡びで、浅緋は思わず吹き出してしまう。

「何が面白いの……？」

「下着、透けてんぞ？」

　言われた瞬間、玉求はバッと腕で胸部を隠す。それがまた、浅緋には滑稽に映る。

「女の子ってのは大変だね。殺し合いの場ですら羞恥なんて気にするんだから。それとも、キミが特別アホなだけなのか？」

　玉求はむっとしたような顔をするも、それだけだ。浅緋の動向を窺うかがうように、瞬まばたきすらせず彼を注視している。

「キミと逢あったら訊きこうと思ってたことがあるんだけど、いいかな？」

　玉求は応えない。だから浅緋は尋ねた。

「キミ、もう才能は要らないの？」

　これには無反応とはいかなかったようで、玉たま求きの肩がピクリと動く。

「……それは、浅あさ緋ひさんに関係のないことだと思うけれど？」

「関係はなくても、興味はあんのさ。それを言うなら、オレがキミに興味を持とうが持つまいが、それはキミに関係のないことだろう？」

　表情を歪ゆがめる玉求を無視して、彼は続ける。

「キミは真ま白しろ彩さいに放たれた最初の刺客だ。何な故ぜ夜や雲くもクンが最も弱く、【存在想像マーシヤル】で、なおかつ彼の幼おさな馴な染じみであるキミを真白クンに送りつけたのか、オレの知るところではないけれど、結果としてキミは負けた。それだけでなく、真白クンの仲間になった」

「……それが、どうかしたの？」

　夜気を纏まとったような毛髪を掻かき上げ、浅緋は言う。

「キミ、馬鹿だろ」

　呆あつ気けに取られた玉求を確認してから、浅緋は言葉を紡ぐ。

「勝負に勝てなかったくらいで、優しいって褒められたくらいで、ちょっと抱擁されたくらいで、アホみたいに改心してんじゃねぇよ。キミの願いは、他人を不幸にして、他の参加者を支配下に置いて、散々悪行を重ねてまで欲しかった才能は、愛いとしの真白クンとの一戦で不必要になるほどのモンだったのかよ？」

　玉求が敗戦したと聞き、当たり前だと思った。玉求が彩の味方になったと聞いて、なんだそれはと思った。夢ゆめ壊かい遊ゆ廻かいの敗北は順当だったが、彼女まで真白に味方したと知った時は理解できずに首を捻ひねってしまった。

　どいつもこいつも、真白って馬鹿に影響され過ぎだ。

「考えてもみなよ。今はまだいいけどさ、十年後とかはどうかな？　藍あいちゃんは陸上で、緋ひ村むらって子は芸術で、それぞれ大活躍してるんじゃない？　真白クンの妹だって、見た目が良くて明るい性格なら不幸ってことはないだろう。で、その時、キミは？」

　世界は平等じゃないし、世界は優しくない。

　誰も彼もが気づいてるくせに、どうしようもないから目を背けてるだけだ。

　でも、【イマジネーター】は違う。どうしようもない、クソみたいな現実を、変える権利を持っている。他人を不幸にすることで、自分を幸福にすることができる。

　なら、そうすべきだ。

　諦めるべきじゃない。他人に感化されるべきじゃない。改心なんて以もつての外ほかだ。

　何も言い返せないでいる玉求に、浅緋は鬱憤をぶちまけるように畳み掛ける。

「真白クンはさ、良い人間なんだと思う。けど世の中の普通の人間とは致命的なまでにズレがあるんだよ。人間は自分が大事で、基本的に他人には興味なくて、でも冷たい奴やつになるのが嫌だから大切な者を用意して優しくして、善悪両方に揺れながら利を求めるんだ。殺人も信号無視も突き詰めればやっちゃいけないことだろう？　でも急いでたら信号くらい無視しちゃうのが普通だ。本当に叶かなえたい願いがあったら人を殺しちゃうのが普通だよ。それを間違ってるって否定するのは格好かつこいいけど、俺はそんなことしないって言うのは素敵だけど、残念ながらそれは人間的じゃない」

　もちろん、『普通』は人を殺しはしないだろう。けれど、現実に存在する殺人犯は、人を殺した瞬間に『異常』になるのか。答えは否だ。周りの者が気づかなかっただけで、狂気は最初からそこに在るのだ。誰の中にも等しく、狂気の種は埋まっている。

　悪人が悪行を為すのではない、狂気を咲かせた者が悪人と呼ばれるだけなのだ。

　ならばその境界は酷ひどく曖昧だといえるだろう。隣人が善人である保証はなく。恋人が正常である保証はない。自分が気づいていないだけで、皆いかれている。それが、『普通』。

　金に狂う者がいる。名誉に狂う者がいる。色欲に狂う者がいる。夢に狂う者がいる。

　それは『異常』か？　いや、それこそが極めて正常な、人間の本性だ。

　無欲に、無心に、救済を掲げる真ま白しろ彩さいこそが『異常』だ。

　浅あさ緋ひは、そう思う。

「……たとえそうだとしても、玉たま求きや浅緋さんのしてきたことが許されるわけじゃない」

　玉求はまともなことを言う。これも『普通』だ。本当はどうしようもない欲望が胸中で渦巻いているのに、建前とか世間体とか、あるいは『理想の自分』を護まもるために、偽善的なことを嘯うそぶく。耳触りのよい、万人受けしそうな言葉を選んで、口にする。

「そうじゃないんだよ。俺は間違ってるし、クズなんだろうね。街角でアンケートを取れば百人中百人が悪人だって答えるんじゃないの表面上は。けどさ、建前を抜きにして言えば、クズなのが普通なんだよ。人間は基本的にクズなんだよ。それを理性とか社会の目とかを気にして善人の皮を被かぶるだけなんだ。それが『普通』なんだよ。キミんとこの大将は、それが分かってない」

「……こんなゲームがなかったら、浅緋さんだって殺人はしないでしょう？」

「場合によるよ。第一このゲームで人を殺すのは厳密には殺人じゃないしね。逆に訊きくけどさ、どうでもいい他人を殺すだけで願いが叶う、もちろん罪にも問われないなんて条件出されて、キミは人を殺さないの？　いや、答えは既に出てるよね。キミは真白クンと戦う以前、散々他人を不幸にしてきたじゃないか」

「…………」

「正直になれよ紀き無なし玉求。キミは才能を欲している。なら、戦え。ここには法律も道理も秩序もないんだ。善人の皮は脱げ、理性の衣は棄すてちまえ。中身を晒さらして醜く『普通』に生きろよ。【イマジネーター】はそれを許された人間なんだから」

　言い切ってから、浅緋は深く呼気を漏らす。

　そもそもがこの戦いを、浅緋は訝いぶかしんでいた。

　何かの意図を感じる対戦カード。しかし、綾あや皓しろが何を思ってそれを仕組んだのか、浅緋には分からない。それが、もどかしい。まるで自分が盤上の駒で、綾あや皓しろは棋士のようではないか。見えない何かに、目的地も知らされず導かれているような……。

　おそらく、他のメンバーもその違和感には気づいている。綾皓が自分らとの約束を果たすかどうかも怪しいところだ。

　しかし、それでも従うしかできないのだ。それ以外に、願いを叶かなえる道はないから。

　愚者は賢者に従うほかなく、弱者は強者に従うしかない、それも『普通』のことだ。

「……本当はね、欲しいよ。誰かに誇れるような、努力すればするほど報われるような、そんなものが、玉たま求きはまだ欲しいよ」

　やがて、玉求は絞り出すように言った。苦しげに放たれたそれは、紛まぎれも無い本音。

　当たり前の答えに、浅あさ緋ひはどこか安あん堵どする。紀き無なし玉求の心傷トラウマは一度の衝撃でついたものではない。幼少の頃より少しずつ、少しずつ拡ひろがっていった傷痕で、故に昏く、深い。

　四人の幼おさな馴な染じみの中で、自分だけ無能である苦しみ。それでも生来の優しさの所為で、それを誰かに相談することもできず、年月を重ねるごとに己の存在理由に対する疑念だけが募っていく。でも彼女の翳かげりは顔に浮かべる笑みに隠れ、幼馴染や家族でさえそれに気づかない。そんな中、玉求は何年も何年も、何年も笑ってきた。

　幼馴染の優秀さを目の当たりにする度に削られていく心を優しさで補強して、応援しながらも胸中で蹲うずくまる劣等感に押し潰されそうで、結局彼女は、【イマジネーター】となる。

　不平等な世界も、自分の苦しみに気づかない大切な人々も、そして何より醜い嫉妬ばかりの自分を、嫌悪して。それを変えるためには、自分にも輝けるような舞台が必要だと思った。『才能』があれば、もう醜悪な内面と向き合う必要もなくなると考えた。

　そんな彼女の苦悩と葛藤を、真ま白しろ彩さいは正義感で否定したのだ。

　ずっと隣に居て、何も気づけなかったくせに。

　他人の救済にばかり意識が向いて、近くの大切な者がどんな気持ちになっているか、振り返りもしないで。真白彩は圧倒的な力で玉求を下し、説得ともいえない言葉で、彼女を仲間にした。してしまった。それだけで済む問題ではないと、気づけなかったのか。

　氷ひ裏うら浅緋は、真白彩が嫌いだ。

　正しいが故に、過ちを犯してしまう人間の気持ちを解さない純善、そんな彼が大嫌いだ。

　そんな彩に絆ほだされて、あれだけ焦がれていた『才能』を諦める玉求には失望している。

「……でも、そんなものなくても、彩くんたちは一緒にいてくれるから。劣等感を抱くことになっても一緒にいたいと思うほど、大切な子たちがいるから、もういいんだ」

　清すが々すがしさすら漂うような、吹っ切れた表情で言い切る玉求。

　だがそれを、浅緋は嘲るように笑い飛ばす。

「はっ、つまんねぇ嘘を吐くなよ」

　未だ半身が池に沈んだままの彼女を見下ろし、浅緋は非難するような視線を送った。

「本当にそう思うなら、何でキミは藍あいちゃんが【イマジネーター】だってことを、真ま白しろクンには伝えなかったんだ？　知っていたのに、知らせなかった」

　ピチャ、と水が跳ねる。動揺も露あらわに目を見開いた玉たま求きが水中で一瞬、藻も掻がいたからだ。

　やはり馬鹿だ、と浅あさ緋ひは心中で呟つぶやく。玉求は何も分かっていない。玉求程度のことを、綾あや皓しろ夜や雲くもが把握していないわけがなく、綾皓がそれを浅緋に伝えないわけがないのに。

　真白彩さい陣営の勝率は、最初から零を割っている。

　戦力差、情報量、兵を率いる将の優秀さ、あらゆる要素において綾皓グループが優勢だ。

　勝てるわけがない。なのに、叶かないもしない理想を掲げている。馬鹿だ。本当に。

「オレは分かるよ。キミは真白クンの味方になってなお、悩んでいたんだろう？　才能を諦めておきながら、本来の願いは諦めていなかったんだろ？　だから藍ちゃんの存在を隠した。真白クンに知らせたら、彼は真っ先に藍ちゃんに逢あおうとするから。それで藍ちゃんが真白クンに説得されようものなら、キミの思惑は破綻するものね？　なぁ？」

　紀き無なし玉求の掲げた願いは〝才能〟であるが、それによって手に入れたかった現実は活躍ではない。『幼おさな馴な染じみたちと自分を同列に扱えること』である。

　藍の〝真白色しきの意識の覚醒〟が叶った場合、彩が最優先で叶えたい願いは一部消失し、その後藍や水母みなもが彩を説得出来れば、彩は願いを叶えることで現実を乗り越えた二人の幼馴染、その努力を無かったことにすることを、諦めるかもしれない。

　そうなれば、玉求の本当の願いは叶うことになる。

　水母は回復したが、藍は陸上を失ったままだ。

『自分だけが無能』という状況からは、脱却できる。

　更に詳細を語るなら、綾皓はこの戦いの終了後、"Over Image"を終わらせるつもりだと言っていた。それを行う寸前に、此こ度たびの戦いで綾皓に貢献した者の願いを叶えるとも。

　そうなれば、ますます玉求の思惑通りだ。

　彩の妹は目覚め、しかし過去は改変されない。玉求にとっての、ハッピーエンド。

　つまり、紀無玉求だけが、勝つ必要のない戦いに臨んでいる。

「真白クンの味方みたいな顔をしておきながら、キミはキミの為ために動いている。醜いな。けれど、足りないな」

　浅緋はふっと笑みを漏らしてから、再び口を開く。

「そんな回りくどいことをする必要はないだろ。キミ自身が才能を有すればいいんだから。だからさ、コッチにこいよ、玉求ちゃん。もう一度真白クンの敵になれ」

　そう言って、浅緋は彼女に向かって手を差し伸べた。

「……何を、言ってるの」

　当然、玉求は困惑するが、そんなことは想定済みだ。

「オレが夜雲クンに下された命令だけはちょっと特殊でね。キミを仲間に引き入れろと言われている。もちろん、可能なら、だけど」

「綾あや皓しろさんが……？　どうして、そんなこと」

　その疑問は尤もつともだ。浅あさ緋ひ自身、明確な答えは与えられていない。しかし、予想はできる。

　綾皓夜や雲くもは、神気取りだ。全てを見透かして、人間を試すようなことをする。

　今朝【退場ロスト】させられたＡ─１六位は、彼の与えた試練に不合格だったということだ。

　言うなれば、この戦いは真ま白しろ彩さいに与えられた試練。その仲間達たちすら巻き込んで行われる一大審判だ。綾皓がその先に何を求めているかは不明だが、それだけは確かだろう。

　そして、おそらく玉たま求きも試されている。

　欲望に従うか、薄っぺらい善意に揺らぐか。

「考えてもみろよ。真白クンを【退場ロスト】させれば、キミの醜い裏切りも、才能を欲していた弱さも、彼は全部忘れることになるんだ」

「でも……そんなことをしたら、彩くんがペナルティを──」

「いや、それはない」

　玉求の言葉を途中で遮り、浅緋は断言する。

"Over Image"には、《反転世界》にて死亡──【退場ロスト】したプレイヤーに罰則が与えられる、というルールがある。その内容は個々人によって様々だが、共通するのは本人が〝最も恐れていること〟が現実になるという点。だからこそ──。













「彼のペナルティ欄になんて記載されているか知ってるかい？　『表示できません』って書いてあるんだ。それは、何な故ぜだと思う？」

　浅あさ緋ひの言葉に、玉たま求きはしばらく呆ぼう然ぜんとしていたが、不意に何かに気づいたように目を瞬まばたかせた。浅緋に視線を向ける。浅緋は頷うなずく。

「そう。彼の最も恐れることは、既に現実になっている。一度目のゲームで【退場ロスト】した彼は、ペナルティを撤回するために再び参加者となった。そんな彼には与えるべきペナルティが無いんだ」

　二度目の参加というイレギュラーは綾あや皓しろが引き起こしたものだ。"Over Image"それ事態には、コンティニューという機能は当然、備わっていない。

　いわば、真ま白しろ彩さいはチート機能で蘇よみがえったようなものなのだ。だから、バグが生じる。

"Over Image"からすれば、一度目の敗退でペナルティを受けている真白彩というプレイヤーは、始まる前からペナルティが実現している参加者ということになる。

　ペナルティを既に受けているプレイヤーに、ペナルティは与えられない。

　最初から地獄にいる人間を、地獄に叩き落すなんてことはできない。

　つまり、真白彩を再び【退場ロスト】に追い込んでも、彼自身含め周りの者に被害は及ばない。

「どうだ？　いい話だろ？　これで真白クンの妹は目覚め、君は才能を手に入れ、過去は改変されず、オレの願いも叶かなう。正真正銘のハッピーエンドだと思わないか？」

　玉求の呼吸が、少しだけ荒くなる。心拍が上昇しているのだろう。焦りではなく、迷いだ。このまま善人面して真白の願いに共感を示すか、極めて人間的な判断として、自己の欲望を叶えようとするか。

　この話には、利点しかない。玉求は最初の裏切りに少なからず罪悪感を抱いているし、鬽み黒くろやピリカ、遊ゆ廻かいや後輩たちに少なからず嫉妬している。

　紀き無なし玉求は、真白彩に好意を抱いているが故に、彼を裏切るべきだと考えるはずだ。

　彩を【退場ロスト】させれば、彼は"Over Image"による出で逢あいを忘却する。

　このゲームで露呈した玉求の闇も忘れてくれる。彼自身が抱える罪悪感も消える。

　才能を手に入れ、望む日常が帰還する。それは、なんと幸福な展開だろう。

　浅緋は微笑ほほえむ。これで自分の役目も終わりだ。もうすぐ弟は再び才能を活いかせる場に、戻れるだろう。自分もこんなクソゲーから抜け出せる。最高だ。

「──ごめんね」

　だからこそ、その返答は理解し難にくかった。思わず、幻聴や聞き間違いかと疑う程に。

「……は？　ジョークのつもりか？　もしくは正真正銘の馬鹿なのか？　どっちだよ」

　玉求の呼吸が正常に戻っている。表情も極めて平常な、無表情。

　しかし瞳には、揺らぎない決意の光が宿っている。不愉快な、美しい光が。

「確かに玉求は、彩くんがどうでもいい他人まで助けようとするのは嫌だし、魅み影かげ先輩とかピリカちゃんとか夢ゆめ壊かいさんとかと仲良くするとモヤっとするし、この期に及んで才能が欲しいし、ほんと、ダメダメな嫌な子だけど、でも、それでも、彩さいくんの味方だもん」

　浅あさ緋ひの顔が引ひき攣つる。笑みを形成しようとして、失敗したみたいな表情になってしまう。

「だもん、じゃ、ねぇよ……。真ま白しろクンに『優しい』とか褒められて勘違いしちまったのかよ？　なぁ、そんなもん、気休め以下の空世辞に決まってんだろ。気づけ馬鹿」

「馬鹿でいいよ。最低でいるより、馬鹿の方がいい。確かに藍あいちゃんと水母みなもちゃんが怪け我がをしたとき、『ざまぁみろ』って思ったよ。それは本当。でも、それ以上に哀かなしかったよ。だから、今も治ってほしいと思う。だから、戦うんだよ」

「くだらねぇ嘘うそはよせよ」

「嘘じゃない。藍ちゃんのことを彩くんに言わなかったのは、頼まれたからだよ。いつか自分で言うからって。玉たま求きは自分が嫌いだけど、そんな自分を好いてくれる皆は、大好きなんだよ。だから、裏切れないよ。ごめんね」

　そんなことを抜かした玉求は、今までにないくらい澄んだ微笑ほほえみを湛たたえていた。

　それが浅緋を、酷ひどく苛いら立だたせる。

「……裏切れない、だと？　ふざけんなよアホ女。お前はとっくに裏切りモンだろうが。今更善人ごっこの常人ごっこに勤いそしんでんじゃねぇよ。意味ねぇだろそれ。……オレはさ、現実そのものを否定したいんだよ。それはこのゲームでしか叶かなわないんだよ！　医者にも神にもどうにもできないっていうなら、オレがどうにかするしかねぇだろッ！」

　叫ぶ。叫び続ける。

「キミんとこの大将がやってることは無駄なんだ！　邪魔なんだ！　オレの願いが叶わなくなるのは困るんだよ！　ふざけんなよ！　正しければ何をしてもいいのかよ！　他人の想おもいを踏み躙にじっていいのかよ！　間違ったことをしてしまう奴やつは人間じゃないのかよ！　違うだろうが！　真白クンの願いが叶ったらオレの願いが叶わない。今まで一体どれだけ【退場ロスト】させたと思ってるんだ！　オレらが払ってきた犠牲をなかったことにして、罪だけ残すなんて許せるわけないだろうが！　他人のことなんか知ったこっちゃないんだよ！　自分だけで精一杯なんだよ！　邪魔すんなよッ！」

　真白彩を勝たせるわけにはいかない。

　絶対に、何をしてでもそれは阻止しなければいけないのだ。このゲームによる奇跡を享受できなかったら、この世の誰も浅緋の願いを叶えることなどできやしないのだから。

「綺き麗れい事ごとを抜かすなッ！　この不平等で不条理な世界を知ってるキミなら、オレの気持ちも分かるだろ！　藍ちゃんや真白クンは【無理想像アブストラクト】なのに幼おさな馴な染じみのキミはどうだった？　結局平凡極まりない【存在想像マーシヤル】だ！　笑えるよな。キミはゲームの製作者にすら『才能がない』と判断されたんだ。悔しくないのかよ無能。見返したくはないのかよ！」

　説得するつもりは毛頭ない。ただ、黙っていることができなかったのだ。

　神を信じても無駄だ。祈りは届かない。奇跡は起こらない。世界は変わらない。

　どれだけの善行を積んでも災禍は前触れ無く降りかかり、逆に悪人でも生を全うできたりする。それが世界だ。それは真理だ。ならもう、良心には価値がないじゃないか。

　必要なのは覚悟と力だけだ。それだけだ。他は、不要なゴミだ。

　そう、思いたいのに。

　真ま白しろ彩さいの掲げる理想は、眩まぶしすぎる。一度でも立ち向かう心を棄すててしまった人間には、彼の正義は毒だ。酷ひどく不快で、胸焼けがする。

　それは紛まぎれもない嫌悪であり、どうしようもないくらいの、憧憬だ。

　浅あさ緋ひは左手で顔を覆い、玉たま求きに気づかれないように嘆息を漏らす。諦めるように。

「【midnight blue】──オーバーイメージ」

　瞬間、純白の世界に夜が訪れた。

「…………それは、その色は……！」

　玉求の叫びは、凶猛に燃え盛る焔ほのおに掻かき消され、浅緋の耳には届かない。

　世界を染色するのは、深海のような、夜のような、闇のような、昏い青色の、焔。

「──焦土と化せ」

　主の命に従い、焔は全てを灰に変える。

「オレはキミと同じ【存在想像マーシヤル】だからさ、クラスを上げるのに随分と苦労したよ。沢山工夫もした。その一つが、これだ」

　昼の中に夜があるような、幻想的かつ不気味な光景がそこにはあった。

　池の周りを焔がまるで檻おりのように取り囲み、焔に触れたものは全て〝燃える〟という過程を飛ばして炭化している。周辺の石柱、樹木、芝生、地面すらも例外なく、全て。

　玉求が顔を顰しかめた。大火の発する熱が、肌や肺を灼やいているのだろう。しかし荒々しく燃え上がる焔も、水面には進出してこない。

「玉求を池の中に突き飛ばしたのは失敗じゃないかな……？　それとも、浅緋さんの焔は水すらも灼くことができるっていうの？」

「さぁな。でも、キミを水浸しにしたのには、ちゃんと意味があるんだ」

　浅緋は水辺までゆっくりと近づき、水面に手を添える。

　能面のような無表情で玉求を見つめ、そして見捨てるように視線を切った。

「──【性質反転】──凍土と化せ」

　瞬間、池が凍りつく。抗あらがう暇もなく凍結される。

「……え……？」

　腰から下が水に沈んでいた玉求は、突然の出来事に対応できずにいた。仮に動こうとしたところで、それは叶かなわないのだが。

「これが生き残るための工夫。【反転】には十の派生がある。知ってんだろ？　君が使えるのは【反転拒絶】と【個人反転】、それと移動用が幾つかだっけ。さてここで問題だ。それらや【倫理反転】を除いた最後の【反転】は、何だろうか」

　言いながら、氷上と化した水面を、浅あさ緋ひは歩く。

「……【性質反転】って言うんだね……知らなかったよ」

「だろうね。Ａ─１でも使えるのオレだけだし。これは【二重想像デユアル】とはまた別なんだよ。オレやキミみたいな無能な【イマジネーター】でも、どうにか戦えるように用意された、言わば強者に立ち向かうための牙っての？　そんな感じのスキルでね。自分が選んだ想像の核に対し、後からそれと対極を成す核を想像した者に使用許可が降りるんだ」

　浅緋が《炎》の対極として選んだのは、《氷》だった。

「ありきたり、とかマンガみたい、とか言わないでくれよ？　自覚あっからさ。つぅか非凡だったら【無理想像アブストラクト】になってるはずだから、まぁ平凡なのは許してほしいよね」

　玉たま求きの眼前まで迫った浅緋は、屈かがみこんで玉求を見下ろした。

「──【幻現境界】」浅緋の右手に、回転式拳銃──リボルバーが握られる。

「さて、これがオレにできる面白いことなんだけどさ」

　回転式弾倉をガチャガチャと回し、浅緋はつまらなそうに言う。

「込めた弾は二発、弾倉には六発入るから、引き金を引いて弾丸が発射される確率は三分の一だね。ちなみに片方は着弾と同時に燃え上がり、片方は着弾と同時に凍いて付くよ。キミの最期は焼死か凍死か。楽しみだよね、玉求ちゃん？」

　ちっとも楽しくなさそうに、平へい坦たんな声でそう尋ねる浅緋を、玉求は震えながら見上げる。

「震えてんのは寒いから？　怖いから？　どっちにしろ、すぐに楽にしてやるよ」

　前置きなしに、彼は引き金を引く。カチャンと乾いた音がして、結果、何も起こらない。

「あちゃー、ハズレか。これで確率は五分の二になったね。あーでも、弾は二つ間隔を空けて入れてあるから、空発は最高で二回までだよ。あんま期待しないようにね」

「……なんで、こんな悪趣味なことをするの？」

「嫌がらせ。残念ながら世界は悪が強いんだって、死にゆくキミに教えてやってんのさ」

　言いながら、気安く引き金が引かれる。またしても、空発。

「はっ、ここに来て人生の幸運使い果たしちゃったんじゃない？　すげーすげー。でも、次は絶対に出るよ。焼死か凍死かは……死んでからのお楽しみだ」

　それは、異様な光景だったに違いない。

　純白の世界に、青藍の焰ほのおで円が描かれ、その中央で少年が少女を殺害しようとしている。

　溶けてしまうほど熱いのに、凍て付くほど寒い空気。

　そして玉求は、焼死か凍死かの二択を、およそ数秒後、運命に決められる。

「さて、最期にチャンスをやるよ。真ま白しろ彩さいを裏切るか？」

　玉求は、とても死に際の人間とは思えない可か憐れんな笑みを浮かべ、首を横に振った。

　もはや抗あらがうこともできないと悟ったのか、戦意すら見せず、しかし心折れることもなく、気丈にも微笑ほほえんで見せる。

「いやだ」

「じゃあ、死ね」

　次の瞬間、浅あさ緋ひの拳銃から放たれた弾丸は玉たま求きの腹部を穿うがち、刹那、燃え上がった。

　苦鳴を漏らすような時間はない。玉求の身体は焔ほのおに包まれ、炭化する。

　プレイヤーの死を知らせる光の粒子を確認し、浅緋は苦しげに表情を歪ゆがめる。

「……何回やっても、慣れないな。っとに……気分悪ぃ」

　そう呟つぶやいた浅緋の声は、彼の生み出した焔と共に、空気に溶けて霧散した。





STAGE.18　◇開幕以前の物語◆







　綾あや皓しろ夜や雲くもは、おそらく"Over Image"誕生と同時にプレイヤーになった参加者である。

　ゲームに参加した当初、Ａ─１は空位で、その分Ｆ─３枠が七人分拡張されていた。

　そして、綾皓は唯一にして無二の【調整者バランサー】に任命されたのだ。

　綾皓は、極端な話、世界を救いたかった。誰だって一度は望む願いを掲げていた。

　戦争のない世界。差別のない世界。貧困のない世界。犯罪のない世界。国境のない世界。

　そんな──平和な世界を。

　幼さ故の青さだと、誰かに言われたことがある。

　理想を掲げることすらできなくなることを、世間で〝大人になる〟と表現するならば、それを成長とするならば、人間は生まれた瞬間から、退化しているのと同義だ。

　勝手に諦観するならまだしも、それを子供にすら押し付けるのは、傲慢ではなく何なのか。世間が厳しく、世界が冷たく、現実が無情なのと、諦めることに何の関係があるのか。

　未だ世界が滅びていないのは、ギリギリのところで秩序と善意が狂気と悪意に対抗しているからだ、と綾皓は思う。でも、その綱渡りの均衡は、いつ崩壊へ傾いてもおかしくはない。"Over Image"というゲームに選ばれ、綾皓は一層その想おもいを強くした。

　元より他者を傷つけるつもりなどなかったが、綾あや皓しろはそのルールを眺めている内に、些さ細さいな異常に、気づいてしまう。

　──『願いで世界単位の価値観操作はできない』

　──『抽象的な願いは叶かなわない』

　平和が実現しないのは、世界中の人間の想おもいを一つにすることが、現実的に不可能だからだ。平和という言葉こそが、最も抽象的かつ具体性のないものだからだ。

　当たり前のように記載されていた『叶わない願い』の例を見て、綾皓は絶望する。

　やはり、超常の力を以もってしても、世界を変えることは叶わないのかと。

　そして、一つの疑問に囚とらわれる。

　叶わない願いによってこのゲームに導かれた自分の存在意義は、一体何なのか。

　綾皓の願いは絶対に叶わない。

　なのに彼は【イマジネーター】であり、【無理想像アブストラクト】であり、唯一の【調整者バランサー】だった。

　もしや、自分の存在はこの狂ったゲームのストッパーのようなものなのではないか。

　願いが叶わない自分は中立でいられる。自分なら、殺し合いを阻止できるかもしれない。

　綾皓は驚異的な適応能力という自身の異常に気づかず、他の参加者の説得に回った。

　しかし、結果は失敗に次ぐ失敗。

　綾皓が懸命に説得を試みている間に、【退場ロスト】する者が出た。全ての参加者は、それを"Over Image"のサイトで確認することができる。それからはもう、全てが無意味だった。

　綾皓の言葉は、誰にも届かない。それどころかパニックに陥った参加者は綾皓を攻撃対象とし、混乱に乗じて幾人かの【無理想像アブストラクト】がクラスを順当に上げていった。

　ある参加者との戦いで、綾皓は死の淵ふちに追い込まれる。この期に及んで彼は、能力を展開しなかった。実を言えば、自分の色に意味を込めてすらいなかった。

　それを戦意無き証明とした綾皓だったが、相手は彼の言葉を聞き入れず、むしろ好都合だと能力を振るう。それを見てついに、綾皓の善意が、綻んだ。

　無抵抗な綾皓を嬉き々きとして殺そうとする少年を見て、ようやく理解する。

　……あぁ、なるほど。世界がいつまでも平和にならないわけだ。

　子供ですら、一枚皮を剥はげば悪意の塊なのだ。より多くの知識、現実を吸収した大人が、美しい世界を構築できるはずがない。仮にそんな思想を持つ善人がいたとしても、それは絶対的少数だ。悪人、もしくは世界に対する無関心を貫く人間の母数が多すぎて、もう、世界は、どうしようもない。人間は、救いようがない。

　そうして綾皓夜や雲くもは堕おちてゆく。たった一人の【調整者バランサー】として幾人ものプレイヤーを殺し、幾つもの〝願いを叶える権利〟を取得し、気づけばたった一人の頂点となっていた。

　彼は頂きに立って、黙考する。こんなゲーム終わらせた方がいい。だが脱落者達たちは被害者だ、なんとかして救えないか。そして、堕ちた善人の葛藤は始まった。

　人間を見捨てておきながら、それでも他人を救済したいという願いも残っていて、相反する感情を胸に抱えた綾あや皓しろは、答えを先送りにする。

　そうして築いたのが、今の支配体制だ。

　綾皓は姿を偽り、神を騙かたり、製作者を騙り、【調整者バランサー】の枠を増やし、【無理想像アブストラクト】の存在を禁則事項とした。製作者サイドに与くみしない強者を排するシステムを構築することで、弱者の犠牲を最小限に留とどめようとしたのだ。

　そしてしばらく答えを保留としていた綾皓は、神のようにゲームの進行を俯ふ瞰かんしていた。そこで、二人の【イマジネーター】を見つけ、興味を惹ひかれる。

　夢ゆめ壊かい遊ゆ廻かいと真ま白しろ彩さいだ。

　一人は〝世界の崩壊〟を望む少女。優秀であるのに、対人関係を築くのを不得手とし、不運なことに周りの者にも恵まれなかった彼女は、孤立し、虐げられ、世界を呪った。

　一人は〝誰も悲しむことのない世界〟を望む少年。幼少の折に母を失い、悲しみを知るが故に他人の痛みに敏感な彼は、無意識下で、しかし強く、世界の改変を望んだ。

　面白い、と綾皓は思った。

　新たに現れた二名の【無理想像アブストラクト】は、彼と同じく『叶かなわない願い』を抱えた者達たちだ。

　であるなら、その二人にも何かしらの役目があるのかもしれない。

　果たして自分のように現実に屈するか、あるいは立ち向かうか。

　綾皓は早速彩と遊廻に刺客を放った。

　遊廻には、まさに彼女の心の闇を生んだ張本人であるクラスメイトを。

　彩には、かつて綾皓を襲った【イマジネーター】のように、話を聞かない者を。

　結果は、概おおむね予想通りだった。二人揃そろって敵を【退場ロスト】させた。

　遊廻は狂気を開花させ、彩は己の善のちっぽけさに気づく。

　そう。無駄なのだ。全部全部。世界を変えるには、この世には正義が不足しすぎている。

　だから、頑張っても無駄だ。一人や二人の正しさでは、何も動かない。

　だが、真白彩は後悔と共に決意する。歪ゆがんでなお、屈折はしなかった。一度誰かを不幸にしてしまった責任を取るために、最短距離でゲームをクリアし、"Over Image"を無かったことにすることであらゆる脱落者を救済することを目標とした。

　綾皓にはどうあっても下せなかった決断を、彼は迷うこともなく選んだ。

　そこに至って、綾皓は彩が参加者に選ばれた理由を察する。

　仮に綾皓がストッパーとして選ばれた特別枠だったとするなら、自分はその役目を果たせなかったことになる。だから、新たなストッパーが選出されたのではないか。

　全てを滅ぼして終わらせる因子、夢壊遊廻と。その対を為す存在として、真白彩が。

　驚くべきことに、遊廻は早々とＡ─１まで昇り詰め、彩はこのゲームの中で仲間を作ることに成功していた。魅み影かげ鬽み黒くろ。死にたがりの少女を、真白彩は生かした。

　綾あや皓しろの正しさには誰も共感を示さなかったのに、彩さいの許もとには人が集まる。

　何も、違わないはずなのに。その発想自体が絶対的な違いだと気づけず、綾皓は彩に遊ゆ廻かいをぶつけた。あるいは時期尚早だったのかもしれないが、知りたかった。

　正しいのは、崩壊か救済か。あるいは、自分か彩か。

　だが、その答えは永遠に得られなくなる。彩が鬽み黒くろを庇かばって【退場ロスト】したからだ。

　その結果を経て、綾皓は再び答えが分からなくなってしまった。

　人間は救いようがないのか。救う価値があるのか。

　そして彩が脱落してから三ヶ月、綾皓は一つの方法を実行に移す。

　棄すてるほど所有していた〝願いを叶かなえる権利〟を乱用し、ゲームを私物化し、ただ己の答え合わせの為ために、全てを仕組んだ。

　彼が簡単に脱落しないよう、繋つながりを求めるミラピリカ・スタッカートとかつての戦友魅み影かげ鬽黒、彼女らを説明役兼護衛とし、更に最初の刺客を幼おさな馴な染じみである紀き無なし玉たま求きとした。

　彼は綾皓の思惑通り、成長と共に三人の仲間を手に入れる。

　そして綾皓は、再び遊廻をぶつけるが、やはりというべきか、彩が勝利した。

　前回も、鬽黒がいなければそうなったはずなのだ。当然の結果に、綾皓は安あん堵どする。

　彩はそうして前回と同じ願いを掲げ、後輩二人をも戦力に加えていく。

　全て綾皓のシナリオ通りだと、気づくこともなく。





STAGE.19　◇終幕寸前の物語◆







「君は"Over Image"に選ばれたんじゃない、僕に選ばれたんだ」

　綾皓は一切の淀よどみもなく、脚本を諳そらんじる役者のようにスラスラと、全てを解説した。

　なるほどそれは分かりやすく、明瞭で、故に不可解な真実だった。

「……じゃあ、なんだよ。ピリカとの出で逢あいも、鬽黒との再会も、玉求との戦いも遊廻との再戦も、灰はい撫なや未み恋れんとの衝突も、全部全部お前の想定通りだっていうのかよ！」

　彩は、叫ぶ。掠かすれる叫声は、純白に染まった遊園地内の大気を揺るがせた。

　認められるわけがない。

　まるで、結末寸前で自分が創作物の一キャラクターだと知らされたような、衝撃と混乱。

　目の前の少年は、ただ己の中の疑問を解消するためだけに、このゲームを弄んだ。

　誰もが翻弄されるデスゲームを、我が物としてまで、知りたい答えなのか。

「勘違いしないでほしいのは、僕は彼女らの意志は弄いじっていないというところかな。まぁ、多少舞台を整えるのに必要な細工は施したけれど」

　今、彩以外の五人は綾皓以外の五人と戦闘に及んでいるのだという。しかし彩には、その場所が分からない。助けに行くことが、できない。

「君は気にならないかい？　脱落者をも救おうとしている愚か者や、それに協力するプレイヤーと、己の欲にのみ忠実なプレイヤー、果たして、正しいのはどちらなのか」

「……どうでもいいんだよ、そんなことは」

　溢あふれるような、そんな呟つぶやきだった。綾あや皓しろの話を全て聞き、彩さいが抱いた感想はただ一つ。

　──ふざけるな。

　その一言に尽きた。彼のくだらない思惑に、全ての【イマジネーター】が振り回されているという事実が、受け入れ難がたく、許せなかった。

「何を怒っているのかな、真ま白しろ。僕は魅み影かげや逢あい坂さかを脅してなんかいないよ。彼女らは純粋に君の為ために、君と敵対することを選んだんだ。全ての人間が君に共感するわけじゃない」

　的外れな綾皓の言葉に、彩は目を細め、彼に睨にらむような視線を向ける。

「知ってるよ。鬽み黒くろや藍あいが進んでお前の仲間になっても、それを責めようだなんて思わないさ。俺が気に入らないのは、お前の態度だ。人を助けたいと思ってたなら、助けろよ。勝手に失望して、ラスボス気取りで君臨してんな、迷惑だ」

　綾皓は、嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。望む言葉を貰もらったような、両親に褒められた子供のような、そんな笑みだった。純真で、しかし彼が浮かべるには、いびつな、そんな笑顔。

「けどね真白。僕は答えが知りたいんだ。子供だって気づく世界の異常を、誰にだって認識できる貧富の差を、心がけ一つで変わるはずの人の醜さを、変えることが決してできないと言うなら──人間に生きてる意味ってあるのかな？」

　彼の瞳から、光が消える。ノートの空白みたいで、黒のクレヨンで塗り潰したみたいで、無機質で無感情なのに、どこか熱い。無む垢くなのに、どこか決定的に、穢けがれてしまっている。

「…………お前は」

「過ちを正すことが不可能なら、正しさと正しさが激突して争いが生まれるなら、ただ生きているだけで他者を傷つけてしまうのが宿命なら、人間なんていない方がいいんじゃないかな？　僕がどれだけ他者を救いたくても、そもそもその価値が他人にないと気づいてしまったら、一体僕は、どうすればいいんだろう？　教えてくれないか、真白」

「本当に人に救う価値がないって思うなら、神気取りでこんな茶番を仕掛けてこないで、一人部屋の隅で嘆いてろ。お前のやってることはガキのごっこ遊び以下だ」

　優秀だろうと、強者だろうと、やはり綾皓は間違っているのだ。

　それに、彼自身迷っているから、こんな舞台を用意したのだろう。

　本当に他人を見捨てるべきなのか、人間は救いようがないのか、綾皓自身、判断がつかないのだろう。だから、『答え合わせ』などと宣のたまったのだ。

「で？　これが稚気に塗まみれた児戯だとして、だとしたら君は、正しい大人のように僕を叱しつ咤たして、矯正してくれるというのか？　無理だよ。気づけ、皆を救うなんてできない」

「だから？　皆を救うことができないから、人間の中に傲慢な奴やつがいるから、誰も救う必要がないって？　意味が分かんねぇよ綾あや皓しろ。救う価値があるから助けるんじゃない。自分の手が届く範囲に救えるかもしれない奴やつがいるから、助けたいと思うだけだ」

　綾皓は声を荒げることも表情を変えることもなく、ダークブラウンの髪を掻かき上げる。

「……なら、見せてくれないか。君の手が届く範囲を救ってみせてくれ。できるならね。僕はそれを、全力で阻止するけれど。【cloud】──オーバーイメージ」

「答え合わせって言ったよな……じゃあ教えてやる。お前の回答が、どうしようもないくらい、不正解だったって。【white】──オーバーイメージ」

　両手の拳に《侵しん蝕しよく》を張り巡らせる。光の膜のような、純白の手袋のようなそれを纏まとい、彩さいは地を蹴った。数歩で綾皓との距離を詰め、正面から彼の顔面目掛けて右拳を突き出す。

　しかし、彩の拳が綾皓を捉えることはなかった。

　彼と彩の間を遮るように、数十センチ四方、厚さ数センチほどのパネルが、中空に複数枚漂っていた。それらは不規則に綾皓の周囲を旋回、あるいは徘はい徊かいしつつ、彼を脅威から守る盾のように、あるいは番犬のように、一定の距離感を保って浮遊している。

　彩の拳を防いだのは、その内の一枚だ。

　彼の想像の核は《空白》。それは他人の想像が及ばない絶対の防御領域を作り出す。

　彩の《侵蝕》は相手の創造を掻き消すことが可能だが、小さな盾はその限りではないのか、あるいは彩の力不足なのか、何も変化が起きない。

　白と白が混ざっても、何色にもならないと言われているようで、それは不気味な均衡だった。どれだけの力を込めても、雲のような純白の壁は、ピクリとも動かない。

　妙な違和感が彩を襲う。

　そう、壁だ。彼が作り出しているのは、サイズこそ大分小さいが、紛まぎれもなく桃もも瀬せ未み恋れんの《壁》ではないか。

　彩がそれに気づくと同時、綾皓が彩に手を伸ばした。顔を掴つかみかねない勢いで掌てのひらを突き出し、詠唱する。気づけば彼の手は、ペンキでも塗りたくったように、白に染まっていた。

「弾け飛べ」

　彩がそれを一いち軸じく灰はい撫なの《斥力》だと認識するより先に、純白が弾け、彩を後方へと大きく吹き飛ばす。頭蓋を砕きかねない衝撃と共に、彩の身体が凄すさまじい勢いで宙を舞う。

　唐突にして予想外の攻撃に、彩は防御を忘れてしまう。故に霞かすむ意識と遠くなる音、色彩を失う視界の中で、ロクな対応ができない。空に投げ出された身体は情けなく回転し、落下を開始し、抗あらがいようもない重力に導かれるまま、硬質な地面に激突──しなかった。

　呼吸が止まる。

　海やプールに飛び込んだ時に感じる、視界が染色され、世界が変わる感覚が彩を襲った。

　水が全身を包む。薄手のジャケットとズボンが真っ白な水を吸収して、重さを増す。

　彩は酸素を求めて顔を上げた。咳せき込むと同時に、一度飲み込んでしまった水を吐き出す。体中が痛む、特に頭が。脳みその中で鐘でも鳴らされているような不快感だ。ガンガンする。目元を拭う。思考が覚おぼ束つかない中、どうにか理解する。

　彩さいが落ちたのは、プールほどの規模で水が張られている区画だった。園内にジェットコースターは三種類あり、最終的に水の中に飛び込むタイプが二つある。その中でも、ダイビングコースターと呼ばれるそれに使用される、巨大な水みず溜たまり。もちろん通常、人が入ることは禁じられている。だが、どうにかそれのおかげで助かったようだ。

　彩はなんとか立ち上がり、ブレる視界の中で綾あや皓しろを捉える。ジェットコースターのレール、観覧車、イートインスペース、ゲームセンターを併設する施設などが近くにある中、綾皓は人差し指を彩の頭上に向けていた。口元がゆっくりと動く。「圧し潰せ」彩は咄とつ嗟さに前方に飛んだ。泳ぐような姿勢でにじり寄る脅威から逃げる。

　瞬間、水が圧縮された。彩の後方で円形の穴が穿うがたれ、そこに周りの水が流れこんでいく。凶悪極まりないその能力は、灰はい撫なの《重力》の円盤によるものだった。

「……お前、なんで」

「向かえ」

　彼の指先が彩の身体に向いている。雪白の雷電が迸ほとばしり、一条の雷撃が彩へと発せられた。

　今度はピリカの《雷電》だ。彩はギリギリのところで身を捩ねじり、それを躱かわす。耳元をバチバチという音が通り過ぎ、対象に命中しなかった想像は目的を見失うように、霧散する。

　彩は綾皓が近づく中、素早く水中から脱し、地上に上がった。

　体中から水が滴り、靴下までズブ濡ぬれになった為ため、歩く度にビチャビチャと不快な音が鳴るが、気にしている場合ではない。それどころではないのだ。

「断ち切れ」

　彼の足元で、何かが蠢うごめいた。地面と同色故に同化しているように見えるが、それは確かに鬽み黒くろの《影》であった。間違いない、彼は先程から彩の仲間の想像を再現している。

「君が余程の愚者でもない限り察することができたと思うけれど、僕は、他人の能力を十全に再現することができる。そして僕は、あらゆる【イマジネーター】のあらゆる情報を手に入れる術を持っている。つまり──」

　彼は、脱落者を含め、全ての【イマジネーター】のあらゆる能力を使用することができるというのか。彩の仲間の能力を使って見せたのは、その答えに彩が至りやすいようにか。

「……能力まで神様気取りかよ」

「こんなゲームの中でしか発揮できない全能に、意味はないけれどね」

　綾皓は自嘲するように微笑ほほえんだ。《影》が平面から立体へと変わり、刃の形を得る。

　そして、彩へと伸びた。蛇を思わせる軌道で迫る影の刃、彩は左手に張り巡らせた《侵しん蝕しよく》でそれを掴つかみ、掻かき消そうとし──失敗。鮮血が散る。掌が、紅あかく染まる。

「──ッ!?」

　刃は霧散することなく彩さいの掌てのひらを傷つけたのだ。鋭い痛みと共に、血が滲にじむ。

「……どういうことだ」

　影の刃は目的を果たし、消える。綾あや皓しろの周囲には未だ《壁》が展開されていた。

　彩からの視線を受け、綾皓は悠然と微笑ほほえむ。

「それは、何な故ぜ他人の能力を再現できるのか？　それとも、どうして僕の攻撃を《侵しん蝕しよく》で防げないのか？　分からないのは、どちらなのかな？　あるいは、両方かい？」

　黙る彩の様子を見て、綾皓の笑みの種類が変わった。右手で口元を押さえ、くつくつと笑う。おかしくてたまらない、そんな具合に。

「何がおかしい……」

「答え合わせがしたいと言った僕を、君は馬鹿だと言った。なのに君は今、僕に答えを求めているじゃないか。それは、聡さとい判断なのか？」

「…………」

「少しは分かってくれたかな？　誰だって疑問は解消したいと思うものなんだ。家族に、教師に、友に、同僚に、恋人に、伴侶に、上司に、部下に、他人に、味方に、敵に、あるいは神に尋ねてでも知りたいと思うものなんだ。僕はそれを、君に求めただけなんだ」

「その為ためにこんな大掛かりで悪趣味な舞台を用意したのが、むかつくって言ってんだよ」

「でも、そんなむかつく舞台のおかげで、君は再び理想を掲げることができるんだよ」

　一瞬、彩の顔から表情が消える。そして放たれた言葉は、紛まぎれも無い事実だった。

　彩は一度目のゲームで鬽み黒くろを庇かばって【退場ロスト】した。その選択を後悔するつもりはないが、その結果大切な者達たちは不幸に見舞われたのだ。それも見過ごせない現実である。そんな失態を無かったことにできるのは、綾皓の答え合わせとやらのおかげ、ということになる。

「……分かってるさ。それでもやっぱり、お前は間違ってるんだよ」

「だから、そう思うならそれを証明して見せてくれ。できないというのなら、僕はやっぱり人間を見捨てることにするよ。君を倒し、このゲームを終わらせる」

「──なっ……！　そんなことをしたら、脱落者達はどうなる！」

「死者は死者のまま、大切な者を失った者は喪失を抱えたまま、当たり前だろう？　誰かを傷つけてでも願いを叶かなえたいと考える罪人には、相応の罰が与えられて然しかるべきだ」

「……じゃあ、そんなお前は無実なのかよ」

　言いながら、彩は剣を想像した。綾皓は笑みを絶やさない。

「人に、神を裁く権利があるかい？」

　冗談めかして、彼はそう答える。本心がどこにあるのか、本人自身、分かっていないような返答だった。裁判官気取りなのか、あるいは罰を求めているのか。

「お前は神じゃないし、【イマジネーター】は罪人でもない」

「それを決めるのは、僕らの内、勝利した方だ。今の君では、ない」

　彩さいは地を蹴った。爆発めいた加速で一直線に綾あや皓しろに肉薄、袈け裟さ懸がけに刃を振るう。彼の周りを浮遊していた純白の盾が二枚、彩の斬撃の軌道上に展開される。それらは激突するも、不気味なまでの無音と共に、やはり拮きつ抗こうする。

「教えよう真ま白しろ。君の《侵しん蝕しよく》が展開されないのは簡単だ。君が僕より弱いから、だよ」

　見下すでもなく、驕おごるでもなく、優しく教え諭すような口調で、綾皓は言う。

　だからこそ、それが紛まぎれもない事実であると、彩は自分でも驚くほど素直に受け入れることができた。思えば、遊ゆ廻かいとの対戦時に彼女を傷つけられなかったことがあった。灰はい撫なの《重力》を《侵蝕》するのには時間も掛かった。それらを思い出し、彩は理解する。

　すぐさま剣を引き、続けて刺突するように繰り出す。剣尖が綾皓の右肩を貫く寸前に、またしてもそれは《壁》に阻まれる。彩は動じずに連撃をしかけた。剣の心得などなかったから、無心に、ただ剣けん戟げきを綾皓に届かせようと、振り上げ、振り下ろし、斬りつける。

　その度に《壁》は器用に彩の攻撃を防ぎ、次々と斬撃を無力化していく。

　懸命に斬閃を煌きらめかせる彩を、綾皓は虚うつろな瞳で見つめていた。やがて、欠伸あくびを漏らす。

「──曲がれ」

　彩の握る刀剣、その刀身に波紋が奔はしった。否、それは紛れもない、遊廻の《歪わい曲きよく》、その《渦》だ。パキッ、と小枝が折れるような音と共に、刀身が半ばから砕け散る。

「実力の及ばない相手に無策で飛びかかるのは勇気ではなく、ただただ、暗愚だ」

　言いつつ、彩が創造したものとまったく同じ造形の刀剣を作り出し、彼はそれを迷いなく横薙なぎに振るう。咄とつ嗟さに後退して彩がそれを回避すると、彼は剣を棄すてた。

「……言葉を交わすほどに、行動を見るほどに、君が口先だけの偽善者に思えて仕方がない。中途半端に力を持っていたが故に、ここまではそれを貫き通すことができたろうが、果たしてどうしようもない展開に陥ったとして、その時君は、どうするのかな？」

　彼は時間にして数秒、悩むような仕草を見せてから、小さく顎を引いた。

「ふむ。では、こうしよう──【召喚反転】」

　彩の反応など待たずに、彼は詠唱。直後、彩と綾皓の丁度中間地点に、忽こつ然ぜんと一人の少女が出現する。近くの中学校の制服を身に纏まとった、黒髪の女の子だ。少女は突如として召喚されて困惑しているのだろう、身体をビクつかせ、眼前の綾皓を見て、固まる。

　しかし綾皓はそんな少女には目もくれず、彩を見み遣やった。

「今から、彼女を【退場ロスト】させる」

「「!?」」

　彩と少女から、同時に驚きよう愕がくが発せられるも、綾皓は対応しない。

「君の想像では、僕の攻撃を防げない。故に、この少女を救うことはできない。だが、この少女を見捨て、それでも最終的に僕に勝利することができれば、この少女のペナルティは当然、撤回される。もちろん、君の願いが叶かなえば、全てのプレイヤーは参加時の記憶を保持することになるわけだから、敗者は死の場面を記憶することになるわけだがね」

「…………何が、したいんだお前」

「試したいんだ。君のことを。それで、どうする？　手の届く範囲にいる人間は救うんだろう？　ほら、救ってやればいい。この子を。できるならね。ただ、推奨はしないよ。純粋に、一切のメリットがないからね。この子だって、敵を【退場ロスト】させた経験がないわけじゃない。罪人には違いない。そんな人間の為ために、防げるかも分からない攻撃に対抗するなんて、無意味だろう。だが、それをしないなら、君の正義はそこで死ぬ」

　正義を取るか、合理性を取るか。信念を優先するか、勝利を優先するか。

　大事なのは、目の前の命か、それともより大勢の命か。

「かつて魅み影かげを救って敗退したように、再び誰かの為に目的を果たせなくなっても構わないのかい？　それは嫌だろう？　けれど、人を見捨てるのも嫌なんだろう？　本当に、あれも嫌これも嫌と、高校生にもなって恥ずかしくないのか。いい加減、選べよ真ま白しろ」

　惑乱した様子で視線を這はわせる少女が、彩さいを見て、救いを求めるように涙を浮かべる。

「──燃え盛れ」

　人の頭部ほどはあろう火球が空に浮かんだ。当然のようにそれは、白かった。焔ほのおが、深々と燃え上がっている。まるで、造り物みたいに。事実、創り物ではあるが。

　迷わず、ほとんど反射的に彩は駈かけ出だした。少女の制服の襟に指を引っ掛け、思い切り後方に引っ張りながら「【強制反転】」《色彩世界》へ送り返す。

　その頃には、既に火球が目前に迫っていた。慌てて右手を振り上げる。剣で焔を斬り裂こうとして、刀身がもうないことに気づく。申し訳程度に残った柄と僅かな刃が、空を斬る。熱を感じる。それは彩の顔へと迫っていた。猶予はない。避けられない。

「……くそッ！」

　彩は左手に《侵しん蝕しよく》を張り巡らせ、焔を掻かき消すイメージと共に腕を振るった。

　左手と火球が接触し、そして、彩の左腕が灼しやく熱ねつされる。火球は彩の左腕を包み、一瞬で灼やき尽くした。肌が焼ける嫌な匂いと共に、炭化した腕がパラパラと崩れ落ちていく。

「────ッ！」

　叫びそうになるのをどうにか堪え、彩は気丈に歯を食い縛った。冷や汗と激痛が止まらない。剣の柄を落としてしまう。動きが鈍る。

　どうにか視線を綾あや皓しろに向けると、彼は無表情で彩を見据えていた。

「偽善というより……徹底して凡愚なのか。機械的なまでに正義漢なのだね。確かに今、君は少女を救った。けれど結果的に腕を失い、ただでさえ絶望的な勝率を更に下げた」

　痛みに抗あらがう彩にさしたる興味も示さず、綾皓は淡々と語る。

「名前も知らない人間の為に、腕一本棄すててみせる君を、大多数の人間は表面上、正義だと称たたえるだろう。心の底では、馬鹿な奴やつだと笑いながらね」

「でも、助けられた。俺自身もまだ、負けてない。何も終わってないし、失ってない。腕なんかなくても歩いていける。足なんかなくても這はっていける。笑われてもいい。損でいいよ。理由をつけて誰かを見捨てるより、よっぽどマシだ！」

　賢い判断とやらを信奉する者は、勝手にそうやって生きていればいい。弱者や愚者を笑っていればいい。見下せばいい。そんなこと、彩さいは気にしない。

　過ちでも犯さない限り、他者の考えを否定したりはしない。同様に、自らの正しさを曲げもしない。ただ、それだけのことだ。

　しかし、綾あや皓しろには、彩のその頑迷なまでの正義が、許せないようで。

　整った顔を、苦しそうに歪ゆがめて、激情を凍いてつかせたような声で、言う。

「無意味なんだよ真ま白しろ。正しいことをしても、正しい結果は伴わない。諦めろ。全ての理想が現実になるなら、あらゆる努力が報われるなら、この世に諦観も挫折もあるわけないだろう。それらが存在することこそが、君の願いが叶かなわない現実の証明だよ」

　彩は歯を軋きしませ、腕を見み遣やる。肩の付け根から崩れ落ちた左腕はすでにそこになく、空気に溶けて消えてしまった。ここからは右手一本で戦わなければならない。

　そう、戦うつもりでいる。真白彩はまだ、諦めていない。

「全ての理想が現実にならないなら、あらゆる努力が無意味なら、この世に不屈も成功もあるわけないだろ。それらが存在することこそが、俺の願いが叶う現実の証明だ」

　彼の言い回しを真ま似ねて反論し、最後に彩は舌を出す。

「勝てるから戦うんじゃない、成功するから挑戦するんじゃない。報われるから努力するんじゃない。お前には分からないだろうけどな、そうしたいから、そうするんだ」

「理想論者でいるのは、辛いだけだよ真白」

「諦めることの方が、千倍辛いんだよ綾皓」

　そこで初めて、綾皓の表情に亀裂が入った。予期せぬ場面で核心に触れられたように、彩を睨にらむ。反射的に放たれた彩の言葉は、暴君の心をどう揺らしたのか。

「……もう、いい。君では僕に勝てない。答え合わせは終了だ」

　彼が指をタクトのように振り、そして絶望が彩を包囲した。

　二人の周囲を焔ほのおの檻おりが囲い、頭上に銀ぎん槍そうが展開され、四方から風刃が殺到する。

　彼は手を広げ、笑顔の仮面を被かぶり、彩を憐あわれむように見下ろす。

「さぁ、君の望む終結を、消失させよう」





STAGE.20　◇停滞は許されず◆







　夢ゆめ壊かい遊ゆ廻かいは、秀才であっても天才ではない。優秀であっても完璧ではない。

　知らないことは知らないし、全てを見透かすように嘯うそぶいても未来は見えないし、飄ひよう逸いつを装いながらも人一倍繊細だ。

　だから、眼前に広がる光景に、視界に映し出された現実に、動揺することもある。

「…………紀き無なし、くん？」

　仲間ではあるが、友というには距離が遠い、そんな少女の名を、呼ぶ。

「玉たま求きちゃんなら、今【退場ロスト】したところだよ、遊廻ちゃん」

　焔ほのおの檻おりが掻かき消え、凍りついた池と浅あさ緋ひの姿が現れる。人間一人分はありそうな穴と、今しがた誰かが死んだことを証明する純白の粒子を確認し、遊廻は理解した。

「つか、どうしてキミがここにいるんだ？」

　浅緋はリボルバーの弾倉をカチャカチャと弄いじりながら、遊廻に視線も寄よ越こさずぼやく。

　勝利が遠のいていく感覚が遊廻を襲う。それは錯覚ではなく、単純な事実なのだろう。

　まったく予想していなかったわけではない。だが、完全に予測していたわけでもない。

　玉求が敗北するのは、ある意味当然だ。だから遊廻が驚いていたのはそんなことではなく。玉求の【退場ロスト】を少なからずショックだと思っている自分の変化に、揺れていた。

「なに黙ってんだ？　脱落を惜しむほど、キミは玉求ちゃんと仲良しじゃなかったろ」

　浅緋は一見軽薄な、どこにでもいる若者みたいな気軽さで遊廻に声を掛けるが、そこに嫌悪と僅かな殺意が含まれていることに遊廻が気づかないわけがなかった。

「……氷ひ裏うらくんは、随分と【イマジネーター】を毛嫌いしていたものね」

　どうにか平静を、普段通りの飄ひよう々ひようとした自分を取り繕いながら、遊廻は言う。

　喋しやべりながら、思考も止めない。もうすぐ風かざ守かみが遊廻に追いつくだろう。

　彼女一人でも手に負えないのに、そこに浅緋まで加わったらいよいよ絶望的だ。

　活路を開かねば。どうやって？　何をすればいい？　笑みを浮かべながら、考える。

「当たり前だろ？　オレ含め、こんなクソゲーで願いを叶かなえようとしてる奴やつは皆クズだ。自分のことさえ嫌いで仕方ないのに、中身の見えない他人を好きになれるはずがない」

　彼は言い切る。言い訳を用意しない。悪いことを悪いと自覚していて、そんな自分を心底憎んでいるのに、それでも叶えたい願いの為ために汚れることを厭いとわない。

　そこが浅緋と他のＡ─１との違いだ。かつての綾あや皓しろを除けば、彼だけが他人の為に戦っている。未み恋れんも友達の為に戦ってこそいたが、あれは自分を慰めるための行為だ。浅緋とは根本的に違う。藍あいもその点では同じだが、彼女を完全な敵だと遊廻は考えていない。

　突破口になるとしたら、その点ぐらいか。

　そこで遊ゆ廻かいは、ある一つの策を考えついた。しかしそれは、真ま白しろ彩さいの仲間にあるまじき行為で、ともすれば彩に嫌われるであろう、彼の思惑から外れる悪手だった。

「──やっと、追いついた！」

　遊廻の思し惟いを遮るような叫声が鼓膜を叩たたく。遊廻は苦笑しつつ、ゆっくりと声のした方へ身体を向けた。そこには息いき急せき切きって遊廻を睨にらむ風かざ守かみ唯ゆいの姿がある。

「……折せつ角かくの可愛かわいい髪型が乱れに乱れているよ、風守くん」

「あんたのせいでしょ！」

　キッと視線を鋭くし、彼女は肩を上下させた。想像力は遊廻より上でも、体力は並以下らしい。自分に必要のない能力だと思っているから、磨かないのだろう。

　そんな少女を眺め、浅あさ緋ひは闇夜めいた毛髪を掻かき上げる。つまらなそうに、口を開く。

「何があったか知らないけどさ、二位が七位に翻弄されたらいかんでしょ」

　そこで初めて浅緋の存在に気づいたのだろう、風守はハッと息を呑のみ、素早く髪を整えてから笑顔を浮かべ、甘えるような猫ねこ撫なで声ごえを発した。

「浅緋くんだ。もう敵を倒したの？　すごいね」

　そんな風守を、浅緋は不快感も露あらわに見み遣やり、耐えられないといった様子で視線を切る。

「あー、まぁ、ドーモ……。関係ないけど、キミも頑張れ」

　彼は片手をひらひらと振り、二人の少女に背を向けた。

「えっ……？　待ってよ浅緋くん、手伝ってくれないの？」

　遊廻の額に汗が浮かぶ。もし彼女の要望に彼が応えたら、遊廻の勝率は零を割る。

「オレは善人じゃないけど、進んでデスゲームに興じるほど狂人でもないんだ、悪いね」

　ちっとも悪びれずにそう言う彼に、風守の顔が引ひき攣つった。

「でもでも、ぼくたち仲間でしょ？」と、なおも食い下がる風守に、浅緋は失笑。

「オレたちが、仲間？　笑わせんなよ。夜や雲くもクンに仕方なく従ってるだけの雑ざ魚こだろオレらは。一人ぼっちが六人集まっても、それは仲間とは呼ばない」

　そこまで言われて、風守の表情に亀裂が入る。笑顔の仮面が罅ひび割われ、中身が覗のぞく。

　そして遊廻の口元が弧を描く。まだ、敗北は確定していない。

「ふぅん……別にいいケドさ……。浅緋くんが手伝ってくれなくても勝てるし」

　べーっ、と舌を出して風守。「あ、そう」と浅緋。

　遊廻の右肩と左脇腹の傷から血液が伝い、地面に垂れる。気温とは関係なしに寒気が全身を支配する。意識に霞かすみがかかったような気分になる。残された時間は、そう長くない。

「死にかけのメンヘラにトドメを刺すのに、Ａ─１二人も要らないだろうし、ね」

　風守の顔に加虐的な笑みが広がるのを確認して遊廻は焦ったが、それを表には出さない。

「君にそれができるといいけれど」

　舌を出してそう返すと、風守は表情を歪ゆがめて舌を打った。

「……ほんと、むかつく──斬り殺せ」

　風が吹き、刃を模し、遊ゆ廻かいを標的と定める。刃と化した颶風が容赦なく少女へと殺到した。遊廻は跳ねるように駆け出す。──浅あさ緋ひのいる方へと。

「ちょこまかと逃げんな！」

「しっかりと狙えばいいだけじゃないかな？」

　一つ、二つとすんでのところで躱かわし、遊廻はついに浅緋の隣まで辿たどり着く。それを見て、風かざ守かみの猛攻が一時、収まった。唇を噛み、敵意剥むき出しの眼まな差ざしを向けてくる。

「……何のつもり？」

　風守に続き、浅緋も隣の遊廻を睨にらんだ。

「オレの近くにいれば安全だとでも？　苦肉の策にしても、どうかと思うぞ」

　呆あきれ果てるようにして放たれた浅緋の言葉を無視し、遊廻は打開策を実行に移した。

「氷ひ裏うらくん、君はわたしを【退場ロスト】させないんだよね？」

「……まぁね。殺す理由がないからな」

　優先順位が明確な人間ほど、操りやすい人間はいないと、遊廻は思っている。仲間を大事に扱う彩さいならば、仲間の命を脅かすことで遊廻の思惑通りに動かすことができた。

　それが、家族を助けようとしている青年ならば──。

「なら、わたしを助けくれないかな？」

「「……はぁ？」」

　風守と浅緋の声が、重なった。風守は驚きよう愕がくするように、浅緋は馬鹿にするように。

「笑える。浅緋くんが遊廻ちゃんを助けるわけないじゃん！」

　浅緋は笑わない。見定めるような、値踏みするような視線で遊廻を凝視。

「キミのことだから何か思惑があるんだろうけど、オレにはそれが分からないな。だから教えてくれ。今の状況じゃ、オレにキミを助けるメリットはないように思えるけど」

　浅緋の対応が予想外だったのか、風守はまたしても「はぁ!?」と叫んだ。

「ちょっと待ってよ浅緋くん！　そんな奴やつの話聞く必要ないって！」

　しかしそんな風守の声にこそ、浅緋は耳を貸さない。黙って遊廻の言葉を待っている。

　その時点で遊廻の計画は半ば成功していたようなものだったが、彼女は油断しない。

「君の弟をわたしが助けよう」

「「っ!?」」

　浅緋が瞠どう目もくし、風守が喚わめくのをやめ、それぞれ息を呑のむ。

「わたし以外のＡ─１が持つ〝願いを叶かなえる権利〟は〝クリアボーナス〟と呼ばれる、言わばＡ─１に到達した特典だよね。でも、わたしのは、違う」

　浅緋は頷うなずく。綾あや皓しろしか知らないはずだが、どうやら浅緋は知らされているようだった。

「聞いてるよ。そもそも夜や雲くもクンがオレ達たちに〝クリアボーナス〟を残してくれてるのは、オレらがそれを使わないと知ってるからだ。だってそれを使用してゲームを抜けた場合、夜や雲くもクンに殺されてしまう」

【イマジネーター】を〝願いを叶かなえる権利〟で殺すことはできないが、"Over Image"から脱却した元参加者はその限りではない。

　つまり、願いを叶えた場合殺すという脅しは、全ての【イマジネーター】に通用する。

　己の消滅を望む魅み影かげ鬽み黒くろや、世界の破滅を願った夢ゆめ壊かい遊ゆ廻かい以外には、だが。

「でも、わたしは別に、死ぬのを怖いとは思わなかった。今では少し、まだ死にたくないと思っているけれど。当時のわたしにその脅しは通用しなかったんだよ。それでも綾あや皓しろくんは、わたしを部下にしたかった。少なくとも、真ま白しろくんともう一度ぶつけるまでは」

　だから遊廻の〝クリアボーナス〟を奪い、〝バランサーボーナス〟と呼ばれる、『行使してもゲームから抜けられない』方は残した。故に遊廻は願いを叶えてもゲームから抜けることができないし、当時は抜けようとも思っていなかった。

　だが、〝願いを叶える権利〟それ自体は、一つ有しているのだ。

　相手の権利を一つ消去する度に自身の権利も相殺されるから、綾皓はそれを厭いとったのかもしれないし、あるいは遊廻がどんな願いを叶えるのか興味があったのかもしれない。

　遊廻は一週間前、己の〝願いを叶える権利〟を彩さいに譲ると宣言した。その想おもいに偽りはなかったが、その言葉が現実になるとはそもそも考えていなかった。

　当たり前だ。少し考えれば分かる。友人の死を撤回し、なおかつゲームを終了させようとしていた未み恋れんの権利が事前に没収されたのに、綾皓が彩と遊廻だけを特別扱いするわけがない。別の意味で特別視はされているが、それは甘さとは違う。

　だから、これは賭けでもあった。

　遊廻にまだ〝願いを叶える権利〟が残っているのか、彼女自身分かっていない。

　この戦いの開始と同時に没収されたか、あるいは行使する機会など来ないと思われ放置されているか。前者だったら、遊廻は終わりだ。後者なら、遊廻の勝ちだ。

「そこら辺、よく分かんないんだよな。夜雲クンがどうして真白クンに拘こだわってるのか」

「それは今、関係のないことだよね。大事なのは、わたしが君の願いを叶えることができるってこと。それで話は戻るんだけど、わたしを助けてくれないかな」

「助けるって、具体的にどうやって？　オレはたかが四位だぞ。二位の唯ゆいちゃんを倒せるとは限らないし、仮に倒せても、それで真白クンの勝利が確定するわけじゃない。だから訊きくけど、どこまでやれば、キミを助けたことになるんだ？」

　浅あさ緋ひは動揺した様子もなく、されど乗り気というわけでもなく、持ちかけられた契約に対して遊廻の予想以上に冷静に対応していた。だが風かざ守かみは、そうもいかない。

「あはっ！　なに言ってんのさ浅緋くん！　ぼくを倒す？　そんなことできると思ってんの？　第一、浅緋くんはもう紀き無なしって子を倒したんでしょ？　だったら遊廻ちゃんを助ける必要、ないじゃん。綾あや皓しろくんが願いを叶かなえてくれるって！」

　浅あさ緋ひがただの愚者なら、そもそも遊ゆ廻かいの話を聞いてはいないだろう。

　唯々諾々と綾皓夜や雲くもに従うだけの阿あ呆ほうなら、風かざ守かみ同様、綾皓の救済を盲信するのだろう。

　しかし、彼は違う。というより、違ってくれなければ、困る。

「綾皓くんは君たちに一つの嘘うそを吹き込んでいる。彼は確かに真ま白しろくんを倒した後にこのゲームを終わらせるつもりだけれど、君たちの願いを叶えることは絶対にしない。綾皓くんの勝利は、一切の救済を生まない。何な故ぜなら、彼は他人を見捨てる自分を肯定するために、他人を見捨てられない真白くんを倒そうとしているのだから」

「わけ分かんないっつの！　遊廻ちゃんってば死にたくないからって意味不明なことほざき過ぎ！　浅緋くんも真に受けたりしないよね？　今まで綾皓くんに従ってきた意味は？　我慢してきた理由は？　馬鹿女の戯言たわごとに騙だまされるためだったの？　違うでしょ」

「風守くん。君のやっていることはただの現実逃避だ。信じていれば楽だよね、報われると思えば我慢できるよね。けどさ、そんなことをしても、君の願いは叶わないよ」

「むかつく、むかつく、むかつくんだよお前！　こんなゲームの中で弱い者虐いじめしながら現実逃避してたのは誰だよ！　遊廻ちゃんでしょ！　真白だか何だか知らないけど、そんな奴やつに絆ほだされて今更善人ごっこかよ！　ふざけんな、ぼくの邪魔をすんなよ！」

「わたしの過去は変えられないから、君からどんな評価を下されてもわたしはそれを否定しないよ。けど、これからを変えようとすることが〝ごっこ〟だって言うなら、君がやっているのだって〝人生ごっこ〟じゃないか」

　言葉と視線が交錯する。

　一度過ちを犯した人間が、他人の過ちを指摘するのが傲慢だというのなら、そんな資格がないというのなら、人間はそもそも干渉し合うべきじゃない。でも、それは無理だから。

　遊廻は確かに間違っていたけれど、これ以上間違い続けるのを厭いとう程度の正常は手に入れたつもりだから、だから、彼女は譲らない。

「氷ひ裏うらくん、選んでよ。綾皓くんか、わたしか。信じるに足るのはどちらかな。君の弟くんを救えるのは、誰かな？　選択を間違えたら、君も弟くんも、助からないよ」

「一つ訊きいていいか？　オレの為ために〝バランサーボーナス〟を使ったら、真白クンの願いが叶わないだろ。カレには〝願いを叶える権利〟が少なくとも二つ必要と聞いたけど？」

「それも今は関係ない。君が悩むべきは一つだよ。君らを利用してきた綾皓くんか──」

　遊廻の言葉を遮り、続きを引き継ぐように風守は言う。

「苦し紛まぎれの妄言を垂れ流すアホな遊廻ちゃん、どっちを信じるか」

　遊廻は片眉を下げてむっとするも、言い直すことをしない。

　正直に言えば、そんな余裕がなかった。血を流しすぎている。

【反転】して《色彩世界》に戻れば傷は消えるが、それをするには二つ問題があった。

【反転】を使用、もしくは巻き込まれた者はその後十分間、世界間の移動ができなくなる。だからここで彼女から逃げた場合、少なくとも十分は《反転世界》に来ることはできないのだ。それはつまり、真ま白しろ彩さいの許もとへ駆けつけることができないということである。

　遊ゆ廻かいは彩がどこにいるのかさえ知らない。それを知るためにも浅あさ緋ひの協力は必須だ。

　第二に、いくら遊廻相手に翻弄され続けている風かざ守かみといえど、強さという点においては遊廻など及びもしない強者だ。単純に、逃げる隙などない。

　今だって浅緋が一歩でも横にズレればすぐにでも遊廻を八つ裂きにしようとするだろう。

　今の遊廻に彼女の攻撃を避けるだけの余力などなく、つまり遊廻にしては珍しく、彼女の命運は浅緋の選択に託されていた。それは信用というより、博ばく打ちに近かったが……。

「………………決めた」

　長い、長い沈黙だった。あるいは凝縮された刹那だったかもしれない。ともかく遊廻にとっては気が長くなるほどの時間を掛けて、彼は頷うなずいた。浅緋は一度、深く呼気を漏らす。

　ゴクリと、唾を呑のむ音が聞こえる。遊廻自身だったかもしれないし、風守かもしれない。

　浅緋が右腕を上げる。その手にはリボルバーが握られたままだ。

　弾は入っているのか、遊廻も風守も知らない。銃口が一人の少女へ向く。

　撃鉄が起こされる。彼が引き金に指を掛ける。それを迷わず引いた。

　発砲音。着弾。苦鳴。

　次の瞬間、着弾面から少女の身体を氷が覆った。





　　　　■◇◆□






　一いち軸じく灰はい撫なの顔色は優れない。いつも浮かべる快活な笑みはそこになく、ツインテールもどこか萎しおれているようであった。

　隣に立つ桃もも瀬せ未み恋れんも感情を窺うかがわせない無表情を一貫しているが、額に汗を浮かべている。

　二人が飛ばされたのは、広場とも公園とも道ともつかない、そんな場所だった。名目上は公園であるが、その道は約七百メートルに渡って南北に貫かれており、そこに沿って歩けば様々な施設を見つけることができる。プロムナードというのが一番近いかもしれない。灰撫たちが現在いるのは、美術館前の通り。道脇には街路樹が等間隔で植えられており、逆側には美術館と、その前にはこれまた道めいた噴水が設置されている。

「二人共裸足はだしのまま【反転】に巻き込まれたんだ？　浅緋くんってば気が回らないというか冷たいというか……」

　親しげにそんなことを口にするのは、彩と逢あう約束をしていたという少女、逢あい坂さか藍あいだった。そして、その隣に佇たたずんでいるのは、魅み影かげ鬽み黒くろだ。一週間前、真白彩から離反した少女。

「事情は知りませんが……幼おさな馴な染じみや恩人に堂々と敵対するほうが冷たいと思いますけど」

　灰はい撫なの言葉に、藍あいは笑った。女性的というより、中性的な擽くすぐるような笑みだった。

「でも、彩さいだって酷ひどいと思わない？　あたし達たちは、助けてなんて頼んでないんだ。彩が助けるべきは妹だけ。君たちが今まで、友達を助けるためだけに戦ってたみたいに、さ」

「……だとしても、藍せんぱいらしくない、ね」

　未み恋れんが言った。藍は首を傾かしげる。

「あたしらしくない？」

　オウム返しですらどこか様になっていて、灰撫は鼻白んだが、未恋は違った。

「……大切な人の定義……逢あわないうちに変わってしまった……の？」

　そこに至って藍は「あぁ」と頷うなずいた。胸の前で一度手を叩たたいて「それか」と二度頷く。

　灰撫もそれで思い出す。『一緒にいることで起こる全てを後悔しない相手』、それが藍が公言して憚はばからない大切な者の定義だったはずだ。

　覚えている。前に聞いた時は随分と変な人だなぁと思ったものだった。

　確かに、彼女のその意見が変わっていないなら、彩と敵対するのは妙だ。

　彩が全ての脱落者を救い、己の大切な者に降り掛かった災禍を無かったことにし、ゲームを終了されることでさえ、藍は後悔しないはずではないか。

「未恋ちゃんは記憶力がいいんだねぇ」

　藍は感心するようにそう言った。核心から逸それた返答だった。

「……逢あい坂さかさん、そろそろ」

　声に色があるとしたら、それはきっと無色だったろう。鬽み黒くろの声は感情が抜け落ちていて、まるで機械のようだった。精一杯、そうあろうと努めているような喋しやべり方だった。

　藍は急せかすような鬽黒の言葉に、どこか気まずそうに応対し、頬ほおを掻かく。微かすかな違和感を灰撫は感じ取る。おかしい、と思った。具体的に何がズレているのかは分からない。

　少し遅れて、気づく。

　魅み影かげ鬽黒、逢坂藍、桃もも瀬せ未恋、一いち軸じく灰撫。この場所に集められた四人は全員が全員、真ま白しろ彩と面識がある者なのだ。藍は【調整者バランサー】、鬽黒はＡ─１六位として立ちはだかっている。今でこそ彩の仲間になっているが、灰撫と未恋、玉たま求きだって最初は敵だった。

　真白彩の、敵だった。こんな偶然があるのだろうか。

　二百八十五名の参加者の中に知人が含まれる確率自体、そんなに高くないだろう。それが、こんな戦いで顔を合わせる確率ともなれば、限りなく零に近い数値になるはずだ。

　仕組まれているとしか、考えられない。誰に？　綾あや皓しろ以外に、誰がいよう。

「……未恋ちゃん、これ、おかしくないですか」

「……うん。そう、だね」と答える未恋も、綾皓の願いは知らないのだという。

　まるで、仕組まれた舞台のような。滑稽な御お伽とぎ話ばなしの登場人物にされているような。

　当事者なのに、第三者扱いされているみたいな不安が、灰撫を支配する。

　そして、そんな形容しがたい感情を一層強めるように、事態は急転する。

「鬽み黒くろちゃん」

　冗談でも言い出しそうな語調、けれどどういうわけか真面目な表情、ちぐはぐなのにどこか魅力的な雰囲気を放ちながら、藍あいは言った。

「彩さいを助けに行こう」

「……はい？」「え？」「……？」

　鬽黒が目を丸くし、灰はい撫なのツインテールがぴょこぴょこと揺れ、未み恋れんは首を傾かしげる。

　三者三様の反応を示す中、藍は独り続ける。

「色々、ごちゃごちゃ考えたんだけどさ、やっぱりダメだと思うんだ」

「……一体、何がですか？」

　人形じみていた鬽黒の無表情に、感情めいたものが奔はしる。

　怪け訝げんそうに藍を見つめる眼まな差ざしは仲間を見るそれではなく、どこか氷を思わせた。

「君が消えてしまう結末を、あたしは認められない」

　藍が何を言っているのか、灰撫には分からない。隣の未恋を窺うかがうも、彼女も目を細めているだけで、その顔には現状に対する困惑が浮かんでいた。

　藍の放った言葉に、鬽黒はぎしりと歯を軋きしませる。

「……そうやって他人を気遣うから、大切なものを取り溢こぼすんですよ」













「『魅み影かげ鬽み黒くろ』だって大切だ。取り溢こぼしたくないと、あたしは思ってしまったんだよ」

「『真ま白しろ彩さい』が助けた女の子だから？」

「誰かの為ために自分を殺せるような、優しい子だからさ」

　藍あいは恥ずかしげもなく言い切った。鬽黒が苦しげに表情を歪ゆがめ、藍を睨にらみつける。

「……いいんですか？　その結果、救えない人間が出てくるかもしれない」

「あたしは彩じゃないから、好きな人だけ助かればいいと思ってるんだ」

　その台詞せりふは一見冷徹で酷薄に響いたが、灰はい撫なはそうは思わなかった。むしろ、それが普通だとさえ考えている。無関係な他人まで救済する義務なんて、誰にも課せられていない。

　分相応に、身の程を弁わきまえて、できることだけをやろうとすればいい。世界なんて救えないのが当たり前なのだから、身近な大切な人だけを守ればいい。それが常人の最善だ。

　ならば、藍にとって鬽黒は既に大切な人に含まれてしまっているのだろう。

「……なら、どうなさるおつもりで？」

　鬽黒はまるで灰撫や未み恋れんなど視界に映っていないかのように、藍に語りかける。

　灰撫はそれこそ蚊か帳やの外に置かれ、当惑する。それでも時間は止まらない。

「鬽黒ちゃんを生かして、色しきちゃんも助かる選択肢を選べばいいだけでしょ？」

　そう言って、藍は灰撫達たちの方へと歩みを進めた。眼前に立ち、そこで身を反転させる。

「もう一度言うよ。彩を助けに行こう」

　いまいち状況を把握できない灰撫の耳元で、未恋が呟つぶやく。「藍せんぱいは……敵じゃないかもしれない、よ」どうしてそうなるのか。あるいは何な故ぜこんなことになっているのか。

　予想できるはずもない現実に、灰撫はショート寸前の思考をどうにか適応させる。

　藍は【調整者バランサー】で。魅影鬽黒と友人同士のような関係で。その願いは彩の妹、色を救うことで。それと同時に、鬽黒をも助けたくて。今まさに彩に味方しようとしている。

「……逢あい坂さかさん、あなたは何も分かっていない」

　鬽黒は呆あきれるような、侮蔑するような視線を藍に注ぐ。

「分かっているさ。彩の許もとを離れた鬽黒ちゃんに綾あや皓しろくんが何を言ったか、君が彩を助ける為にどんな契約を結んだか、彩の足あし手で纏まといだったことをどれほど後悔しているか、どれだけ自分を嫌っているか、全部理解してるつもりだよ。あくまで、つもり、だけれど」

　他人の全てを理解できるわけがない。これもまた、藍の弁だ。

　当たり前のことであるはずなのに、誰しもがどこか失念している。

　きっと、不安になるのだ。理解していると錯覚していないと、怖くなる。

　灰撫だって彩の少々異常な優しさや、未恋の無感情めいた表情の変化を、他人よりは理解しているというだけで、全貌を把握しているわけではない。

　彩の正義の根幹も、未恋のかつての願いすら、自分は知らないのだ。

　それがもどかしくないといえば嘘うそになるが、無理に知ろうとは、思わない。

　だから、藍あいの『理解しているつもり』という言葉は、紛まぎれもない真だ。

「なら、どうして私が真ま白しろさんと敵対する道を選んだかも、理解してください。深く考えなくても分かるでしょう。真白さんじゃ、綾あや皓しろには勝てない」

　断定するような物言いだった。しかし鬽み黒くろ以外の三人から、力強い反論は出ない。

　この場にいる全員が、体感したことはなくとも知っている。綾皓夜や雲くもはたった七名しか名を連ねることのないＡ─１の頂点に君臨し、その座を数年に渡り護まもり続けている男だ。

　偶然似通った能力を持っている真白彩さいでもなければ、戦いにすらならない。

「……うん、それも分かっているよ。彩じゃ綾皓くんには勝てないだろうね。彩は何も棄すてることができないから。でも、君の選択は、哀かなしすぎるよ」

「どこがですか？　真白さんは己を救おうとしない。誰もが考えるように自分がどれだけ得するか、褒められるか、優位に立てるか、異性に好かれるか、考えもしない。それは美徳でもなんでもなく、致命的な欠陥じゃないですか。その分、誰かが補わなきゃいけないでしょう。紀き無なしも、ピリカも、逢あい坂さかさんもそれをしないなら、誰が彼を救うんですか？」

「……だから、君はそれを自分の役目だと思いたいんだね」

　灰はい撫なの位置からは藍の背中しか見ることができなかったが、声だけで彼女がどんな顔をしているか想像できた。憐れん憫びんでも、惻そく隠いんでも、同情でもなくて、純粋に哀しんでいる。

　そんな藍に対し、鬽黒も隠していた感情を溢こぼすように、叫ぶ。

　それは泣き声のように掠かすれていて、見ている者の心を抉えぐるほどの悲痛さを伴っていた。

「こうすることでしか役に立てないんだから、仕方ないじゃないですか……！」

　喉を、発せられた声を、何よりも自身の心を震わせながら、鬽黒は叫声を上げる。

　灰撫は、魅み影かげ鬽黒という人間を、情報としてしか知らない。消えたいと願いながら、消えたくないとも思っている、矛盾した女性という認識しか、持っていない。

　けど、今、自分の目の前で叫ぶ童女めいた容貌の女の子が、灰撫には悪人には見えなかったのだ。敵だから、悪だなんて方程式は成り立たない。

　そして、気づく。遅すぎる後悔が、灰撫を蝕むしばむ。

　皆、同じだったのだ。誰しも心に傷を抱えていて、それを上手に隠して日常を生きている。トラウマの伴わない人生なんてない。無傷で過ごせる平穏なんてない。

　灰撫が友を失って苦しんでいる間にも、どこかで誰かが泣いていた。

　灰撫が笑っていた時にも、誰かがどこかで喪失を味わっていた。

　そんな、当たり前のことにすら気づかずに、灰撫は自身の苦痛だけを取り除こうとしていたのだ。傷が痛いから、傷痕の存在ごと消して、逃げようとしてしまった。

　彩は、灰撫のそんな弱さを、糾弾していたのだろう。

　弱いのが悪いんじゃない。痛みを否定するのが悪いんじゃない。

　己の弱さに理由を付けて、それを正当化し、他者にツケを払わせるのが、悪なのだ。

　眼前で叫ぶ少女は、健気けなげに、懸命に、精一杯、進もうとしている。

　けれどそれは紛まぎれも無い、逃走で。逆走で。おそらく少女自身も、それに気づいている。

　だって、己の行いを正しいと信じて疑わないなら、ここまで苦しそうな顔は、しない。

　灰はい撫なは胸中に込み上げてくる罪悪感の渦に堪えられず、思わず口くち許もとを押さえた。

　きっかけがあれば、溢あふれ出てしまいそうなほどの、後悔。

　今まで自分は、友を救うという大義名分の下、良心の呵か責しやくに苛さいなまれつつも、救いを求め、言い訳を用意し、一体、何をした？

　他人を、踏み台にした。足蹴にし、願いを踏み躙にじり、否定し、ゲームからリタイアさせ、ペナルティを負わせた。悪人もいた。善人もいただろう。ほとんど皆狂人だった。

　でも、だからどうしたというのだ。関係ない。過ちは過ちだし、事実は事実だ。

　灰撫は、認めねばならない。己の愚かしさを。犯した罪を。

　灰撫は自覚せねばならない。それでも友との再会を願う、己の弱さを。

　そっと、誰かが灰撫の左手を握った。未み恋れんだった。彼女は灰撫の心中を察してか、あるいは灰撫が分かりやすすぎたのか、心配気に彼女を見み遣やる。

　とはいっても、一見変わらぬ無表情だ。彼女を知らない者が見たら、いっそ怒っていると勘違いしそうな。けれど、灰撫には分かる。彼女は、自分を慮おもんぱかってくれている。

「……大丈、夫？」

　灰撫は唇の端を動かして、気丈に微笑ほほえんで見せた。

「未恋ちゃんが手を繋つないでくれたから、元気出ました」

　未恋は「……そう」とだけ返して、視線を逸そらす。表情は変わらないが、照れている。

　鬽み黒くろはあれきり黙ったままだ。感情を落ち着けようと、深い呼吸を繰り返している。

　藍あいの表情は窺うかがえないが、戸惑っているのは理解できた。

　そして未恋は、灰撫の手を握る力を少しだけ強めて、鬽黒へと視線を向けた。

　すぅ、と息を吸い込み、そして、言う。

「……存在理由は、造るものじゃない、よ」

　鬽黒の肩がピクリと動き、藍は思わず振り返った。灰撫も少なからず驚いたが、未恋はずっと鬽黒を見据えたままだ。しばらく経たって、鬽黒が口を開く。

「じゃあ、与えられるものなんですか？　誰もそれをくれないなら、そんな哀れな人間は、どうやって生きればいいんですか？」

　黒よりももう一段階昏い瞳がこちらを向く。三人の姿を捉える。

　鬽黒の言葉を受けて、灰撫は全身に粟あわ立だつものを覚えた。

　そんなこと、考えたこともない。存在理由、なんですかそれ、という具合ですらある。

　平日、決まった時間に起きるのは辛い。中々思うように髪が結えないのはもどかしい。やたら校則に厳しい担任は煩わしい。そりの合わないクラスメイトもいる。体育や国語はまだしも、数学は天敵といっていい。両親は口煩い。夜更かしもしたい。けれど。

　学校は楽しい。放課後も楽しい。家に帰ってからも、それは続く。

　友達は灰はい撫なの些さ細さいな変化に気づいてくれる。共通の話題で盛り上がる。教師は授業で分からないところがあれば説明してくれる。両親は頼んでもないのに灰撫を気遣う。

　それらはおそらく、大多数の人間にとって当然のことで、しかし万人に共通するわけでは、ないのだろう。灰撫はそれに理由を求めたことはないけれど、きっとそれを必要とする人間もいるのだろう。

　もし、灰撫の人生から当たり前が全て欠損したら、灰撫は生きていける気がしない。どう生きればいいか分からない。

　それが鬽み黒くろの抱える不安の正体ならば、その苦しみは灰撫が忖そん度たくするに余りある。

　灰撫はふと疑問に思った。自分の日常は、どうやって手に入れたものだったのだろうか。

　取得したわけでも、貸与されたわけでもない。いつの間にか、気づかぬ間に──。

　未み恋れんは鬽黒の言葉に、応える。

「……与えられるものでもない、よ。そこに〝在る〟ん、だ。せんぱいは、あなたがいなくなって、寂しそうだった、よ。あなたが〝欠けて〟しまったことが、哀かなしそう……だった。それは、あなたが存在する理由には、なり得ない、の？　せんぱいの想おもいは……無価値で無意味、なの……かな？」

「……っ！　……あの人は、誰にでも優しい」

　苦し紛まぎれに、絞り出すように放たれた、反論めいた言葉にも、未恋は動じない。

「誰にでも優しいって事実は、あなたに向けられた優しさを無価値にする、の？　少なくとも、わたしがあの人に敵対しても……あなたがいなくなった時ほどの衝撃を与えられるとは、思えない……誰にでも優しいせんぱいは、ちゃんとあなたを〝特別〟扱い、している……よ。……玉たま求きせんぱいや、わたしたちが、嫉妬をしてしまうほどに、ね」

　訥とつ々とつと、言葉に切実さを滲にじませて、未恋は言い切った。

　そして、こほこほと可愛かわいらしい咳せきを漏らす。

　普段は物静かで口数が極端に少ない未恋にとって、今展開された言葉の嵐は奇跡に近い。

　藍あいは口を開いているし、灰撫は自分がどんな顔をしているか分からないくらいだ。

　そして、そんな想いの数々をぶつけられた鬽黒は、掻かき毟むしるように胸に左手を当て、自身の顔を引き裂きかねない勢いで右手を頬ほおに這はわせ、身体を震わせた。

「……そんなの、嘘うそです……！　だって、真ま白しろさんにはもう、沢山の人がいるじゃないですか。ピリカが、幼おさな馴な染じみが、後輩が、友達が、いるじゃないですか！　なら、私は、要らないでしょう？　口に出さなくても、そう、思う、はずです……。それどころか、足あし手で纏まといのくせに、って……考えてる、はずで、なら、私は、せめて、彼の役に立ってから……消えようって……それが……それは……！　間違ってないはず……でしょう……！」

　鬽み黒くろは蹲うずくまる。漆黒の毛髪が純白の地面に垂れ、ふわりと揺れる。自身を抱くように腕を動かし、力を入れる。身体が軋きしみを上げるほど。揺れる心を、押さえ付けるみたいに。

　灰はい撫なは理解する。理解したつもりになる。魅み影かげ鬽黒は、自分が嫌いなのだ。どうしようもなく、憎くて仕方ないのだ。それでもどうにか、自分に価値を見出みいだしたいのだ。

　それを、彩さいに求めているのだ。彩の役に立つことで、己の生を全うしようとしている。

　灰撫には分からない。その思考回路に、共感を示せない。けど、自然と口が開いた。

　溢あふれるように、言葉が漏れた。

「〝要る〟とか〝要らない〟とかじゃないと思います。人は、物じゃないんですから。役に立つから側に置くとか、足あし手で纏まといだから切り捨てるとか、そういう人も、いるかもしれないけど。理屈や損得で人間関係を築く人は、いるけど。でも、少なくとも、真ま白しろ先輩は違う。それは、あなたも分かっているはずじゃないですか」

　人は理屈で物事を考えるけれど、理屈だけが人を突き動かすわけじゃない。

　大切な人の為ために損を顧みない人間は沢山いる。家族の為、恋人の為、旧知の友の為に、感情で行動することは誰にだってある。

　それは愚かしいことかもしれないけれど、それ以上に美しいことではないか。

〝誰かの為〟は言い訳かもしれないけれど、確かな原動力になるのだ。

「本当に真白先輩の為を考えるなら、あなたは消えるべきじゃない。生きるべきだ。今でも恩義を感じているなら、先輩に味方してあげるべきだ。それ以外は、逃避ですよ」

　鬽黒は反応しない。ただ、顔を伏せたまま、俯うつむいている。

　代わりに声を上げたのは、藍あいだった。二人に向き直り、その手を握る。

「いやぁ、彩はいい後輩を持ったね」

　柔和な笑みを湛たたえて、言う。そして灰撫の掌てのひらの中に、紙片を包ませる。

「……藍先輩？」

　彼女は変わらず微笑ほほえんでいた。けれど、違う。どこか、一瞬前までと、致命的なまでに、何かが。そう、まるで、覚悟を決めたようで。それは、今生の別れみたいで。

「どうか、彩を助けてあげてよ」

「──ッ!?　逢あい坂さかさんっ！」

　気づけば、鬽黒が立ち上がり、肉薄していた。目め許もとには涙の筋が残っていた。「断ち切れ」鬽黒は詠唱する。彼女の足元が漆黒に染まり、影が蠢うごめき、空中に進出した。刃を象かたどったそれは、仲間であるはずの藍へと迫る。「──瞬け」彼女の首筋に触れる寸前で、影が弾ける。爆発したみたいに影の残ざん滓しが四散する。何が起こったのか、灰撫には理解できなかった。「あたしは、彩も鬽黒ちゃんも助けたい」藍は笑う。「迷惑です」鬽黒は切り捨てる。藍は笑みを深めた。一瞬だけ視線を灰撫と未み恋れんに寄よ越こす。そして呟つぶやいた。

「任せたよ──【強制反転】」

　次の瞬間、二人は《色彩世界》に戻された。
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　ミラピリカ・スタッカートはどうにか立ち上がり、飛び退すさった。間一髪であった。

　銀や槍りの群れが瀑ばく布ふのように、豪雨のように降り注ぎ、地面を穿うがつ。ガッ、ガッ、ガッと断続的に抉えぐるような音が響き、地を震わせる。十数本の槍は、地面に深く鋭利な傷痕を残し、僅かな土煙を舞わせてから、己の責務を全うしたといわんばかりに消失した。

　濃霧のような白が、一時視界を覆う。次第にそれは晴れていき、その向こうに銀髪紅眼の敵、銀ぎん城じよう鏡きよう香かの姿が現れた。彼女はつまらなそうな顔で、ピリカに言う。

「なんだ、避けたんだ」

　然さ程ほど気にした様子もなく、呼吸のついでのようにそう漏らして、少女は髪を弄いじった。

　ピリカはいまだ痛みの残る腹部に手を当てつつ、鏡香を睨ねめ付つけるが、今更その程度で彼女が動じるはずもない。

「ていうかさぁ……もう少し、こう、なんかないのかな、ピリカちゃん」

　拍子抜けっていうか、期待外れ？　と彼女は続け、ピリカを見み遣やった。

　それと同時に再び空中に銀槍が展開される。地上五メートルほどの位置、ピリカの斜め前に出現し、まず一本が、落下を開始。

「久々の再会なわけじゃない？　ピリカちゃん、あの後すぐに転校しちゃったし、鏡香に対する恨みっていうの？　そういうのさ、随分と溜たまってたんじゃないのかなぁ、って思ってたんだけど。つまんないくらいに、特に何も言わないんだね」

　迫り来る銀槍をすんでのところで躱かわす。ピリカの動きに伴って舞った金色の毛髪を穂先が掠かすめ、いくらか刈り取っていく。一本目が消え、二本目が投下される。

「何で綾あや皓しろさんが鏡香とピリカちゃんの仲を引き裂きたかったのか、とかさ、気になったりしないの？　それとも、ピリカちゃんは何かを知っているのかな？」

　ピリカは答えない。だが、鏡香の言葉は確かに心を揺らしていた。

　二本目、三本目の鎗やりを避けてから、確信する。鏡香はピリカを殺すつもりがない。

　より正確にいうなら、すぐさま【退場ロスト】させるつもりはない。ピリカがこう何度も彼女の攻撃から逃れられているのは、単純にそれが理由だろう。

　ピリカが怒りを露あらわに叫ぶ姿が見たいのか、裏切りに哀かなしむ様を楽しみたいのか、あるいは綾皓の不可解な行動に答えらしいものを見出みいだしたいのか。

　どんな思惑があるにせよ、その傲慢さに付け入るほか、勝利する術はない。

「鏡香もさぁ、さすがに気になるんだよね。何で鏡香たちに声を掛けて、二人の中で鏡香を選んだのか、とかさ。最初はＡ─１になってすぐにゲームを抜けられると思ったから気にしなかったんだけど、綾あや皓しろさんはそれを許してくれないし？　変だな、とか思わない方がおかしいじゃない？　でしょう？」

「……【倫理反転】してる時のアンタって、ほんとお喋しやべりね」

　七本目の鎗やりを余裕を持って躱かわしてから、ピリカは呆あきれるように言った。

　現在の状態が平常の逆だから、普段の鏡きよう香かは口数が少ない。

　というより、言動にとことん自信がなさそうで、声も小さく、必ず一文に一度は噛む。

　それが今は瞳を炯けい々けいと光らせ、口の端を吊り上げ、えらく御機嫌に饒じよう舌ぜつだ。

「綾皓さんを除けば、古参っていうの？　一番長生きしてるＡ─１は夢ゆめ壊かいさんなんだよね。《人間失核ワイト・ハート》、今はピリカちゃんの仲間なんでしょ？」

　名前を出され、瞬間的に遊ゆ廻かいの顔が脳裏をよぎる。それに伴って、彩さいや玉たま求き、灰はい撫なや未み恋れん、ついでに鬽み黒くろと、彩の幼おさな馴な染じみである藍あいの姿も浮かんだ。

　状況から見て、鬽黒と藍は綾皓の仲間なのだと推測できるが、感情が納得の邪魔をする。

　鬽黒が彩に敵対するわけがない。しかし現実として、彼女は既に仲間ではない。

　ありえないことが実際に起きているなら、それは受け入れねばならないだろう。

　鬽黒は敵だ。藍も敵。そして鏡香も。何な故ぜか綾皓は鏡香とピリカを選び、関係を裂き、この戦いにおいて衝突するように仕向けた。

　謎が重なり過ぎて、その全てに明確な答えを用意することができない。

　ただ、ハッキリしているのは一つ。ここで勝たなければ、【退場ロスト】する。

　それは避けたいし、勝って彩を助けに行きたい。

　ならば、想像せねば。劣勢からの反撃を。勝利を。

　裏切られたことに対する底の無い怒りや、晒さらすのも憚はばかられる自身の心傷や、幾らぶつけても足りない恨み言も、全部全部胸にしまって。ただ、勝つために。

「──【幻現境界】」

　いつも通りの洋剣を想像する。ただし──。

「…………へぇ、ピリカちゃんも少しは成長したんだね」

　表面上は感心するように、しかしつまらなそうな表情で、鏡香は言う。

　そんなピリカの背後では、光沢の無い金色をした四本の洋剣が、切っ先を鏡香に向けた状態で浮遊していた。

「アンタにできることが、アタシにできないわけないでしょ？」

　不敵に微笑ほほえんでそう返すピリカだったが、それは虚勢だった。上う手まくいく保証はどこにもなく、ぶっつけ本番での創造だったのだ。

　しかし、空中に固定させるだけでは意味が無い。ピリカは想像する。「穿うがて」ピリカの言葉と共に、四振りの刀剣は少女の想像を現実に反映させようと動き出した。

　雷電を纏まとった剣の群れ、真まっ直すぐと鏡香に向かって進むそれらを確認しながらも、鏡香は笑みを崩さない。どうでもよさそうに前髪を弄いじりながら言う。「押し返せ」それだけ。

　少女の眼前に銀一色の巨大な姿見が出現。大きな、大きな鏡。それはピリカの剣に触れたかと思うと、その全てを飲み込んだ。鏡面に波紋が立ち、蠢うごめく。そして数瞬後、来た。

　銀色に染まった四本の洋剣が、銀色の電撃を帯びて姿見から射出される。

　彼女の能力を把握していたピリカは、既に回避行動を済ませていた。やがて姿見は掻かき消え、鏡きよう香かが姿を現す。

「無駄だよ、ピリカちゃん。きみの可愛かわいい静電気じゃ鏡香の《鏡》は壊せない」

　皮肉げに唇を歪ゆがめ、鏡香は諦めさせるように言った。

「だから？　そんなの、諦める理由にはならないわ」

「あははっ、いいね。そういう強がり、いい具合に苛いら々いらするよ」

「「──穿うがて」」

　二人の声が重なる。鏡香は八本の銀や槍りを、ピリカは四本の洋剣を、それぞれ創造し、相手に向かって飛ばす。先程とは違い、四本それぞれが別方向から鏡香を襲う。彼女の銀槍を避けながらの想像には集中力を要したが、不可能というほどではない。

　が、結果としてその全ては、四方に展開された巨大な鏡に吸収、反射されてしまう。

「学びなよお嬢様。お勉強は得意でしょ？」

「…………そうね、失敗は次に活いかさないと」

　前後左右に対して完全な防御性能を誇る盾。かつ敵の攻撃を反射する能力つき。そして攻撃能力を持たない想像の核を補う為ために用意された、自律行動する銀槍。

　銀ぎん城じよう鏡香はＡ─１第三位。彼女の《鏡》を真っ向から破壊できるのは、一位と二位ぐらいだろう。このまま戦闘が続けば、いずれピリカが銀槍を避けきれなくなり、終わり。

　最高性能の盾に対し、それを破る矛をピリカは持たない。

　なによりもピリカは一度、彼女に敗北している。実力差は歴然。

　しかし、ピリカは勝利する気でいたし、負けるつもりなど微み塵じんもなかった。

「次に活かす？　あはは、はいはい頑張ってね」

　ピリカを哂しん笑しようするように、鏡香は言った。そんな彼女の倨きよ傲ごうな態度に、ピリカは微笑ほほえむ。

　Ａ─１ないし【無理想像アブストラクト】と戦うことになると知り、当初、ピリカは不安を抱いた。

　だが遊ゆ廻かいに対戦相手が鏡香であると聞き、驚きよう愕がくすると共に幸運だとも思ったのだ。

　ピリカは鏡香に一度裏切られている。しかしその分、彼女の能力と為人ひととなりも理解している。

　自分が強いとは思わないし、鬽み黒くろにすら勝てなかった己にＡ─１を下す実力などないと、ピリカは自覚している。ただし、鏡香だけは例外だ。

　裏切られたその日から、いずれ来るであろう再戦の時を、ピリカは想定していた。

　そして戦闘開始と同時に想像を開始し、ずっと、ずっと雌伏していたのだ。

　準備は、完了。想像は、完成。

　ピリカは引き金を引くように、詠唱する。

「──落ちろ」

　それは言葉通り、空から落ちてきた。轟ごう音おんと稲妻を引き連れた、圧倒的な《雷電》が。

「……え？」

　鏡きよう香かの四方を囲んでいた姿見が、煙のように消失する。創造主である鏡香の意識に乱れが生じたからだ。姿を現した少女は表情を驚きよう愕がくに歪ゆがませ、覚おぼ束つかない足取りで数歩前に進んでから、地面に倒れた。

　死んではいないが、もう動けはしないだろう。

　ピリカは剣を創造し右手に握りながら、うつ伏せに倒れる鏡香の許もとへ歩み寄った。

「……ど……して」

　彼女はまだ、自分が負けたという事実を受け入れられていないようだった。それも仕方のないことなのかもしれない。

　なにせ、絶対防御の範囲外、空から落ちた雷槌によって敗北したのだから。

　ピリカは安あん堵どの溜ため息いきを溢こぼしてから、鏡香の目の前で屈かがみ込む。

「アンタがまったく成長してなくて助かったわ」

　鏡香は歯を軋きしませ、ピリカを睨にらむ。だが意思に反して、身体は動かないようだ。

「『基本的にその場から動かない』『前後左右は守っても、上には《鏡》を展開しない』だって、必要ないもんね？　今まで、そんなことしなくても、アンタは無敗だったから」

　あらゆる攻撃を防げる以上、鏡香には戦闘中に移動する理由がない。大した強者とも戦わずにＡ─１に昇格した鏡香には、上空から攻撃されるなんて発想はできない。

　彼女の敗因は、Ａ─１到達による努力の放棄と、ピリカを侮った彼女自身の傲慢だ。

　ピリカは鏡香の首筋に剣を当て、問う。

「彩さいと綾あや皓しろはどこ？」

「…………言ったら、鏡香を殺すでしょ？」

「彩と綾皓は、どこ？」

　言葉に圧を掛け、有無を言わさぬ物言いで、再度問う。

　押し黙る鏡香だったが、しばらくすると敗北を認めたのか、顔に冷や汗を浮かべながら、答えた。それはピリカの現在地から十分と掛からぬ場所にある遊園地の名前。

　短く「……そう」と応え、意識して瞬まばたきをしてからピリカは剣を消した。そして、笑う。

「殺さないわよ。どこかの馬鹿に影響されて、偽善者ごっこしてるから」

　そんなピリカを、鏡香は信じられないものを見るような目で、見つめた。

　それが愉快で、ピリカは声に出して笑う。

「アンタのそんな顔、初めて見た」

　一時期常に行動を共にしていたというのに、自分は銀ぎん城じよう鏡香という少女を理解できていなかった。彼女がピリカに抱いていた不満も、彼女のこんな驚くような顔も。

　深く知ることを放棄して、裏切られただの被害者面していた自分が恥ずかしくなる。

　ピリカが知る努力を怠らなければ、裏切られることもなかったかもしれないのに。

「……ピリカちゃん」

　彼女が何か言おうとするのを、ピリカは敢あえて遮る。代わりに一方的に、ちょっとした仕返しのつもりで、伝える。自分の、本心を。

「ごめんね、多分、アタシも間違ってたわ──【強制反転】」

　鏡きよう香かの姿が掻かき消える。《色彩世界》に返された鏡香は、これから十分の間はこちら側に来られない。再度ピリカに挑んでくることは、ないだろう。

　ピリカは立ち上がって、背伸びする。深呼吸を繰り返し、走りだす。

　友達だったというなら、自分は鏡香が【倫理反転】に依存するのを止めるべきだった。

　疎まれるのを恐れてそれを怠った自分は、鏡香以上に、間違っていたのだろう。

　それを自覚することができたから、鏡香を【退場ロスト】させる選択肢など選べなかった。

　これでよかったと、ピリカは思う。少なくとも、願いの為ために他人を蹴落としていた頃より、断然気分がいい。

　そんなことを考えながら、ピリカは遊園地へと急いだ。
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〝願いを叶かなえる権利〟を行使する方法は、二つある。

　一つは《反転世界》にて「クリアボーナスの申請」と口にし、その後願いを言葉にする方法。これはあまり推奨できない。言い間違いが許されないし、メリットが少ない。

　二つ目は《色彩世界》にて"Over Image"のサイトにログインし、Ａ─１到達者にのみ用意されたページに飛び、そこに願いを文字入力する方法。

　確実性という意味でなら、こちらの方が安全である。

　そして遊ゆ廻かいは現在、目の前で泣き崩れる氷ひ裏うら浅あさ緋ひを眺めていた。

　緑溢あふれる芝生と木々、視界の先に広がる青い海、元気よく駆ける子供達たちに、それを微笑ほほえましく眺める大人。そんな自然公園の一画で携帯電話を片手に涙を流す青年。

　氷裏紅こう夜や。足に怪け我がを負った浅緋の実弟。遊廻の〝願いを叶える権利〟は、約束通り少年の傷を奇跡の力で治癒させた。

　そう。浅緋は遊廻と契約する方を取ったのだ。不意を突かれた風かざ守かみ唯ゆいは【退場ロスト】した。

　遊廻は賭けに勝ったのだ。そして浅緋の願いは叶った。

　やがて通話を終えた浅緋が、涙を拭いながら遊廻へ向き直る。

「弟くんの足、しっかり治っていたようだね」

「……あぁ、一応礼を言うよ。ありがとう」

　遊ゆ廻かいはどうでもよさそうに笑い、「どういたしまして」と言ってみる。

「んで、次にオレはどうすりゃいいの？　受けた恩の分は働くけど？」

「へぇ、話が早くて助かるよ」

　少しだけ感心した遊廻は、目を丸くする。浅あさ緋ひは唇だけで笑う。

「キミの〝バランサーボーナス〟は消されてなかった。ならオレの〝クリアボーナス〟も無事かもしれない。いっそ、それで"Over Image"を無かったことにしたらどうだろう」

「却下。第一、それをやったら君の弟くんの足は怪け我がしたままになっちゃうよ？」

"Over Image"が無かったことになっても、浅緋の弟は同じように事故に遭い、足を怪我するだろう。だがそうなった時、"Over Image"のない世界の浅緋では、弟を救えない。

　いや、『今までに叶かなった願いを取り消す願い、もしくはそれに反する願いは叶わない。部分的に反する箇所がある場合は、その部分のみ願いが適用されない』というルールに則のつとり、"Over Image"のない世界でも浅緋の弟は奇跡的な回復をみせるのかもしれないが。

「……なら、ここで"Over Image"を終わらせるのは？」

「却下。それで得するのは君だけだし、受け入れられるわけがない」

　冷たくそう言った遊廻だったが、浅緋は試すような視線を少女に向けて、続ける。

「でも、オレにはそれができる」

「やっていいよ？　その時はわたしが君の弟くんを殺してしまうかもしれないけどね？」

　遊廻が満面の笑みでそう言うと、浅緋は一瞬圧倒されてから、次はこう返してきた。

「だったらオレは、キミを【退場ロスト】させてから"Over Image"を終わらせればいい」

「構わないよ。あぁでも、今わたしが最も恐れているのは〝"Over Image"が永遠に続くこと〟だから、【退場ロスト】させたら君もこのゲームに一生囚とらわれたままになっちゃうなぁ」

　今度こそ浅緋は閉口した。遊廻は意地の悪い笑みを浮かべ、彼の言葉を待つ。

　彩さいの願いに賛同している遊廻の現在のペナルティは、それが実現しないこと。つまりゲームを無かったことにできなくなる状況だ。弟が回復した今、浅緋は一刻も早くこのゲームを抜け出したいだろう。遊廻に味方するのが、結果的に彼の目的達成に一番近い。

　やがて浅緋は苦笑して、降参するように両手を上げた。

「想像の核同様にキミの性格が歪ゆがみまくってて曲がりまくってることは、よく分かった」

「ご理解いただけたようで、嬉うれしいよ」

「……まぁ、元々恩義には報いるつもりでいたけどさ。君が人を信じるだけの馬鹿じゃないって分かって安心したよ。馬鹿の提案する作戦には従いたくないからな」

　敗退するのが怖くて浅緋に泣き付いたわけではない。考え抜いた上で、それでも博ばく打ちではあったが、成功する見込みがあったから彼に話を持ちかけたのだ。

「それじゃあ氷ひ裏うらくんの簡単すぎる試験を合格したところで訊きくけど、真ま白しろくんはどこにいるの？　それと一いち軸じくくんと桃もも瀬せくんは？」

「真ま白しろクンは遊園地。ここからだと十五分掛からないかな。中学生組は美術館前だよ。つか、金髪美少女の居場所はいいの？」

「まぁ、スタッカートくんが負けるってことはないだろうからね」

　それを聞いた浅あさ緋ひは、納得出来ないといった顔をする。

「なんだよそれ。Ａ─２の、しかも【存在想像マーシヤル】が鏡きよう香かちゃんに勝てるって？」

「彼女なら銀ぎん城じようくんに勝てるよ。綾あや皓しろくんはそうなるように仕組んだんだ」

「……はぁ？」と素っ頓狂な声を上げる浅緋を置いて、遊ゆ廻かいは思案する。

　遊廻が行った判断は、彩さいの意向に反したものだ。少年の怪け我がを治す。見ようによっては善行だが、独善どころかそこには欠片かけらの善意もない。彩は怒るかもしれない。

　いや、自分は彩に好かれたいのではなく、彩を勝利に導きたいのだ。

　ならば憎まれ役だろうが悪役だろうが、いくらでも演じてやればいい。

「取とり敢あえず真白くんを助けに行こう」

　遊廻の提案に、浅緋は冗談っぽく頷うなずく。

「了解ボス。まぁ真白クンとやらは既に負けてるかもしれねーけどさ」

「ネガティブだね、モテないでしょ君」

「そういうキミは性格悪いね、友達いないだろ？」

「いますー。馬鹿にしないでくださいー……まぁ、まだ一人だけど」

　遊廻の返答に、浅緋の顔が引ひき攣つる。

「あー……まぁ、その……なんだ。なんならオレが友達になってもいい……ぞ？」

「結構です」

「即答!?」

　傷ついたような顔をする浅緋を横目に、遊廻は歩き出す。

「走るよ氷ひ裏うらくん。……それと、紀き無なしくんを【退場ロスト】させたことは口にしないように」

「真白クンに？　まぁそう言うなら従うけど、カレに言ったらどうなんの？」

「さぁ？　ただ、オススメはしないよってだけ。目の前に弟を殺した犯人が現れて自白を始めたら、君ならどうするって話だよ」

「……あー、なるほどね。でもキミがもう少し早く来ていれば、彼女も無事だったのに」

「自分の罪を他人になすりつけないでくれますか？」

　二人は軽口を叩たたき合いながら、疾走を開始する。
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　逢あい坂さか藍あいは"Over Image"にて【イマジネーター】を【退場ロスト】させたことがない。

　つまり、このゲームにおいて殺人行為に手を染めたことが、一度もない。

　良心が咎とがめたとか、力が足りずに殺せなかったのではなく。

　単純に、怖くてできなかった。彩さいの妹はほとんど自分の妹も同然だ。家族同然の少女を救うためなら、どんなことだってできると、覚悟できていたはずだった。

　なのに、だ。ゲームだという言い訳が用意されていても、現実を生きる人間を手に掛け、不幸にし、利己的な願いの為ために足蹴にするなんて非道を、歩むことができなかった。

　だから彼女のクラスは、【無理想像アブストラクト】の中で唯ただ一人──Ｃ─３である。

　銃の扱いを知り、弾丸を持ちながら、それを使用できない人間を、誰が脅威に思うか。

　藍あいは失望した。情けない自分に。藍は絶望した。どうしようもない現実に。

　戦わなければならなかった。間違っても自分が敗退してしまえば、そのペナルティとやらは大切な家族を、幼おさな馴な染じみを、友人たちを、不ふ甲が斐いない己を、不幸にするのだから。

　藍は大切な人と共に過ごすことで何があろうと、それを後悔しない。だが、自分が致命的なミスを犯すことで大切な者に迷惑を掛けることだけは許容できなかった。

　そんな折、綾あや皓しろ夜や雲くもは現れた。誰も殺あやめたくはないなら、それでいいと。【調整者バランサー】となり、来るべき時に働いてくれれば、君の願いを叶かなえると。そう言った。

　断れるはずがなかった。なによりそこには、幼馴染の玉たま求きもいた。

　そして、真相を知る。魅み影かげ鬽み黒くろと真ま白しろ彩の顛てん末まつ。

　なるほど、同時期に連続して起こった藍らの〝不幸〟は彩が敗北したことによるペナルティで。しかし魅影鬽黒という少女がいなければ彩が負けることもなかった。

　それから二ヶ月ほどが経たって、彩が再び【イマジネーター】になったのだと知らされる。

　ミラピリカ・スタッカートと魅影鬽黒に接触した彩に、玉求は【調整者バランサー】として接触。

　玉求は鬽黒に憤りを隠せないようだったが、藍は違った。

　彩が鬽黒を庇かばったのは彼自身の意思だ。自分が車に轢ひかれそうになった子供を助けたのも、己の意思だ。彩が【退場ロスト】したのも、自分が陸上を失ったのも、意思が招いた結果だ。

　他人が口を挟む余地は、ない。

「──断ち切れ」

　鬽黒の詠唱が回想を打ち切った。刃状の影が八本に、鎌を振りかぶる鬽黒を加えた九つの斬撃が藍を襲う。鬽黒は正面から、影による剣は左右から藍を挟撃するように四本ずつ。

　藍は渋面を作りつつ、それに対応する。

「……瞬け」

　九つの対象を認識、指定。周囲に藍色の粒子が拡ひろがる。粉雪のようなそれらは、まるで吸い込まれるように影に付着し、そしてそれと同時に、音を立てて影を崩壊させた。

　鬽黒が悔しそうに歯を軋きしませ、すぐさま鎌を創造し直して突進を仕掛けてくる。

「鬽黒ちゃん……その、悪いけど君の攻撃は──」

「聞く耳持ちません」

　単調で大振りな攻撃。藍あいは数歩後退することでそれを躱かわし、鬽み黒くろから距離を取った。

　藍は困ったように苦笑する。灰はい撫なと未み恋れんを逃したはいいが、そこからが問題だった。

　どうにか鬽黒を説得し彩さいを助けに向かいたいところなのだが、それが上う手まくいかない。

　仮にも【無理想像アブストラクト】である藍に鬽黒が勝利することなど、奇跡でも起きない限りはない。

　現状九人しかいない【無理想像アブストラクト】は、そのほとんどが他人の創造に介入する術を持つ。

　綾あや皓しろ夜や雲くもの《空白》ならば相手の想像が及ばない領域を作り出し、真ま白しろ彩の《侵しん蝕しよく》ならば他者の想像を己がモノとし、夢ゆめ壊かい遊ゆ廻かいの《歪わい曲きよく》ならば形ある全てを破壊し、桃もも瀬せ未恋の《拒絶》ならば攻撃の到達を阻害し、逢あい坂さか藍の《瞬間》ならば認識と同時に想像の維持を不可能にさせる。

　風かざ守かみ唯ゆいの《神》は例外中の例外だ。彼女は災害を操る。科学のない時代、あらゆる自然災害を、人々は神の行いだと認識していた。複数の能力を扱いたかった彼女は、自分なりの解釈でそれを想像の核にしたのだ。

　どちらにせよ、凡百の参加者などでは到達できぬ位置に、藍らはいる。

　それは根本的な性能差。埋めようのない実力差。抗あらがう姿が虚むなしく映るくらいの、現実だ。

　なのに魅み影かげ鬽黒という少女は、諦めない。

　自分の命を諦めたくせに、自らの恩人の為ために、汚れることを厭いとわない。

　恐ろしい、と思った。同時に危うい、とも。そして同じくらいに、苛いら立だってもいた。

　鬽黒と綾皓が交わした契約はこうだ。

　今回の戦いで充分な働きを見せれば、鬽黒の為に〝真白彩のペナルティを無かったことにするという願いを叶かなえる〟、というもの。

　彩が綾皓に勝利できればそれでよし、敗北しても彩だけは救済できる。

　だが、綾皓が鬽黒に持ちかけた条件はもう一つあった。

　戦いに臨む前に〝真白彩あるいは綾皓夜雲が【退場ロスト】した場合、同時に魅影鬽黒も【退場ロスト】する〟という願いを、今朝、元第六位を下したことで手に入れた〝バランサーボーナス〟を使用することで叶えさせられた。

　つまり、綾皓が彩に勝利した場合。彼は当然、不殺など掲げていないから彩はゲームから敗退し、"Over Image"の記憶を失うもペナルティは負わずに済む。

　だが魅影鬽黒は道連れにゲームオーバーとなり、その存在が無かったことになる。

　そして、万が一彩が綾皓を殺あやめようと決意したとして、綾皓は鬽黒との契約を口にするだろう。そうなれば彩は手出しができなくなる。結果的に、勝利は絶望的になるだろう。

　最初から鬽黒は、己の消滅と引き換えに、彩だけを救おうとしていたのだ。

　藍はそれが、気に食わない。

　鬽黒の彩に対する恩義を利用した綾皓も、彩を死ぬ理由に使う鬽黒も。

「鬽み黒くろちゃん……君のそれは忠義じゃなくて、依存だと思うな」

　鬽黒は答えない。ただ無心に、届きもしない刃を振るう。

「自罰的なのが悪いとは言わないけど、果たして君が自分の所せ為いで消えてしまったとして、彩さいはそれを喜ぶのかな？　あたしは、そうは思えないんだけど」

　鬽黒はピクリと肩を動かして反応し、無表情で鎌を横薙なぎに振るって、言う。

「決めたことです」

　その言葉を聞いて、藍あいは仕方なく、やるしかないか、と決意した。

「………………あー、へー、そーですかー、そーきますかー」

　そう言ってから一つ、大きな溜ため息いきを吐く。両手で顔を挟むように、ぺちぺちと叩たたく。

「いいよ。君が譲らないって言うならそれもいいさ、あたしも退かないけどね」

「……今更何を」

　鬽黒は冷ややかに呟つぶやきながら鎌を振り下ろすが、それは藍に届く前に弾けて消える。

「ちょっとカチーンと来たから、お仕置きだぞ鬽黒ちゃん。あたしの幼おさな馴な染じみを、自殺する理由に使うなよ。彩は自分の為ために命を捨てさせたくて君を助けたわけじゃない」

「私の命を私がどう扱おうと、私の勝手では？」

「だったら、彩を理由にしないで一人で消えれば？」

　面食らったような顔をして、鬽黒の動きが止まった。藍は畳み掛けるように口を開く。

「灰はい撫なちゃんと未み恋れんちゃんは遊園地に向かった。きみはもう〝充分な働き〟とやらを果たせない。本当に彩を大事に思っているなら、今すべきことはこんなことじゃないでしょ」

「…………」

「君は彩の役に立ちたいのか、それとも死ぬのに尤もつともらしい大義を探してるのか、どっちなの？　あたしも彩も、君に消えてほしくないと思ってる。それでも消えてしまいたいと君が望むなら、彩を言い訳にしないで、今すぐにクリアボーナスで消えればいい」

　鬽黒の表情に亀裂が入る。彼女の手から大鎌が滑り落ち、地面に落ちて金属音を鳴らす。

　彼女は恐れているのだ。独りになってしまうことを。存在価値の喪失を。

　寄す処がを持たなかった少女にとって、彩は生まれて初めてと言ってもいいほど自分を見てくれる人間だった。そんな少年が自分を庇かばってペナルティを背負うことになり、鬽黒には深い罪悪感が刻まれる。あまりに柔弱な己を、変えたいと思うほどに。

　予期せず恩人との再会を果たした鬽黒は、しかし負い目からかかつてのように彼を頼れない。彩は着々と、鬽黒以上の実力者を味方に付けていく。もともと自己評価の低かった鬽黒の焦燥は募りに募り、ついに先日、それは限界まで達した。

　彩の願いが叶かなうかもしれない段階に突入して、鬽黒は気づく。おそろしい可能性に。

"Over Image"というデスゲームが終了してしまったら、学年も性別も趣味も違う彩と自分の繋つながりは、切れてしまうのではないか？

　彩さいは優しいから、しばらくは自分に関わろうとしてくれるかもしれない。だが、それは永遠じゃない。一年か、二年もあるのか。そこから先、鬽み黒くろはまた独りになってしまう。

　彼女は多分、それを異常に恐れた。

　一度、知ってしまったから。優しくされることの温かさを、他た愛あいない会話を交わすことの心地よさを、独りではないときの楽しさを。

　知ってしまったら、もう知らなかった頃には戻れない。

　それなのに、自分はいずれ、独りぼっちに逆戻りだ。

　だから鬽黒は、それが嫌で、嫌で嫌で堪たまらなくて、消える言い訳を探した。

　そしてそれを、綾あや皓しろは彼女に示してしまった。

　可哀かわい想そうだとか、仕方がないだとか、そんなことを藍あいは思わない。

「ただ、君は自分の本心を誤ご魔ま化かして消えてしまおうとしている。それだけは間違っていると、はっきり言えるよ」

　藍の言葉を受けて鬽黒は力無げに笑い、乾いた声で言う。何もかもを諦めたような顔で。

「……逢あい坂さかさんや真ま白しろさんには、一生理解できませんよ」

「だろうね、あたしも彩も、悲劇のヒロインごっこに意味はないと知っているから」

「最初から決まっているんですよ。逆境や苦難に際して、それに立ち向かえる人間と、逃げ出してしまう人間。目の前が真っ暗闇だっていうのに、真白さんもあなたも、構わず全力疾走する。誰もが、そうできるわけじゃない」

「彩を助けに行くか、ここで勝手に何の意味も持たずに消えるか、これは簡単な二択だ」

　鬽黒は首を横に振る。その顔は泣き出す寸前みたいで、瞳は潤んでいる。

「選べないんですよ。選択肢が目の前にあっても、必ずどちらかを選ばなくてはならないのだとしても、できないんです。無理なんですよ。決められない。自信も確信も持てない。怖いんです。……それに、今更どんな顔をして、真白さんたちに逢あえばいいんですか」

　それはもう、藍からしたらほとんど答えだった。鬽黒は選んでいる。とっくに。

「別に、堂々と逢いに行けばいい。友達と逢うのに、難しい作法はいらないんだから」

「だから……！　それができない人間も、いるんです！」

　鬽黒は視線を鋭くし、声を張り上げた。悲痛な叫びが、純白の世界に反響する。

　魅み影かげ鬽黒は、知らないのだ。友達の作り方も、仲間の在り方も。だから、恐れている。

　もしかしたら自分は致命的な間違いを犯したのではないか、これでいいのか。鬽黒にとっては全てが手探りで、一度彩を裏切ってしまった今、彼女の思考はパンクしている。

　でも、だからこそ、鬽黒は自分で選ばなくてはならない。

　依存や停滞の先には、何もありはしないのだから。

　藍は鬽黒の眼前まで近づき、手を差し伸べる。

「あたしはこれから、彩を助けに行く。一緒に行くなら手を取って」

　鬽み黒くろの瞳に迷いが奔はしる。弱々しげに光が揺らめき、やがてその視線は逸そらされた。

　それは、紛まぎれも無い逃避。彼女は、この期に及んで、選ぶことから逃げようとしている。

「……よく分かったよ。君は彩さいを裏切ったんじゃない。見捨てたんだ」

　藍あいは呆あきれるように笑って、手を引っ込めた。鬽黒に背を向け、歩き出す。

　彼女を責めるつもりなんてない。藍が考えていたより、鬽黒の精神が脆もろかっただけだ。

　藍は鬽黒を友達だと思っているし、彼女に消えてほしくないが、当の本人が思考停止しているのでは意味が無い。助けを求めない人間を救おうとするほど、藍は偽善者ではない。

「…………ってください」

　不意に、小さな、靴音に掻かき消される程度のか細い声が背中に掛かるが、藍は止まらない。後ろから響く足音が次第に大きくなり、音の間隔が短くなり、やがて藍に追いつく。

　だが、藍はそれに気づかないふりをする。

　少女が傷ついたように喉を鳴らす音が聞こえた。足音が消える。

　そして、息を吸い込み、少女は言う。

「待って、ください……！」

　鬽黒が藍の右手を強く、掴つかんだ。藍は立ち止まり、冷ややかな視線を鬽黒に向ける。

　少女の顔は真っ赤だ。視線は泳ぎ、額には汗を浮かべている。緊張しているのか息は荒いし、小さな身体は震えている。

　でも、その表情は、どこまでも真に迫っていて、藍を引き止めるには充分だった。

　水気を帯びた黒曜石の双そう眸ぼうが、藍を上目遣いに見上げる。意を決したように、口を開く。

「私は、自分が嫌いです」

「……うん」

「主体性がなく、夢もなければ個性もない。中身が空っぽのくせに、そんな自分に誰か価値を見出みいだしてくれないかと漠然と願い、結果真ま白しろさんに依存した自分が、大嫌いです」

「…………うん」

「ずっと、消えてしまいたいと思っていました。今、この瞬間だって。……でも、それ以上に、真白さんの助けになりたい、です」

　そこで一度区切り、鬽黒は大きく深呼吸する。そして、続けた。

「許されなくても、これから先ずっと独りになるのだとしても、構いません。真白さんを助けたい。そう思ったのだけは、嘘うそじゃないから。これは、本心だから。だから──」

　そして彼女は、可か憐れんに微笑ほほえんだ。

「私も一緒に連れて行ってください」

　友人のそんな決意を無下に扱えるわけもなく、藍は笑顔で承諾。

「じゃあ、行こうか。一緒に」





STAGE.21　◇色鮮やかに◆







「──瞬け」彩さいの右手に握られていた洋剣に純白の粒子が付着し、それが爆はぜた。

　彩は表情を歪ゆがめながら柄だけになった刀剣を投げ捨て、新たに創造し直す。

　憐あわれむような視線を寄よ越こす綾あや皓しろとの距離を詰め、袈け裟さ斬りを見舞わせようと剣を一いつ閃せんさせる。

　最強のプレイヤーは、それを《壁》で防ぐことをせず、素手で受け止めた。

「不屈は美徳とされているけれど、限度を過ぎればただただ哀れだよ、真ま白しろ」

「……うる、せぇ」

　彩は喘ぜん鳴めい混じりに、どうにかそう返す。綾皓が無傷なのに対し、彩は満まん身しん創そう痍いだった。

　身に纏まとう衣類はびしょ濡ぬれで、所々切れ込みが入っている。左腕は欠けたままで、右腕にも大きな裂傷が刻まれていた。剣を握っていること自体が奇跡的で、それは綾皓が冷笑した、惨めなくらいの不屈が為せる意地のようなものだった。

「……どうしてそこまでする。どうして諦めない。どうして君は、立ち止まらないんだ」

　彩は綾皓との戦闘開始から、彼を一度も傷つけることができていなかった。

　彩の攻撃に対し回避行動すら取らずに、少年はそれを無効化する。綾皓の創造を、彩は《侵しん蝕しよく》できない。攻撃回数は圧倒的に彩が上、しかし結果はこの有り様だ。

　勝てない。そんな想おもいが胸中を侵蝕する。自分の行動は無駄な足あ掻がきでしかなく、目の前の敗北をどうにか先送りにしているだけで、いずれそれは自分に追いつく。

　なら、自分がいまだに、懸命に抗あらがい続ける理由は、なんなのか。

「君では僕に傷を付けることすらできないよ。それぐらい、理解しているだろうに、何な故ぜなんだ？　大切な者の不幸を無かったことにしたい？　……なら、そうだ、諦めるといい。【イマジネーター】の救済を諦めれば、君の願いだけは叶かなえよう」

　綾皓は名案だと言わんばかりに笑みを浮かべる。彩がその提案に飛び付いてくるのを待ち構えるように、首を傾かしげる。神が人を試すように、救いの糸を垂らすように。

　少年が何を考えているのか、彩には分からない。だが、それはとても甘美な誘惑。

　どんな策を弄しても勝てない相手からの、謎の譲歩。信用こそできないが、無下にもできない。彩は幼おさな馴な染じみたちの心傷を消してしまいたい。妹にあるはずの未来を、返したい。

　剣を捨て、肩の力を抜く。彩の瞳から覇気が消える。それを見て、綾皓は微笑ほほえむ。

　次の瞬間、その顔が歪んだ。

「──ッ!?」

　そして、彼がその場を動いた。彩の右拳が彼の顔面を捉えたのだ。

　後退した綾皓が、蔑むように彩を睨にらみつける。眼光は鋭く、瞳は落胆に染まっていた。

「…………真ま白しろ、君は選択を間違えた。大切な者を救うチャンスをふいにしたんだ」

　口の中が切れたのか、彼の口元には血が滲にじんでいた。それを見て、彩さいは唇を吊り上げる。

「俺程度じゃ、傷を付けることすらできない？　嘘うそを吐くなよ。血、出てるぞ？」

「一撃とすら言えないような不意打ちが、よほど嬉うれしかったと見える」

　血液混じりの唾を吐き、綾あや皓しろが口元を拭う。そして浮かべるのは、冷酷な憫びん笑しよう。

「嬉しいさ。お前は最強でも、無敵じゃない。なら、勝てない道理はないだろ」

「馬鹿は死んでも治らないというが、君を見ているとそれが事実だと思わされるよ」

「馬鹿はお前もだ、綾皓。お前のくだらない自問に、他人を巻き込むな」

「あぁ、だから君を【退場ロスト】させて、終わりにするさ」

　視線が交わり、会話は途切れ、二人は動いた。

「──侵せ」「──隔てろ」

　彩の右手を純白の《侵しん蝕しよく》が覆う。綾皓の周囲を雪白の《壁》が漂う。

　彼へと振るった拳が宙を舞っていた《壁》に阻まれるが、均衡は長くは続かなかった。

　数秒としない内に防壁に罅ひびが入り、衝撃に耐え兼ねるように砕け散ったのだ。

　それを見た綾皓が目を瞠みはる。彩は追撃する為ために踏み込み、後退しようとする少年の鳩尾みぞおちに拳を叩たたき込んだ。立ちはだかるようにして現れた三枚の《壁》を物ともせずに破砕して、彩の攻撃は再び最強の【イマジネーター】に届く。

　驚きよう愕がくと予期せぬ痛みに顔を歪ゆがめ苦鳴を漏らす綾皓に、彩は容赦なく連撃。

　既に左腕を失っていたため手数こそ少なかったが、それは常勝無敗の綾皓から余裕を奪うには充分過ぎる痛打。動揺を露あらわにする綾皓が平静を取り戻したのは、彩の斬撃が彼の胸元を薄く斬り裂いてから、すぐのこと。

　素早く彩の一いつ閃せんを躱かわしてから軽やかに後退し、綾皓は言う。

「信じ難がたいが、君はこの短時間で、驚くべきスピードで、まだ成長し続けているのか」

　賛嘆するように綾皓は言う。重傷とはいえないまでも多くの傷を負っていながら、笑う。

「……そんな大げさなもんじゃない。単純に、お前を傷つける想像ができただけだ」

　最強の称号、Ａ─１一位という事実。綾皓夜や雲くもという少年に対する警戒心が、彩の思考を曇らせていた。勝利のビジョンが浮かばなければ、勝てるはずもない。

　彩の想像力で生み出された攻撃は全て、彩の弱気すらも反映する。

　が、先程一発入れたことで、そんな不安は霧散した。

　傷つけることは不可能でないと、自分自身の行動が証明したのだ。

　彩の攻撃は必殺には遠いが、通用はすると、実証できた。たったそれだけのことだ。

「それでも、何も変わらない。君の《侵蝕》は所詮《空白》の下位互換でしかないからだ──斬り殺せ」

　彼の言葉が事実であると告げるように、中空が歪む。大鎌の刃のような形状の武器がいくつも上空に展開される。真っ白なそれらは豪雨のような気軽さで、彩さいに降り注ぐ。

　咄とつ嗟さに身体を横転させ、彩は純白の刃達たちを回避した。

　風刃は地面に破滅的な傷跡を刻み、役目を終えて霧散する。

「──囚とらえろ」地面が蠢しゆん動どうし、信じられないことに隆起した。瞬く間に即席の牢ろう屋やができあがる。四方を格子に囲まれた彩に止めを刺すように綾あや皓しろは言う。

「──灼やき殺せ」白はく焔えんが噴き上がり、怒り狂うような奔流となって彩へと雪な崩だれ込む。いくら彩といえど、視界を覆い尽くすほどの焔ほのおを一瞬で支配下に置くことはできない。

「──掻かき消せ……ッ」寸前でどうにか格子を破壊し脱出。迫り来る豪炎から身を守るように一瞬、全身に《侵しん蝕しよく》を張り巡らせる。彩の周囲から炎熱が失うせ、通り過ぎたそれらは例によって消えていく。

「【幻現境界】」彩は弓を創造し、素早く矢を番つがえた。《侵蝕》を帯びた弦から鏃やじりまで白一色に染まった洋弓から、矢を放つ。それは一直線に綾皓へと向かい、いくつもの《壁》を貫通しなお突き進み、だが綾皓の身体に到達はしなかった。

「掻き消せ」綾皓は涼しい笑顔で掌を翳かざし、彩の攻撃を《侵蝕》で掻き消した。

　そこに至って、彩は彼の先ほどの言葉、その真意に気づく。

　彩の能力すら、綾皓は模倣して見せた。だが、彩に綾皓の真ま似ねはできない。彼が言ったように、彩の能力は綾皓の劣化版に過ぎない。酷似こそしているが、類似品でしかない。

　しかし、その程度の事実が明らかになったところで、さしたる問題はなかった。

　どれだけの絶望を羅列させたところで、彩に諦観を押し付けるには足りないのだ。

　全ての参加者の願いを、逢あい坂さか藍あいの心遣いを、緋ひ村むら水母みなもの健気けなげな前進を、魅み影かげ鬽み黒くろの離反すらも否定して、自分は突き進むことを決めたのだから。

　圧倒的優勢を見せ付けたにもかかわらず、彩の瞳に僅かばかりの動揺も奔はしらなかったことを確認して、綾皓が歯を軋きしませた。端整な顔を、どこか悔しそうに歪ゆがめる。

「……理解に苦しむよ、真ま白しろ。君の独善が成就しようが、それで救われた人間は君に恩義なんて感じない。それどころか、君は生存している参加者らの恨みを買うことになる。君の救済行為は、残念ながら君自身を救済しないんだ。分かっているのか？」

「お前は行動する度に、一々見返りを求めるのか？　そんな面倒な考え方してるから、無駄に壮大で傍はた迷めい惑わくな答え合わせとか言い出すんだ。俺はただ、自分がどうしたいかを考えて、行動してるだけだよ」

「……自分が、どうしたいか……？」

「俺はやっぱり、助けられるなら助けたいと思うよ。救う価値がどうとか、よく分かんないし。結局のところ、お前もそうなんじゃないのか？」

　人間に失望したというなら、それこそ彼にはこのゲームを続ける理由がない。

　しかし彼は、答え合わせなどと言い訳して"Over Image"に居座り続けている。

　まるで、人を救う理由を探し続けるみたいに。それを求めるみたいに。

「……僕は君とは違う」

「そりゃそうだ。俺は答え合わせになんか興味ない。お前とは違うよ」

　彼の停滞は、長すぎる逡しゆん巡じゆんは、誰かを助けたいという想おもいの裏返しだ。

　綾あや皓しろが彩さいに何を見出みいだそうとしているのかは知らない。ただ、彩のやることは変わらない。

「認めない。僕は、君のような存在を、認められない」

　彼の鳶とび色いろの瞳の中で、光が揺らめく。充満していく敵意、放たれる害意。

　そして歪ゆがんだ殺意が、牙を剥むく。

「──貪れ」彼の背後、何もない空間で火花が散る。石を打ち合わせるような音が断続的に響き、それに伴って白炎の火球が出現。その数は十一。そして火球は姿を変える。

　翼も瞳も嘴くちばしすらも不気味なまでに純白に染まった、鴉からすへと。鴉の群れは一斉に羽ばたき、白い羽を散らしながら散開。不規則な軌道で低空飛行を続けながら、彩へと大挙襲来する。

　咄とつ嗟さの判断で洋剣を創造し、眼前に迫った一羽を薙なぎ払おうと剣を一いつ閃せん。白い刃は鴉の首を容易たやすく断裁する。だが死骸むくろは消えずに、ぽとりと地面に落ちた。

「……？　──ッ!?」

　数瞬遅れて気づくが、間に合わない。

　息絶えた鴉の骸は不自然なまでに膨張し、爆発した。飛散した肉片はそれぞれが刃の硬度を持っており、直撃を受けた彩の全身に細やかで鋭利な弾痕が穿うがたれる。

　どうにか後退し煤ばい煙えんと火炎から逃れた彩の許もとへ、待ち構えていたとばかりに鴉が突進し、彩の脇腹に嘴を突き立てた。そして臓ぞう腑ふを啄ついばむように中へ中へと侵入を試みる。

　心臓が激しく収縮する。表情が引ひき攣つる。想像を絶する痛みに悶もん絶ぜつすらもできない。

　痛みから脱したい一心で、柄頭を鴉の頭部に叩たたき付けた。鴉は地面に堕おちたが、それだけで息絶えたようだった。死は起爆のスイッチ。

　彩は前方に飛び込むように跳躍。前転の要領で受け身を取る彩の背後で白い鴉が爆はぜた。

　爆発音が連続したところを見ると、数羽が誘爆したようだ。

　敵を餌と見み做なして襲う十一羽の爆弾鴉。たった二羽で彩を追い込んだ創造物は、いくらか数を減らして残り七羽となっていた。

「──噛み砕け」肉食獣の咆ほう哮こうが轟ごう然ぜんと鳴り響く。鳴き声の発信源は綾皓の隣。

　狼おおかみ、なのだろう。しかし大きさは桁違いだった。

　幻獣に分類されるような巨体は、自動車ほど。もちろん尻尾や体毛、牙に至るまで雪を被かぶったような白一色。バチバチと不吉な音を纏まとった狼は、帯電しているようだった。

　爆発する鴉の群れと、雷電を帯びた巨狼。それらの挟撃を、果たして防ぎきれるか。

　冷静に考えれば、無理だった。疲弊しきった自分では、この絶望を打開できない。

　だが、それでも彩の瞳には、生気が宿っていた。諦観など、一ひと欠片かけらも混ざっていない。

「さようなら真ま白しろ、言葉だけじゃ人は救えないんだよ」

　見下すように、だが悔しそうに、綾あや皓しろは呟つぶやいた。それは紛まぎれもない、同族嫌悪。

　凄烈な攻撃が迫る中、彩さいの視界の端に、希望が映り込む。彩は目を丸くして、微笑ほほえんだ。

「でも、言葉が人を動かすんだよ、綾皓」

　綾皓と彩は違う。彼は人を従わせてこそいるが、どこまでも独りだ。独りで完全であるが故に、たった一人の強者であるが故に、分かっていない。──弱者の戦い方を。

「──隔てろ」「──圧し潰せ」

　白と白の戦闘に、忽如として桃色と灰色が介入した。

　ぐぎゃ、という呻うめきとも破壊音とも取れない怪音を発し、白狼おおかみは頭を垂れている。否、巨体を覆い尽くすほどの重力の奔流に逆らえず、身体が軋きしみを上げているのだ。

　同時に、打ち上げ花火が上がるような快音が連続。直線的な動きで彩へと押し寄せていた鴉からす一羽一羽の進行上に桃色の《壁》が出現し、激突した鴉の群れが残らず爆散したのだ。

　白煙が頭上を舞い、地面が陥没するほどの圧力に巨浪が圧潰し、消失する。

「危機一髪……だね」

　無機質で平へい坦たんな少女の声が、耳を撫でる。桜色の毛髪と横髪を結っているリボンを靡なびかせ、桃もも瀬せ未み恋れんは彩の隣へと駆け寄ってきた。

「なんて良いタイミングなんでしょう……正義の味方っぽいですよね、今の」

　ふわりと、一いち軸じく灰はい撫なは天女のように地面に舞い降りた。彼女自身の《重力》の応用で浮遊していたのだろう。二つに結われた髪をぴょこぴょこと揺らし、興奮気味に彩に問う。

「……あぁ、二人共ありがとう、助かったよ」

　素直に感謝してから、彩は二人を見み遣やり、表情を歪ゆがめる。

　少女らは家着姿のままで、靴すらも履いていなかった。その状態でここまで駆けつけてくれたのだろう、細く白かった足はぼろぼろに傷ついており、痛ましい姿を晒さらしている。

「……足、大丈夫なのか？」

　彩が申し訳なさそうに言うと、二人は「お前が言うのか」みたいな顔で彩を凝視。

「……せんぱいこそ、だよ」「左腕が失くなっている先輩に心配されても……」

　二人があまりに冷静にそう言うので、彩は苦笑。痛ましさでは自分の方が格段に上なのだと自覚させられる。

「──群れを成せ──貪れ──泥土を舐なめろ」

　三人の間に流れかけた穏やかな空気を引き裂くように、綾皓が詠唱。

　先程の白狼が七匹の群れとなって出現、白鴉が十一羽セットで滑空、そして地面が蠢うごめいて土塊となり、それが人の形を成す。ゴーレム、とでも言えばいいのか、それが十、いや数十体も彩らを包囲するように生まれる。

　腕が異様に長く、反して足は短い、ドラム缶のような寸ずん胴どう、バケツのような頭部、窪くぼんだまま何も入れられていない眼孔、乾ききった肌。そしてやはり、色は白。

「…………ぅ」

　あまりに生々しく気味の悪い土塊人形の大量生産に、ポーカーフェイスが自慢の未み恋れんの表情にも亀裂が走る。

「なんですかアレ、キモイですキモイですキモイです……！」

　小さな悲鳴を上げながら顔面を蒼そう白はくにして彩さいに抱きついてくる灰はい撫なを見て、未恋も真ま似ねするように彩にすり寄る。

「いや、お前ら……それどころじゃ」

　機械的で緩慢な動作でにじり寄る土人形、威嚇するように尻尾を逆立てながら好機を窺うかがうようにこちらを睨にらむ白狼おおかみの群れ、命を擲なげうつことを恐れずに突撃を敢行する鴉からすたち。

　間断なく彩らを襲う脅威に、彩がどう対応するべきかと逡しゆん巡じゆんしたのも束つかの間ま。

「──焦土と化せ」「──曲がれ」

　豪炎が突如として燃え上がり、舐ねぶるように地面を這はう。闇のように暗く、深海のように青い、そんな焔ほのおは人型の土塊を巻き込み、一瞬で灰に変えた。どうにか逃れようと後退する白狼の回避行動も虚むなしく、青藍の焔は無慈悲に狼の群れを呑のみ込み、炭化させる。

　それと同時進行で、空には紫紺の華が咲き乱れていた。

　湖面に立つ波紋のような渦が鴉達たちを正確無比に捉え、自爆する暇すら与えず《歪わい曲きよく》する。羽を散らした白鴉は堕おちることもなく消滅してしまう。

　現れた人物を見て、綾あや皓しろは不愉快そうに唇を歪ゆがめ、彩は見知らぬ青年に首を傾かしげ、中学生二人はポニーテールの少女の登場に表情を固めた。

「……あー、まぁなんだ。キミらんとこの大将は、命の危機にあっても女の子とイチャついてないといけない病気でも患ってんのか？　なぁ、遊ゆ廻かいちゃん」

　夜闇を纏まとったような毛髪を掻かき上げ、目つきの鋭い青年は言う。

「うぅむ。こうなるとわたしは前と後ろ、どちらから抱きつけばいいのかな？」

　青年の言葉には返答せず、遊廻は暢のん気きにもそんなことを宣のたまい、彩に近づいた。

「お待たせしたね、真ま白しろくん。助けに来てあげたよ？」

　なんて言って、遊廻は背後から抱きつくように彩の首に手を回す。

「……後ろの奴やつは？」

　青年に視線を向けた彩に、遊廻は瞬まばたきのついでみたいな気軽さで応える。

「さぁ？　気づいたらついてきてたの、怖いよね」

「オレは野良犬か何かかッ……？」

　呆あきれるように呼気を漏らし、青年は頬ほおを掻いた。

「氷ひ裏うら浅あさ緋ひだ。別に覚えなくていいぞ。色々あって遊廻ちゃんと友達になったんだ」

「はい？　氷裏くんと友人になった覚えはないんですけど？」

「……冷てぇなぁ。オレに一つしかない大事なものをくれただろ？」

　浅あさ緋ひと名乗った青年が、遊ゆ廻かいをからかうように言った。遊廻の頬ほおが引ひき攣つる。

「……氷ひ裏うらくん？　真ま白しろくんの誤解を招くような不愉快なことを言わないでくれるかな」

「嘘うそは吐いてねぇだろ？　ホントは真白クンにあげるつもりだったものを、オレに──」

「曲がれ」

「うぉッ!?」

　可愛かわいげな声と笑顔で、遊廻が浅緋に攻撃する。彼の立っている地面に紫紺の波紋が立ち、瞬く間に破壊の痕を刻んでいく。浅緋はそれをどうにか回避し、呻うめいた。

「危ねぇなぁ……。当たったらどうするつもりだったんだよ」

「うん、次で楽にしてあげるからね」

「殺すつもりだったッ!?」

　コントのような二人の掛け合いを見て、彩さいらは困惑し、綾あや皓しろは──笑った。

　道化の愚かしさを嗤わらう、観客のように。

「夢ゆめ壊かい、やはり、君と真白は二人で一組なんだ。相反する性質を持つ君達たちが協力しあってようやく、僕の敵と呼べるまでになるんだね」

「……どうしたんだ夜や雲くもクン。いつにも増してセリフが芝居がかってるぞ」

　綾皓の言い回しに寒気を覚えたのか、浅緋は身を抱くような仕草をしてみせる。

「……氷裏か。その様子だと、君の弟君は救われたようだね。おめでとう、今まで散々他人を不幸にしてきた苦労が、ようやく報われたね」

「あー……。ドーモ。相変わらず、人を最悪な気分にさせるのが上手だね、キミは」

「ところで、紀き無なしはどうしたんだい？　いや、連れてきていないのだから、そういうことなのだろうね。君は君の役目を果たしてくれたんだ。感謝するよ」

「……っとに歪ゆがんでんなぁ。【無理想像アブストラクト】ってのは皆そうなのか？」

　些いささかも態度を変えない綾皓に、浅緋は鼻白む。

　浅緋の言葉に、【無理想像アブストラクト】である未み恋れんはムッとしたようだった。

　が、彩にしてみれば、それどころではない。

「ちょっと待て、氷裏って言ったか、お前、玉たま求きに何をした」

　焦燥が、彩の語気を荒く、冷たいものにする。彩から放たれた殺気めいた覇気に、未恋と灰はい撫なが怯おびえたような顔をし、浅緋が愉快げに口笛を吹く。

「いや、真白くん、これには事情が」

　珍しく困ったような笑みを浮かべて、遊廻が宥なだめるように言うのを浅緋が制した。

「これは隠せねぇよ遊廻ちゃん。正直に言った方がいい」

　そして、彩を正面から見据えて、彼は平然と口を開く。

「玉求ちゃんはオレが【退場ロスト】させたんだ」

「な──ッ」彩さいが何かを言うより先に、浅あさ緋ひは続ける。

「オレを殴りたいなら、後で好きなだけどーぞ。けど、少なくとも今はケンカしてる場合じゃないだろ。仲良くはできなくても、互いに我慢はしないとさ」

　そう言って一瞬、浅緋は綾あや皓しろに視線を向けた。静観に徹するつもりなのか、彼が彩らに攻撃を加える様子はない。それは、確かな異常。しかし彩は、それに気を回せない。

「何、言ってんだお前」

「はぁ？　全部説明しないと分かんねぇのか？　俺は元々夜や雲くもクンの手下なの。だから命令に従ってキミの可愛かわいい幼おさな馴な染じみを排除したわけ。その後に遊ゆ廻かいちゃんが現れて、今の上司より好条件を提示してくれたから、キミに加勢しに来たの。分かる？」

　簡潔で、実に分かりやすい説明だった。

　話の流れから察するに、遊廻が提示した条件は〝願いを叶かなえる権利〟の譲渡だろう。

　彼は弟を救うために戦っていて、遊廻がそれを叶えたから契約を履行するために彩陣営に加わった。それだけ。単純な話だ。単純で、不愉快な話だ。

「ふざけんな、そんなの納得できるわけが──」

　彩の怒りに、浅緋はいっそ憐あわれむような視線を寄よ越こした。

「ふざけてんのは、オマエだろ」

　唾棄するような勢いで、浅緋は続ける。

「オマエ、卑ひ怯きよう者ものだよ。理想語って、それを貫くために何かしたか？　汚い役を全部遊廻ちゃんに押し付けて、独善振ってりゃ満足かよ？　遊廻ちゃんがオレの願いを叶えなかったら、今頃オレともう一人のＡ─１は夜雲くん側としてここに立ってたぞ？　そん時オマエは、正義翳かざしてオレらに勝てたか？　夜雲クンにも太刀打ちできねぇくせしてよ」

「…………ッ」

　遊廻が彩の意思に反して浅緋に契約を持ちかけたということは、そうでもしなければ生き残れない窮地に立たされたということでもある。

　浅緋に助けられた彩は、間接的に遊廻の機転に救われたことになるだろう。浅緋が玉たま求きを敵として排除したのは、【イマジネーター】としては自然な行為だ。大切な幼馴染を傷つけた相手を許そうなどとは思えないが、彼の言っていることは正論でしかない。

　自分は独り善がりに周りを巻き込んで、仲間に手を汚させた最低の人間でしかないのだ。

　彩の不殺は《色彩世界》において正義でも、《反転世界》においては弱さでしかない。

「理想を語るなとは言わねぇけどさ、フェアじゃないだろ。キミだけが綺き麗れいでいれば満足なのかよ。その潔癖症が仲間を殺していると、何な故ぜ気づけない」

　その通りだ。彩が誰も殺さないのは、彩自身の決意である。しかしそれは、このゲームを勝ち進むにあたってデメリットしか生まない。

　ただでさえ戦力で劣る彩の仲間たちが、格上の相手に不殺を掲げた状態で勝利することなど、できようはずもない。それを知っていてなお、彩さいは仲間にそれを、強要した。

　ならば、それによって彩陣営にもたらされた人的被害は、その責任は、彩にある。

「……氷ひ裏うらくん、言い過ぎだよ」

　やんわりと諌いさめるように言う遊ゆ廻かいを、浅あさ緋ひは睨にらみつけた。

「キミがこいつを庇かばう理由が分かんねぇよ。初めてのお友達はそんなに大事か？　こいつより上等な人間なんて、他に腐るほどいるぞ？」

　なんら間違っていない浅緋の指摘に、しかし遊廻は一際不愉快そうな声で返す。

「だから？　わたしが、自分がどうなってもいいから助けたいと思う友達は、真ま白しろくんだけなんだよ。それを君にとやかく言われる筋合いはないと思うんだけど？」

「……あー、まぁ、そりゃそーだ。出過ぎたことを言ったね、悪かったよ」

　遊廻の瞳に昏い光が迸ほとばしるのを見て、浅緋は肩を竦すくめた。彩の耳に顔を寄せ、呟つぶやく。

「仲間に恵まれてよかったな。オマエの正しさは、オマエ以外の人間の苦痛を犠牲に成り立っている。そこまでしなきゃ維持できない正義に、一体どれだけの価値があるんだ？」

　顔を離した浅緋は一転して明るい笑みを浮かべ、彩から目を逸そらした。

「久しぶりだよな、未み恋れんちゃん。そっちの子が親友の灰はい撫なちゃん？」

　綾あや皓しろの元配下で焔ほのおを操るということは、彼はＡ─１四位《鮮血紅穿ブラツド・バレツト》なのだろう。

　ならば同じＡ─１であり、元【調整者バランサー】である未恋と面識があってもおかしくはない。

「キミらは藍あいちゃんと鬽み黒くろちゃんが相手だったんだろ。どうやって勝ったんだ？」

「…………勝ってない、よ」

　未恋と灰撫が言うには、藍が彩を助けようと提案し、鬽黒がこれに反発。藍は鬽黒を食い止める役に徹し、二人にこの場所を記した紙を渡し、逃したのだという。

　その様子が容易に想像でき、彩は苦笑しようとして、失敗する。

　灰撫と未恋の二人がこの場に辿たどり着けたのは勝利したからではなく、藍が彩を助けようとしたからだ。もし用意された敵が藍じゃなかったら、二人が駆けつけてくれることもなく、彩は先ほどの攻撃で敗退していたかもしれない。

　途端に、彩を羞恥が襲う。情けなくて、申し訳なくて、堪たまらない気持ちになる。

　浅緋の怒りは尤もつともだ。自分は無計画で無責任で、どうしようもないくらいの愚か者だ。

　しかし、綾皓は彩に内省する時間を与えてはくれなかった。

「さて真白、これで取り返しはつかなくなったね。紀き無なしが脱落した。君はなにをしてでも、願いを叶かなえなければいけない。不幸を背負った幼おさな馴な染じみを、見捨てられないなら」

　綾皓に視線を送った彩は、そこで驚きよう愕がくする。

　彼に与えた傷の全てが、いつの間にか一つ残らず消失していたからだ。

　彩と浅緋の会話に介入してこなかったのは、彩に受けた手傷を治していたからなのか。

　綾皓には、それを可能にする能力すらもあるのか。

「あー……それなんだが、真白クンが鬽黒ちゃんに消えてほしくないっていうなら、夜や雲くもクンを殺すのはよした方がいい。夜や雲くもクンが死ぬと、あの子は消えてなくなる」

　今朝観みたニュースの話題を振るような気軽さで、浅あさ緋ひは彩さいに言い放った。

「…………一体、どういうことだ」

　彩は頭を抱えたくなるのを、どうにか堪こらえる。衝撃の連続で、思考がショートしそうだ。

「魅み影かげくんは、真ま白しろくんを裏切ったわけじゃないんだ。綾あや皓しろくんの提示する条件を呑のむことで、君のペナルティを撤回するという取引をしたんだよ。その条件の一つが、真白くんか綾皓くんの【退場ロスト】に彼女が巻き込まれる、というものらしいんだ」

　遊ゆ廻かいは浅緋から聞いたのだろう、不安げに説明してくる。

「なんでそんなことを……！」

　鬽み黒くろの言葉は真実だった。彼女は確かに、彩を救おうとしていた。

　自分の存在と、引き換えに。

「分かったかな、真白。君は死ねない。そうなれば魅影の存在が消えてしまうから。同様に僕を【退場ロスト】させることもできない。それで訊ききたいのだけれど、君は一体どうやって、自分の掲げる願いを叶かなえるつもりなんだ？　実現可能なら、どうか教えてほしい」

「いいね、それはオレも知りたいな」

　浅緋がからかうように言って、そんな彼を遊廻が責め立てるように睨ねめ付つける。

「……せんぱい」

　ぎゅっ、と、未み恋れんが彩の右手を握った。気遣わしげにこちらを見上げる瞳は潤んでいた。

　綾皓と浅緋が試すように、遊廻や灰はい撫ならが判断を仰ぐように、こちらを見つめる。

　そんな中、一瞬、何もかもを投げ出してしまいたい衝動に駆られてしまう。

　彩が敗退してしまった場合、ペナルティどころの話ではなくなる。鬽黒の恐れることが存在の消滅だというなら、それが現実になった場合、取り返しがつかない。

　失敗できないという重圧が、彩の心を押し潰すように、圧おし掛かる。だが、それでも。

　鬽黒を消えさせないためにも、ペナルティを受けているだろう玉たま求きを救うためにも、彩は負けられない。自分の我儘で大切な者に苦痛を強いた彩に、諦めることは許されない。

　鬽黒と藍あいはどうなったろうか。ピリカは果たして無事なのだろうか。

　仲間たちと協力すれば、綾皓に勝利することは可能かもしれない。だが果たして戦闘に勝利したとして、彩が本当の意味で勝つことはできるのか。理想の成就は叶うのか。

　なにより、綾皓は〝願いを叶える権利〟を十二所持している。

　彩の願いを叶えるのに必要な〝願いを叶える権利〟の数は二つだが、確保は絶望的だ。

　基本的にそれを得ることができるのはＡ─１のみ。そしてその定員は七名。遊廻と未恋の分は既になく、浅緋は不明だが、残りは全て例外なく敵だ。

　浅緋が言っていたことが本当なら、遊廻と戦っていたのはＡ─１ということになる。浅緋の態度から察するに、その相手は既に【退場ロスト】していると考えるべきだろう。

　空席はあるが、それを埋める権利を持つのは倒すべき敵である綾あや皓しろ自身。

　彩さいらが当初通りの願いを叶かなえるためには、未いまだＡ─１に到達していないメンバー、つまり彩と灰はい撫なとピリカのいずれか二名が現行のＡ─１に戦闘で勝利する必要がある。

　内、遊ゆ廻かいと未み恋れん、浅あさ緋ひは仲間であり、一名分の空席があるので、残りは三名。

　綾皓と、《透視図縫クリア・クレア》、そして《友軍全滅ポイズン・プリズン》。

　………………？

「……数が、合わない」

　彩は呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。

　鬽み黒くろが抜けて、彩を含めた仲間の数は六人になった。その状態で戦うことになった。

　彩は綾皓と。玉たま求きは浅緋と。灰撫と未恋は鬽黒と藍あいと。遊廻とピリカはＡ─１と。

　Ａ─１五名に、藍と鬽黒を加えたら、その総数は七名になるはずだ。

　しかし今回、綾皓陣営には六人しか投入されていない。

　ピリカ相手に二名を差し向けていたら別だが、その可能性は低いだろう。

　彩の疑問が何を指しているのか察したのか、灰撫が応えた。

「魅み影かげさん、ですよ先輩。彼女が《友軍全滅ポイズン・プリズン》の代わりにＡ─１六位になったんです」

　彩は驚きよう愕がくしたが、思考停止を引き起こすほどの衝撃は受けなかった。

　それどころか、光明が見えた。

　同時に、自己嫌悪に苛さいなまれる。仲間ありきで策を弄する自分が、卑しい存在に思えて仕方がない。自分の願いすら自分一人の力で叶えられない無力に、打うち拉ひしがれそうになる。

　だがそれすら、今の彩にはきっと、許されていない。

　彩は一歩前へ進み出て、綾皓と対たい峙じ。彼の鳶とび色いろの瞳を睨にらみつけ、口を開く。

「みんな、手伝ってくれ。俺と灰撫が綾皓を倒す。残りはサポートを頼む」

　さすがといったところか、それで全てを察したように、遊廻は微笑ほほえむ。ニヤニヤと。

「いいね、任されました。しっかり働いてよ、氷ひ裏うらくん」

「よく分かんねぇけど、了解だ。オレも、このクソゲーを続けるつもりはないからな」

　軽薄な態度は鳴りを潜め、浅緋は表情を引き締める。

「先輩か灰撫がＡ─１になるってことですね、分かりましたっ！」

　ツインテールを揺らして、灰撫が元気よく彩に並ぶ。

　未恋が小さく頷うなずくのを確認し、彩と灰撫は地を蹴った。

　灰撫の右腕全体が暗い灰色に包まれる。それは腕全体を覆う突撃槍となった。

　そして彼女は跳躍、いや、飛ひ翔しようする。軽捷な動きで宙を舞い、綾皓へと迫る灰撫を、彼の創造物である鴉からすたちが襲う。加えて和洋問わぬ様々な武具が空中に展開され、その刃先を灰撫に向けて凄すさまじいスピードで動き出した。

　だが灰はい撫なも、もちろん彩さいも、止まらない。

　直後、鴉からすの群れが紫紺の渦に捕らわれ残らず圧壊し、全ての剣けん戟げきが桃色の盾に弾かれた。

　続いて乾いた発砲音が連続。それは彩のすぐ横を通り過ぎ、綾あや皓しろの《壁》に阻まれる。

　しかし青藍の弾丸は着弾と同時に純白の防御壁を灼やき、瞬く間に炭化させてしまう。

　ぎりっ、と綾皓が歯を軋きしませるのを確認。彼は確かに個人としては最強の【イマジネーター】で間違いない。だが、他のＡ─１を脅して従わせていた彼は、知りようがない。

　連携という基本的な戦術を、自分を恐れずに挑むことを躊躇ためらわない集団を。

　仲間を持つ人間の強さを、綾皓夜や雲くもは知らない。

「……できるわけがない。利害以外で関係を結ぶなんて、"Over Image"では不可能だ」

「そう思うのは、お前が諦めたからだろ」

　彩の言葉が図星だったのか、綾皓が屈辱に顔を歪ゆがめる。

「君に、責任を他者に押し付けるだけの君に、一体何が分かるんだッ！」

「分かんねぇよ。俺と違ってみんなを救うだけの力があるのに、うじうじ悩んで何もしない奴やつのことなんか、分かるわけがない」

「──圧し潰せ」円盤のような形状の《重力》の奔流が綾皓の頭上に出現、急襲。

　灰撫自身は綾皓の背後に軽やかに着地し、槍を突き出す。彩は右手に《侵しん蝕しよく》を展開し、彼に殴りかかる。三方向から迫る攻撃に、綾皓は険しい顔のまま対応。

「──失せろ」

　それだけ。たったそれだけで、全てが消失した。

《重力》も《侵蝕》も灰撫の槍も。一瞬で、まるで最初から無かったみたいに。

　これが《空白》。予備動作も消すという動作さえ飛ばして、消えたという結果のみを残す、最強の【イマジネーター】の能力。

「救済が善行とは限らないだろう、真ま白しろ──弾け飛べ」

　右手を彩に、左手を灰撫に向けて、綾皓は詠唱。直後、白が弾ける。綾皓を中心として、二者に《斥力》が働く。トラックに跳ねられたような衝撃が、二人を襲う。

　彩は咄とつ嗟さに全身に《侵蝕》を展開、いくらか勢いを殺せたようで、数メートル滞空してから地面に落ちる。だが、灰撫の方はそうはいかなかった。

「……灰撫……ちゃん」

　未み恋れんが魂の抜けたような声で呟つぶやく。友の名を。

　彩は立ち上がりながら視線を彷徨さまよわせる。そして灰撫を見つけ、言葉を失った。

　十メートル程の距離、ジェットコースターのレール、その支柱の下に灰撫は倒れていた。

　立ち上がる気配はない。それどころか、身じろぎ一つしない。呼吸があるかも怪しい。

　勢いそのまま身体を強したたかに打ち付けてしまったのなら、無傷とはいかないだろう。

「──圧し潰せ」そんな灰撫の身体を覆うように、純白の《重力》の円盤が現れた。

　綾あや皓しろの仕業だった。彼は形だけ笑みを取り繕った顔を彩さいに向けて、言う。

「一人ずつ、始末しよう。君は最後の一人になっても偽善を吠ほえるのかな？」

　ミシミシと軋きしみを上げながら、灰はい撫なの肢体が潰されていく。

「…………っ！」

　未み恋れんが咄とつ嗟さに駆け出そうとするのを、浅あさ緋ひが腕を掴つかんで止めた。

「見りゃ分かるだろ。間に合わないよ」

「……離して」

「おいおい未恋ちゃん、仲間の死体に駆け寄る馬鹿を夜や雲くもクンが放っておくとでも──」

「──離せって、言ってるの」

　未恋から放たれた殺気を、浅緋は嘲あざ笑わらった。

「ここで灰撫ちゃんを見捨てても、勝てばどうせそれは無かったことになるよ」

「そういう問題じゃ、ない」

　少女から敵意を浴びせられても、浅緋は冷笑を零こぼすだけで動じない。

「笑わせんなよチビ。お前はそういう理屈でお友達の死を撤回しようとしてたろうが。それとも真ま白しろクンにお説教されて改心したってか？　矛盾してんだよ、クソガキ」

　未恋の瞳から光が消きえ失うせる。小さな唇が動く。「──絶て」大人の背丈程はあろうといった桃色の円えん錐すいが四つ出現。容赦なく浅緋へと降り注ぐ。

　しかしそれは浅緋に届く寸前で、粉々に砕け散った。遊ゆ廻かいの《歪わい曲きよく》によって。

　そんな彼女は《重力》に対しても《歪曲》を放っていたが、紫紺の渦はそれを歪ゆがめること叶かなわず霧散する。遊廻の創造では、形のないものを壊せない。そもそもが質量の設定されていない攻撃手段に、壊すなんて現象を強制することなどできるはずがない。

　彩ならば掻かき消すこと自体は可能だが、今からでは間に合わない。

　思考するより先に駆け出していた彩を、綾皓は当然のように邪魔立てする。

「そうやって誰も切り捨てられないのも、立派な弱さだ」

「お前、もう黙れ」

　返答に割く時間すらも惜しい。彩は全速力で駆ける。彩の前方で地面が盛り上がり、土人形が誕生するも、それを駆け抜け様に拳で叩たたき壊して突き進む。刹那すらもがもどかしい。左腕がない状態ではバランスが上う手まく取れない。急げと自らの身体に命じる。

　灰撫の右足から、不吉な音が鳴った。骨が折れたのだ。それに伴い、灰撫から呻うめきが漏れる。彼女はまだ生きている。死なせやしない。

　綾皓が拳銃を創造し、その引き金を連続で引いた。弾丸が空気を裂き、彩へと迫る。

　構わず走り続けた彩だったが、やがて腹部に熱が奔はしり、転倒した。脇腹を抉えぐられたようで、みるみる内に血液が溢あふれてくる。それでも彩は再び立ち上がり、灰撫の許もとへ歩き出す。

「…………無駄だよ真白。彼女は、もう死ぬ」

　無視したが、彩さいは泣き出しそうになるのを堪えるので精一杯だった。

　なんだ、この様は。勝てないどころか、護まもれない。理想は否定され、仲間は傷つけられ、目の前で仲間が殺されようとしているのに、助けに入ることさえできないでいる。

　正しい行いさえ実行に移せないなら、何のために善悪が存在するのだ。

　現実が理想の成就を阻むなら、何な故ぜ人は理想など思い描くのだ。

　虚むなしいだけではないか。悔しいだけではないか。

　どうしてここまで屈辱的な思いを味わいながら、自分は諦めないのだ。

　結局、感情は関係ないのか。大事なのは、能力なのか。

　このゲームの中でさえ、現実の法則は無慈悲にも適用される。弱肉強食。実に単純。

「さぁ、思い知れ真ま白しろ。君の無力を」

　諦観を押し売りするように、綾あや皓しろは言葉を紡ぐ。

　彩はそんな中、一歩ずつ灰はい撫なへと近づいていく。間に合わないことは、明白であるのに。

　彼女の全身を肉塊へ変えんと、純白の圧力は勢いを増していく。

　不意に、彩の視界に空色が混入した。光の粒子のような、砂さ塵じんのようなそれは、意思を持ったように《重力》の奔流へと纏まとわりついた。

「【day dream】──オーバーイメージ」

　そして、「──瞬け」弾ける。





STAGE.22　◇残らず活路は絶えて◆







　綾皓夜や雲くもの胸中には、彩に対する拭いがたい敗北感が蹲うずくまり、暴れていた。

　戦闘能力も、頭脳も、想像力も、己が圧倒的に上回っているというのに、綾皓はどこまでも彩に劣っていた。それを、彼の自尊心は素直に認められない。

　綾皓の言葉には、誰も耳を傾けなかった。皆を助けたかっただけなのに、誰も共感を示してくれなかった。綾皓を異端扱いし、排除しようと殺意を向けた。

　なのに、何故彩の周囲にだけ、善人が集まる？　いや、違う。誰も彼もが自分大事で、醜く性根の腐った人間であったはずだ。なら、何が違う？　自分と彩とで、一体どこが？

　分かっている。気づいている。とっくに理解しているのだ。

　綾皓は逃避するには、賢さかしすぎた。答えから目を背けるより先に、解答を導いてしまう。

　綾皓夜雲の救済には、圧倒的に〝個人〟が欠落している。

　皆を救いたい？　世界を平和にしたい？　争いをなくしたい？

　それはそれは立派なことだ。笑えるくらいに正しい想おもいだ。──だからこそ空虚に響く。

　真白彩は〝逢あい坂さか藍あい〟〝緋ひ村むら水母みなも〟〝真白色しき〟を救おうとした。〝ミラピリカ・スタッカート〟と友になろうとした。〝紀き無なし玉たま求き〟の優しさを肯定した。〝魅み影かげ鬽み黒くろ〟の窮地を救い、行動を共にした。〝夢ゆめ壊かい遊ゆ廻かい〟の歪ゆがみを知ってなお歩み寄り、〝一いち軸じく灰はい撫な〟〝桃もも瀬せ未み恋れん〟両名の過ちを正そうと奮闘した。

　彩さいが全ての【イマジネーター】を救おうとしているのは、無関係な全ての他人にも、自らと同じように〝個〟があると、正しく理解しているからだ。

　彼にとって、救済は特別な行いでは決してない。他人を自分と同列以上に扱うが故に、彼の言葉は、行動は他人を揺るがす。

　対して綾あや皓しろは、無意識に、だからこそどうしようもないほどに、傲慢だった。

　自分ならできると思った。やらなければ、やりたい、ではなく。やれると。

〝誰か一人〟すらまともに視界に捉えないくせに、〝皆〟を救おうとした。

　目の前にいるのは全人類などではなく、一個人なのに。

　自分を見ないで高説垂れる人間の言葉に、一体誰が胸を打たれるというのだろう。

　誰かを助けるというのは、義務でも作業でもなく、想おもいの形であるはずなのに。

　それを失念していた自分に、他者が心惹ひかれるわけがない。

　だが、そこまで理解していてなお、綾皓は止まれない。

　戦いは自分の負けでいい。

　しかしまだ、終わっていない。まだ、認められない。答えは、まだ出ていない。

　新たに駆け付けた【イマジネーター】らを見み遣やって、綾皓は唇を小さく歪めた。





　　　　■◇◆□






「あれ、彩ってば、泣いてんの？」

　少年的な口調でからかうように、逢あい坂さか藍あいは言う。

　純白の世界で、【イマジネーター】として現れた幼おさな馴な染じみを見て、彩は複雑な気持ちになりながら、それらを胸に押おし留とどめて小さく笑った。

「誰が泣くか」

「素直じゃないなぁ。あたしが助けに来たのが嬉うれしくて仕方ないくせに」

「……うるせぇ。それより、灰撫は」

「死んではいないよ。無事とは、言い難がたいけれど」

　二人の会話に介入するように、綾皓が拳銃の引き金を引く。だが白い弾丸は二人に届く前に水色の粒子に触れ、弾けて消える。

「逢坂に……魅み影かげもか。さすがに君達たちまで加わっては厳しくなってきたね」

　言いつつ、綾皓はむしろ嬉しそうに表情を緩める。

　綾皓に名を呼ばれたから……ではないだろうが、その少女は重い足取りで園内に現れた。

　怒られるのを恐れて萎縮する子供みたいに、魅影鬽み黒くろは悄しよう然ぜんと俯うつむいている。

　込み上げてくる様々な感情を胸に押おし留とどめ、彩さいは素直な想おもいを口にする。

「……来てくれたんだな鬽み黒くろ。ありがとう」

　彩の言葉に、鬽黒は飛び跳ねるように顔を上げ、瞳を潤ませた。

「…………私は」

「俺は、鬽黒に消えてほしくないよ。だから、お前が来てくれて、嬉うれしい」

　彼女の心の闇に、彩は気づけなかった。親しい者の胸の内を、彩は探ることなく信用していた。だがそれは、知ることの放棄だったのかもしれない。

　藍あいと鬽黒の間にどのような話が交わされたかは知る由もないが、それでもこの場に鬽黒が駆けつけてくれたことに、彩は安あん堵どするともに深く感謝した。

　そして鬽黒が現れたことで、彩の願いの成就への道筋も見えてきた。

　あとは──。

　涙を流す鬽黒が何か言おうとして、だがそれは最後まで発せられることなく遮られた。

　突如として鳴り響いた轟ごう音おん。殷いん々いんと轟とどろく雷鳴。

　──くすんだ金色の、雷鎚いかづちによって。

　その場にいた全員の視線が綾あや皓しろに集まる。落雷に打たれたのが、綾皓夜や雲くもだったからだ。

　上空からの強襲は予想できなかったのか、膝をついた綾皓は苦く悶もんの表情を浮かべている。

「……あー、ホントに鏡きよう香かちゃんに勝ったのかよ。どーなってんだ」













　浅あさ緋ひが信じられないといった具合に呟つぶやいた。おそらく、その反応は正しいのだろう。

　少女、ミラピリカ・スタッカートはＡ─１に勝利してここに駆け付けたのだ。

「……なんか敵っぽいのに攻撃してみたんだケド……合ってた？」

　浅緋、鬽み黒くろ、藍あいが交ざっているのを不思議そうに見回しながら、ピリカは戯おどけて言う。

「それでこれ……どういう状況？」

　首を傾かしげたピリカに、浅緋が「王手、ってところかな」と返す。

　だが、浅緋の甘い考えを引き裂くように、遊ゆ廻かいが声を張り上げる。

「誰か、今すぐ綾あや皓しろくんを止めるんだ！」

　再び全員の視線が綾皓に集中。

　遊廻の意図を察することができたのは、その中で彩さいと浅緋だけだった。

　二人は蹲うずくまる綾皓へと駆け寄る。

　だが、それは遅い。遅すぎる。絶望的なまでに。

「《終結消失ラスト・ロスト》のＩＤにおいて──〝クリアボーナス〟の申請を行う」

　そうして、真ま白しろ彩の理想は潰ついえる。





　　　　■◇◆□






　大地が脈打った。地震というよりは、高い所から飛び降りたような衝撃が奔はしる。

　綾皓夜や雲くもを中心として光の円が拡ひろがった。半径数メートルほどのそれは、空高く雲の上までも輝きを放っている。雲と地上を繋つなぐ管の中に、綾皓が立っているような状態。

　ピリカが現れた時、浅緋は勝利を確信した。彩陣営にＡ─１が二名、加わったからだ。

　魅み影かげ鬽黒はもちろんのこと、銀ぎん城じよう鏡きよう香かに勝利したミラピリカ・スタッカートは当然、勝敗が反映されクラスがＡ─１になっている。

　つまり、ピリカと鬽黒の〝クリアボーナス〟があれば、彩の願いは叶かなう。

　綾皓を殺さず倒すという無理難題を攻略する必要もなく、ゲームクリアを迎えられる。

　──はずだった。結局それは、叶わなかったわけだが……。

　当たり前だが、複数の【イマジネーター】が同時に願いを叶えることはできない。

　それを許せば、相互に矛盾、あるいは相反する願いが掲げられる可能性があるからだ。

〝"Over Image"を終わらせる〟〝"Over Image"を永遠に続ける〟という願いを同時に叶えることは決してできない。

　だから、〝クリアボーナス〟の行使は常に一人ずつ。

　綾皓夜雲の順番が始まってしまった今、何人たりとも介入すること叶わない。

　つまり彼を傷つけることはもちろん、触れることすら不可能なのだ。

　彼がこの状況でそんなことをする理由は？　そんなの、一つしか考えられない。

　──真ま白しろ彩さいの願いを、潰すためだ。

「〝氷ひ裏うら浅あさ緋ひのクリアボーナスを消去〟〝魅み影かげ鬽み黒くろのクリアボーナスを消去〟〝ミラピリカ・スタッカートのクリアボーナスを消去〟〝銀ぎん城じよう鏡きよう香かのクリアボーナスを消去〟」

　今の言葉で、綾あや皓しろ以外に〝願いを叶かなえる権利〟を持つ【イマジネーター】が零になった。

　もはやこの世界は、彼の独壇場だ。

　……いや、それはずっと以前から、既にか。

「〝Ａ─１二位に真白彩を任命〟〝真白彩のクリアボーナスを消去〟」

　王手をかけるだけでなく、無慈悲に綾皓は活路を断つ。

　これで、完全に詰み。

　綾皓を除くＡ─１が全て彩陣営で固まった。だが、これは絶望以外の何でもない。

〝クリアボーナス〟を持たない六人は、新たに〝願いを叶える権利〟を入手できない。

　灰はい撫なと藍あいの二名がＡ─１になることも不可能だ。

　仮に綾皓を打倒したところで、どちらか一人は仲間を全力で叩たたき潰さねばならない。

　もしそれを実行したとしても、無駄だ。

　そうして獲得した〝クリアボーナス〟を、綾皓は何の感慨もなく消去するだろう。

　彼の妨害を阻止する為ために彼を【退場ロスト】させれば、鬽黒の存在は消える。

　もう何をしても、無意味だ。全方位に拡ひろがる道という道が、絶望行きの死路だらけ。

　先日未み恋れんの〝クリアボーナス〟を消去して十二になっていた彼の〝願いを叶える権利〟は、残り六。

　ピリカは状況を把握できずに呆ぼう然ぜんとしている。未恋は灰撫のもとに屈かがみこんでいる。鬽黒と藍は衝撃に声も出ないのか瞠どう目もくしており、遊ゆ廻かいの笑みもさすがに固まる。

　浅緋は冷めたように諦観していたし、綾皓はそんな面々を見回してご満悦の様子だ。

　しかし、不意にその笑顔が凍る。歪ゆがむ。

　彼の視線の先にいるのは、真白彩。

　綾皓の視線を追って彩を見み遣やった浅緋は、瞬間、慄然とした。

　全身に粟あわ立だつものを覚え、僅かに後退。

　真白彩は、この期に及んで諦めていなかった。

　既に左腕は失く、切断面は焼け焦げている。弾丸が掠かすっただけとはいえ、脇腹からの出血はじわじわと彼を苦しめているはずだ。身に纏まとう衣類はボロ布同然まで汚れていて、なおかつ濡ぬれている。顔色は当然悪く、蒼そう白はくに近い。呼吸はほとんど喘ぜん鳴めいで、痛ましい。

　そんな状態で叩き付けられた覆しようもない絶望を前に、何な故ぜ、彼の瞳は死んでいない。

　自や棄けになっているわけでもなければ、錯乱している様子もなく、彼は綾皓を見据えた。

「まだ、終わりじゃない」

　呪じゆ詛そのように、彩は呟つぶやく。それは虚勢か妄想か、あるいは──。





STAGE.23　◇侵して、終わらせて◆







　負けた。彩さいはそれを、自覚していた。

　が、それはあくまで、彩が願いを叶かなえる道を完全に閉ざされた、というだけの話だ。

　自分は敗者だ。でも、だからどうしたというのだ。

　勝つために戦っているわけではない。願いを叶えるために、全力を尽くしていただけ。

　それは絶望に包囲された今も、何ら変わらない。

「答え合わせとやらをしよう」

　彩は綾あや皓しろに視線を合わせて、穏やかな口調で語りかける。

　そして綾皓は、「しまった」という顔をした。

　彼は彩を、全ての【イマジネーター】を、試していた。ずっと、救う理由を探して。

　綾皓も、よもや彩がここまで自らを追い詰めるとは考えていなかったのだろう。

　事実、彩だけの力では不可能だった。全ては、仲間が優秀だったおかげだ。自分はそれを活いかせず、理想を掲げ続けたが故に敗北した。

　けど、致命的な失態を犯したのは、彩だけじゃない。綾皓も、それは同じだ。

　彼の周囲から光が消え、〝願いを叶える権利〟の行使が、終わる。

「……答えはもう出ている。君の願いは叶わない。人間に救う価値なんて──」

「──もういいよ」

　冷たく放たれた言葉に、綾皓は押し黙る。

「本心を隠した御託はもういいんだよ、綾皓」

　彩は気づいていた。彩だけは気づいていた。彼の行いに纏まとわり付く、違和感に。

「お前は、最初から人間を見捨てる気なんて、ないんだ」

　綾皓が唇を噛み、反論できずに彩を睨にらむ。

「そうじゃないって言うなら、今すぐ〝"Over Image"が永遠に続く〟って願いを叶えてみろよ。……できるならな」

　彼が本当に人々に呆あきれきっていたのだとしたら、彩に絶望を押し付けたかったのだとしたら、〝願いを叶える権利〟を乱用した先ほどのやり方は、非効率としか言いようがない。

　だって、そんなことをするまでもなく、"Over Image"の終了を不可能にさせれば、それだけで彩の理想は潰ついえる。たった一つの〝願いを叶える権利〟で、絶望は演出できる。

　なのに、あそこまで周りくどい方法で、彩らを諦めさせるためだけの絶望もどきを再現してみせた。その理由は？

　簡単だ。そもそも、このゲームを絶望で終わらせるつもりが、綾皓にはないのだ。

　それどころか、彼の行動全てが見方を変えれば正しく見える。

　Ａ─１一位に君臨し、他者に願いを叶かなえることを禁じたのは何な故ぜか。

　このゲームによって、現実に取り返しのつかない変化が、及ばないようにするためだ。

【無理想像アブストラクト】の存在を許さなかったのは何故か。

　圧倒的な【無理想像アブストラクト】が弱者を無差別に殺すことを防ぐためだ。

　未み恋れんの〝クリアボーナス〟を事前に奪ったのは何故か。

　彼女が〝友人の死の撤回〟を強行しようとし、それを危惧したからだ。

　遊ゆ廻かいの〝バランサーボーナス〟を奪わなかったのは何故か。浅あさ緋ひと遊廻が手を結べたのは何故か。藍あいと鬽み黒くろを組ませたのは何故か。未恋と灰はい撫なが彩さいの許もとに駆けつけることができたのは何故か。ピリカがＡ─１に勝利できたのは何故か。

　理由は、そんなの、一つしかない。

　綾あや皓しろ夜や雲くもは、真ま白しろ彩に負けるためにこの戦いを仕組んだ。

　一度他人によって絶望を知った綾皓は、再び誰かを救うのに、敗北によって希望を見せ付けられる、という手順がどうしても必要だったのだ。

　他者に信念を揺るがされた少年は、他者に過ちを正してもらうことでしか、正常に自身を肯定することが、できなくなっていた。

「…………僕は」

　綾皓は呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。その表情には、神を気取るような倨きよ傲ごうは見受けられない。

「お前がＡ─１一位に君臨してたおかげで、無闇に死なずに済んだ奴やつがいる。変わらずに済んだ現実がある。お前は絶望しながらも、独りで秩序を守り続けようとしてたんだ」

　誰にも理解されず、隙を見せれば殺されてしまうような状況の中、彼は数年間ずっと、苦悩しながらも、一線を越えずにいた。

　神や製作者を騙かたってまで、無秩序なデスゲームに仮初の秩序を構築しようと尽力した。

　救済を棄すててなお、諦めきれず、誰か自分の諦観を壊してくれと願った。

「……僕は何人もの【イマジネーター】を、答え合わせの為ために利用し、時に排除した」

「あぁ、だからお前は、そんな自分の弱さを忘れちゃいけない」

「……救う方法が僕にだけはあったのに、目を逸そらした」

「でも、逃げ続けることに嫌気が差したから、俺を二度目のゲームに導いたんだろ」

「……なのに僕は、君への嫉妬で、本来の目的を見失っていたんだ」

　不自然なまでに彩を追い詰めたのは、自身に似た彩が、自分と同じように諦めてしまうかどうかを、ギリギリまで見極めたかったから。

　つまり彼は、己に降りかかった以上の苦難の中で、それでも理想を曲げない人間を見つけることで、〝一度諦めた自分が弱かっただけで、理想を抱くことは間違っていない〟と、思い直したかった。

　言葉も行動も、人は偽ることができる。

　虚飾を剥はがして本性を見極めるには、死かそれに等しい絶望が必要。

　彼は、それを演出しただけ。

「だから？　人は間違えるよ。でもお前は、それを自覚して、矯正したいと、思ったんだろ。変わっちゃいけない人間なんていないし、救われちゃいけない人間もいない」

　──救済が善行とは限らないだろう。

　彼の言葉を思い返し、それを掻かき消すように、彩さいは言う。

「救済は善行だよ、綾あや皓しろ」

　その言葉を受けて、綾皓は泣き出す寸前みたいな顔をして、俯うつむいた。

　多分、それが、彼が初めて見せた、本当の顔だ。

　苦しくて、でも答えを出せなくて、悩んだ少年の表情だ。

　そして彼は、微笑ほほえむ。満足したように。難解な問題の解答を導き出せたように。

「君は、ここまでされても、僕を対等な個人として扱うんだね」

　憑つき物ものが落ちたようなその笑顔に、彩は冗談を言うように笑みを返す。

「いや、お前のほうが上だよ。俺は負けたんだ」

　綾皓はそれを否定するように、首を横に振った。

「……負けたのは、僕だよ。誰が見ても敗者は僕だ。未熟で不熟な僕は、叱られたくて他人を傷つけていたんだから。にもかかわらず負ける寸前で、拗すねて意地悪をした」

　彼は自嘲するようにそう言ってから、再び、口を開く。

「《終結消失ラスト・ロスト》のＩＤにおいて──〝クリアボーナス〟の申請を行う」

　眩まばゆい光が放たれ、綾皓を取り囲んだ。

　一度目は彩の願いを潰すために消費された〝願いを叶かなえる権利〟を、彼は己の理想と良心に従って、行使する。

　綾皓夜や雲くもは、この戦いを通してようやく、ゲーム開始時の彼に戻るのだ。

【イマジネーター】の醜さを知って、度し難い愚行に及ぶ人々を俯ふ瞰かんし続けて、それでもやはり、皆を助けたいという想おもいを捨てられなくて。

　純白の世界に暴君の如く君臨していた悩める賢君は、瞳に決意を満たして、微笑む。

　最強のプレイヤーは、そうして最悪のゲームに終止符を打つ。

　彼が願いを紡ぎ、純白の世界に光が満ちて、そして──。

　人の良心や善意を侵しん蝕しよくするデスゲーム"Over Image"は終結し、消失した。





Epilogue







　嘘うそみたいに空は澄んでいて、冗談みたいに空気はからっとしていて、破滅的に暑い。

　七月十七日。日曜日。彩さいの通う高校では、本日は文化祭。

　彩のクラスの出し物はメイド喫茶だった。彩は雑務担当の時間が終わったので、鬽み黒くろと合流しようとメールする。玉たま求きとピリカはシフトが入っているので、彩は一人でお化け屋敷や他クラスの展示物の横を通り過ぎ、下げ駄た箱ばこで靴を履き替え、外へ出た。

　鬽黒は正門にいるそうなので、出店で賑にぎわう人混みの中を掻かき分け、校門へ向かう。

　そして、鬽黒を発見。彼女は当然のように制服姿だったが、髪型がいつもと違っていた。

　ツインテールなのだが、髪を結っている位置が灰はい撫なよりも低い。ただでさえ幼い容貌に更に子供っぽさを乗算したような姿は可愛かわいらしいが、制服がなければ小学生と見み紛まがう。

　少女は彩が駆け寄ってくるのを確認して、花が咲くような笑顔を向けてくれる。

「真ま白しろさん。おはようございます」

"Over Image"なき今、彼女は自分を強く見せる必要がない。どこか芝居がかっていた口調は取り払われ、冷たい空気も掻き消え、今の彼女は敬語を使う、ただの女子高生だ。

「おはよう。なんでこんなとこにいたんだ？　誰か待ってるのか？」

「はいっ。もうすぐ逢あい坂さかさんが緋ひ村むらさんを連れてくるそうなので」

「そうなのか？　俺には連絡…………あぁ、きてた」

　チャットアプリの方に連絡がきていた。『今日はみんなで行く』という文面と共に、よく分からないスタンプが連続で送られてきていた。

「逢坂さん、ご立腹でしたよ？　『彩があたしを無視している。許すまじ』と」

　藍あいと鬽黒は、彩の与あずかり知しらぬところで着々と友情を育んでいるようだった。

　鬽黒に友人ができたことは喜ばしいが、よく懐いていた犬が他人に尻尾を振っているような、複雑な気持ちにもなり、彩は苦笑する。

「あれ、それはさておき、鬽黒って水母みなもと逢あうのは初めてだよな？」

「いえ、先日逢坂さんとお買い物に行った際にご紹介いただきました」

「……最近仲良いもんな、お前ら」

　そうして鬽黒としばらく談笑していると、五分としない内に待ち人は現れた。

「鬽黒ちゃーん！」と叫びつつ凄すさまじい勢いで疾駆してきたのは、陸上を取り戻した幼おさな馴な染じみ、逢坂藍。彼女は彩から奪い取るように鬽黒を抱き寄せ、頬ほおずりする。

「お願いした通りにツインテにしてきてくれたんだね？　可愛いっ！」

　鬽黒は困惑した様子を見せながらも、藍の抱擁に抗あらがわない。

「……あ、ありがとうございます」

　なるほど、藍あいの指示だったのかと彩さいが納得していると、彼女を追いかけるようにして到着した小柄な少女、緋ひ村むら水母みなもが息を乱して藍に近づく。

「お、置いていかないでよ……藍ちゃん」

　人見知りの水母は、知った顔が近くにいないと不安になってしまうのだ。

　そんな水母は、藍に付けられたのだろう、シュシュで髪をサイドテールに結っていた。

　彼女に至っては"Over Image"の参加者ではないので、ゲームが無くなる以前の記憶は保持していない。そもそも腕を怪け我がしていない世界を、彼女は生きている。

「ごめんね水母。鬽み黒くろちゃんが可愛かわいすぎて、つい」

　そして藍は、拗すねるように彩に視線を寄よ越こす。

「あれ、そこに突っ立てるのは、もしかするともしかして、あたしを無視した彩？」

「……悪かったよ、気づかなかったんだ」

「見え透いた嘘うそを……。鬽黒ちゃんからのメールには二秒で返信するくせに」

「優先度が違うからな」

「そこは否定しないんだ!?」

　藍がショックを受けるように後退した。鬽黒と彩は水母に挨拶する。

「水母も来てくれたんだな。連絡くれればよかったのに」

「あ、うん……。それは藍ちゃんが自分がやるよー、って言ってくれたから」

　儚はかなげながらも親しみの込められた微笑ほほえみに、彩の表情も自然と緩む。

「そういえば彩、水母への返信も素早いよね」

「優先度が違うからな」

「あたしは!?」

「それなりに高いぞ？　提出期限が一ヶ月先の課題くらい」

「かなり低いぞ!?」

　藍が涙目になり始めたので、彩は「冗談だよ」と笑う。

「それじゃあ集まったことだし、玉たま求きとピリカのメイド姿でも見に行ってみるか？」

「それは是非見たいけど、まだだよ彩。まだ全員集合してない」

「……？　他に誰が来るんだ？」

「遊ゆ廻かいちゃんと、浅あさ緋ひくんと、灰はい撫なちゃんと、未み恋れんちゃんと、璃り々りちゃんと、色しきちゃん」

「全員呼んだのか……」

　真ま白しろ色は彩の妹、栗くり林ばやし璃々は灰撫や未恋が救おうとしていた友人だ。

「真白くーん」と、タイミングを見計らったように声が掛かった。

　正門前の横断歩道の向こうで、ポニーテールの美女が手を振っている。

　その隣には暗黒色の毛髪を気け怠だるそうに掻かく氷ひ裏うら浅緋の姿もある。

　合流するなり、早速浅緋が軽口を叩たたいた。

「よぉ、彩さい。美少女に囲まれて今日も幸せそうだな」

　彼の馴なれ馴なれしさが増しているのは、ここ一ヶ月で関係が幾分か友人寄りになったから。

「……どーも浅あさ緋ひさん。あんたは今日も幸薄そうっすね」

「あぁ、どこぞの誰かに、幼おさな馴な染じみを【退場ロスト】させた怒りとかいってボコられたからな」

「一ヶ月前のことをいつまでもグチグチと言わないでくださいよ。女々しいですよ？」

　彩と浅緋は互いに笑みを浮かべているが、一触即発の雰囲気だ。

「まぁまぁ真ま白しろくん。こんなブラコンは放っておこうよ」

「知ってるか皆、遊ゆ廻かいちゃんはこんなこと言ってるけど、コイツの電話帳に登録されてんの彩とオレとピリカちゃんだけな痛ェッ!?」

　最後まで言うこと叶かなわず彼の鳩尾みぞおちに遊廻の拳が減めり込こむ。その顔は紅あかく染まっていた。

「よ、余計なことを口走らないでくれるかな氷ひ裏うらくん」

「冷てぇなぁ。彩とオレとで対応違いすぎんだろ」

「きみと真白くんとではわたしの中での優先度が違うから」

「はいすぐそういうこと言うー。そんなだからいまだに学校に馴染めないんだぞ？」

「氷裏くん。今までずっと半信半疑だったんだけど今確信した。君、死にたいんだね？」

「遊廻ちゃん……！」

　浅緋との口論に藍あいが介入し、携帯片手に遊廻の手を握る。その瞳は潤んでいた。

「あたしとメアド交換しよう……！　あたしは君の友達だよ……！」

「おっ、藍ちゃん。ならオレとも交換しようよ」

「あ、大丈夫です。浅緋くんには別に興味ないので」

「冷たいねぇ……。あ、そこの……えぇと、緋ひ村むらちゃんだっけキミ──」

　浅緋が水母みなもに触れようとした瞬間、鬽み黒くろが彼の手を叩たたき落とし、藍が彼の足を踏み、彩が彼の顔面を殴った。

「「水母に」」「緋村さんに」「「触るな」」「触らないでください」

「な、なんて息の合った連携なんだ……」

　鼻血を流しながら浅緋が言い、水母がおずおずとポケットティッシュを差し出す。

「あ、あの……大丈夫……です、か」

「気にするな水母。こいつは玉たま求きを虐いじめたことがあるんだ」

「そ、そう、なの？」

　水母が浅緋を見る視線に、侮蔑が滲にじむ。浅緋は慌てて言い訳を始めた。

「いやいや！　その件については玉求ちゃんに散々土下座して許してもらったから！」

「虐めたのは、ほんと、なんですね……？」

「……おい彩。オマエの所せ為いで緋村ちゃんにも嫌われたぞ」

「自業自得ってやつじゃないですかね。あるいは因果応報？」

「オマエなぁ……。仮にも窮地を救ってくれた先輩にその言い方はないだろ」

「え？　あの時浅あさ緋ひさん何してましたっけ？　射的？　火遊び？」

「灼やき殺すぞクソガキ」

　そんな中、遊ゆ廻かいは藍あいや水母みなも、鬽み黒くろとの番号交換を済ませ、ご満悦の様子だった。

「でもいいのかな、逢あい坂さかくん。わたしは一度、真ま白しろくんを──」

「気にしなくていいよ、遊廻ちゃん。そもそも女の子に負ける彩さいが悪いんだ。夏が暑いのも一年が三百六十五日しかないのも浅緋くんが喧やかましいのも彩の所せ為いなんだから」

「「酷ひどい言い草だ……」」

　浅緋と彩は同時に項うな垂だれる。それを見て遊廻が笑う。

「あとは中学生組が来れば全員集合かな。いやー、彩、美少女に囲まれて光栄でしょ？」

　藍のからかうような言葉に応えたのは、彩ではなく浅緋だった。

「ホント大したモンだよ。これにピリカちゃんと玉たま求きちゃん、未み恋れんちゃんと灰はい撫なちゃん、更に彩の妹ちゃんとお友達が加わるんだろ？」

「あー、浅緋くんには聞いてないんで」

「というかむしろ帰ったらどうかな氷ひ裏うらくん？　それか死ぬか。特別に選ばせてあげる」

「彩のクラスはメイド喫茶だよな？　玉求ちゃんとピリカちゃんを見るのが楽しみだ」

　もはや浅緋は動じない。そんな浅緋を全員が呆あきれるように見ていると、来た。

「彩にぃ！」

　彩をそう呼ぶのは世界で一人だけだ。短めに切きり揃そろえられた黒髪に、くりっと丸く大きな瞳と八重歯が特徴的な小柄な少女、妹の真白色しきだった。

　色は一緒に歩いていた三人を置き去りにして彩の許もとへ走ってくると、抱きついてきた。

「うぉっ。どうしたんだいきなり」

　戸惑いつつも、彩は妹を軽く抱きとめる。

　無論、色も、そもそも意識不明になどなっていない日常を歩んでいた。

「あれっ？　彩にぃってば何でメイド服じゃないの？　メイド姿の彩にぃがご奉仕してくれるって聞いたから来たのに！」

「男がメイドのコスプレをする喫茶じゃねぇよ……」

　つまんなーいと文句を垂れながらも彩から離れ、色は集まった面子を見回す。

「彩にぃ、友達が増えたのはいいと思うけど、女子の比率高くない？　ねぇ高いよね？」

　どこか責めるような眼まな差ざしで妹は彩を見る。そんな色の前に浅緋が進み出た。

「彩の唯一の男友達、氷裏浅緋です。どうぞよろしく」

「彩にぃ、この人は？」

「さぁ？　呼んでもないのに会話に交ざってくるんだ。怖いよな」

「オレは幽霊か何かかッ……？」













　浅あさ緋ひが不満気にそう言ったのと同時に、残りの中学生三人が合流する。

　未み恋れんは浅緋の姿を確認した途端表情を歪ゆがめて「……不愉快」と呟つぶやいた。

「聞こえてるぞ未恋ちゃん。まだあの時のことを根に持ってるのか？」

「話しかけないでほしい。とても、とても、とてもとても、不愉快」

　言いつつ、未恋は彩さいの左手に自分の腕を絡ませ、当たり前のように身を寄せる。綾あや皓しろとの戦いで消失した左腕は当然、元に戻っている。

「未恋ちゃんだけずるいですよ！」

　灰はい撫ながツインテールを揺らしながら彩の右手側に抱きついた。

「ふ、二人共……真ま白しろせんぱいが困ってるでしょう」

　二人を叱るように声を上げたのは、亜麻色の髪を三つ編みにして、眼鏡をかけた少女、栗くり林ばやし璃り々りだった。彼女に続いて、色しきも抗議の声を上げる。

「色もよくないと思いまーす。というか、色が気づかぬ間に彩にぃの交友関係に変化が起きすぎな気がするんだけどなー……」

　色が釈然としない様子で呟く。それに水母みなもと色を除く全員がビクッと反応してしまう。

"Over Image"は彩の願い通りの終着を迎えた。つまり全参加者は【イマジネーター】であった頃の記憶を引き継ぎつつ、"Over Image"のない世界を生きている。

　彩は数ヶ月分の記憶が重複しているだけで済んでいるが、綾皓のように数年レベルでゲームに参加していたプレイヤーは大変だろう。

　つまり、【イマジネーター】になってからゲームが無くなった日までの日々の記憶が、それぞれ二日分あるのだ。一般人としての記憶と、参加者として過ごした記憶が。

　最初こそ混乱したが、そのおかげで彩さいはゲーム中に深めた絆きずなを失わずに済み、なおかつこの一ヶ月で更に交友を深めることができた。

「……みなさん揃そろったようですし、そろそろ行きませんか？」

　鬽み黒くろが話題を逸そらすように、ぎこちない笑顔で言う。

　反対意見が出るわけもなく、一行は周囲の目を引きつつ、彩のクラスへと向かった。

　十人の大所帯で押しかけた彩らに、玉たま求きとピリカが羞恥で赤面。

　藍あいと遊ゆ廻かい、それから色しきが携帯で二人の写メを撮りまくっていると、浅あさ緋ひが彩に耳打ち。

「んで、あの後に夜や雲くもクンと逢あったりした？」

　彩は首を横に振る。綾あや皓しろ夜雲とは、あれ以来顔を合わせていない。

「今でも信じられないんだよな。ホントに夜雲クンが彩並みの偽善者だったっていうなら、完璧な支配体制を敷く前の段階で、ゲームを無かったことにできたはずだろ？」

「可能か不可能かなら可能だったんだろうけど、それが正しいかであいつは迷ったんだ」

「どういうことだ？」

「ゲームを無くすことはできた。けど、本当にどんな願いでも叶かなうなら、それに縋ってでも叶えるべき願いがあるかもしれないって考えたんじゃないかな」

「利己的な願いじゃなくて、世のためになるような願いなら叶えようってか？」

「世のためというより……救われない人の為ためってのが近い気がする」

「……よく分かんねぇけど。なんやかんや考えた夜雲クンは、結局参加者を救うに足る理由が欲しかった、と」

「それもあるし、それだけでもなかったと思うぞ」

　浅緋が「はぁ？」と言って怪け訝げんそうな顔をした。

　彩は運ばれてきたケーキを一口だけ含み、それから続ける。

「綾皓は〝皆〟を救いたかったんだ。だからあいつは、全ての【イマジネーター】のあらゆる情報を手に入れる、なんてことをした。ここからは仮説っていうか想像だけど──」

　彩は隣に座る鬽黒の口元についたクリームを拭ってから、自分の見解を述べる。

　綾皓は人間に失望してなお、誰をも救いたかった。だがＡ─１に到達し、彼は気づく。

"Over Image"はなくなるべきだが、このゲームでしか救えぬ者もいるのではないか。

　その筆頭が、浅緋や藍、鬽黒や遊廻だったのだろう。

　ただ現実に戻されただけではどうしようもない問題を抱えた者を、彼は救いたかった。

「浅緋さんや藍を仲間にしたのは、最終的に俺が負けた時、少なくともその二人の願いは叶えるつもりだったからだと思う。鬽黒や遊廻を俺の二度目の参加時に再会させたのは、あいつが自分では二人を救えないと自覚していたから」

「オレや藍あいちゃんが間違って【退場ロスト】しないように、夜や雲くもクンが護まもってくれてたって？」

　考えすぎだろ、と浅あさ緋ひは笑い飛ばす。

　遊ゆ廻かいと風かざ守かみ、浅緋と玉たま求きの対戦場所が近かったのも、偶然ではなかったのだろう。

　銀ぎん城じよう鏡きよう香かとピリカとのひずみすら把握していた彼は、その関係性が歪ゆがんでいたから引き裂いた。そしてあの日の戦いは、それを双方に自覚させることに成功している。

「皆の話を聞いて、俺がそういうふうにも考えられるって思っただけなんだけどな」

　玉求の昏い懊おう悩のうにだって、日常の中では彩さいは気づけなかった。非日常の中でしか得られないものというのは確かにあって、綾あや皓しろは誰よりもそれを知っていた。

「でも、探せば他にもいただろ。誰かの為ために戦ってる奴やつなんて」

「いなかったんだよ。〝自分に都合がいいから〟誰かの為に戦う奴はいても、〝本当にその人の幸福を願っているから〟誰かの為に戦う奴は、浅緋さんと藍くらいだったんだろ」

　未み恋れんと灰はい撫なは友人の死を撤回しようとしていた。その狂気に気づかずにいた。二人を説得できたのは遊廻のおかげだが、それすらも綾皓の筋書き通りだったのかもしれない。

「……嫌な話だなそりゃ。数年間で巻き込まれた奴は千人じゃきかないだろうに」

"Over Image"は基本的に、利己的な願いを掲げる人間しか参加できない。

〝誰かを殺してでも叶かなえたい願い〟なんてものは、自分以外の為には抱けないだろう。

【無理想像アブストラクト】とは〝叶わない願いを抱えた者〟や〝常軌を逸した願いを抱えた者〟あるいは〝自らの信念を曲げられぬ者〟が割り振られる、言葉通り例外的な存在。

　浅緋は家族の為に自らの心を殺し、藍は殺し合いのゲームにあっても己の良心に従った。

　真ま白しろ彩の対が夢ゆめ壊かい遊廻や綾皓夜雲だったなら、逢あい坂さか藍の対は氷ひ裏うら浅緋だったのだろう。

　話を聞いていたのか、遊廻が「よっ、ブラコン」と浅緋をからかった。

　浅緋は表情を変えず「よっ、ぼっち」と遊廻に投げかけ次の瞬間浅緋の顔面が陥没する。

「ねぇ彩にぃ。よく分かんないけど、ゲームか何かの話？」

　色しきがさり気なく彩のケーキをつまみ食いしつつ、尋ねてきた。彩は曖昧に頷うなずく。

「ふぅん。それよりさぁ……彩にぃは結局この中の誰と付き合ってるの？」

　空気が凍った。鬽み黒くろ、玉求、水母みなも、璃り々りが赤面。灰撫、遊廻が冗談で挙手。藍とピリカは拗すねるように彩を睨にらみ、未恋は何かを期待するような視線を彩に向ける。

「いや、別に、ここにいる誰かと付き合ってるなんてことは──」

「えっ、じゃあここにいない誰かと付き合ってるの!?」

　言い方が悪かったようで、色は誤解してしまう。

　それを聞いたピリカと玉求が接客を投げ出して彩らのテーブルに駆け寄ってくる。

「いつの間に恋人つくってたの？　是非、友達として知っておきたいんだけど？」

「玉求も、聞いておきたいなぁ……。幼おさな馴な染じみとして」

　二人共口調こそ穏やかだが、目が笑っていない。彩さいは引ひき攣つった笑みを浮かべる。

　浅あさ緋ひが「修羅場ですなぁ」と他人ごとのように言い、遊ゆ廻かいが楽しげに唇を歪ゆがめた。

　鬽み黒くろは死んだような目で「真ま白しろさんに、恋人……」と呟つぶやいているし、灰はい撫なと藍あいは一体誰なのだと問い詰めてくるし、未み恋れんと水母みなも、璃り々りは裏切られたような瞳で彩を見つめている。

　彩は味方がいないことを確認して、逃げるように視線を天井に向ける。

　──この日常は、非日常を戦い抜いて取り戻したものだ。

"Over Image"のペナルティは全て無かったことになり、実害を被った参加者は実質的に零ということになる。だが、被害者の数は計り知れない。

　誰もが自らが参加していたデスゲームの内容を記憶した状態で、今を生きているのだ。

　自らの行いを忘れられずに苦悩する者、願いを叶かなえられず不満を抱える者もいるだろう。

　彩自身、あまりに無力な己に落胆した。理想を抱く前に、現実を見なければならない。

　それでも、こんな自分を慕ってくれる人がいて、支えてくれる友人がいるから、彩は諦めて立ち止まるなんてできないのだろう。

　一人で全てをどうにかできる人間なんて、きっといない。

　あの綾あや皓しろ夜や雲くもですら、自分一人で〝皆〟を救うことができないと気づいたくらいなのだ。

　現実はいつだって想像を越えていく。彩のちっぽけな予想なんて侵しん蝕しよくしていく。

　ミラピリカ・スタッカートは友に囲まれ、魅み影かげ鬽黒は消失願望から解放され、夢ゆめ壊かい遊廻の狂気は矯正され、紀き無なし玉たま求きは劣等感に抗あらがい、一いち軸じく灰撫と桃もも瀬せ未恋の友人栗くり林ばやし璃々は日常に帰還し、氷ひ裏うら浅緋の弟は活躍できる舞台に戻り、逢あい坂さか藍は陸上を取り戻し、緋ひ村むら水母は絵を取り戻し、真白色しきは目覚めた。

　綾皓夜雲は理想を取り戻し、"Over Image"は完全に抹消された。

　ならば、真白彩は？

「ちょっと、聞いてるの？」

　気づけば、ピリカの不機嫌そうな顔が眼前まで迫っていた。

　鬽黒も「どんな方とお付き合いなさっているのですか？」と虚うつろな目で訊きいてくる。

　彩はさてどう答えたものかと首を捻ひねり、周りの皆を見回す。そして、微笑ほほえむ。

　絶望的な終結は免れ、最悪のゲームは消失した。これ以上望むべくはないだろう。

　少しだけ、"Over Image"の正体、あるいは発端とでもいおうか、起源やカラクリを知りたいと思わないでもないが、知る由もなければ解明のしようもない。

　ただ一つ、はっきりしていることがある。

　真白彩は──手の届く範囲にいる人々を、救うことができた。

　問題点は山積みで、改善点は数え切れないが、それでも理想を貫くことができたのだ。

　今はただ、ささやかな理想の成就を喜んでもいいだろう。
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　お久しぶりです、遊ゆ佐さです。大変長らくお待たせしてしまい申し訳ありません。オーバーイメージ、四巻です。最終巻となります。本巻では既刊にてばら撒まいた伏線を回収し、未登場だったＡ─１クラスの参加者達も登場します。最終決戦です。

　なにぶん一年と四ヶ月ぶりの刊行なので三巻までの内容を覚えていない読者様もいらっしゃるでしょうが、うろ覚えで読み始めてもまぁ問題はないかと思います。

　最終決戦ということで各キャラごとに見せ場を作りました。別々の場所で同時刻にそれぞれ敵と戦うという少年漫画的展開になっております。楽しんでいただければ幸いです。

　それでは、謝辞に移ります。

　担当の児こ玉だま様。大変ご迷惑をお掛けしました。申し訳ありません。物書きとして未熟なだけでなく、人として不熟な自分に最終巻を書く機会をくださり感謝しております。ご迷惑をお掛けした分、これからの行動で返していければと思います。よろしくお願いします。

　イラストのさんた茉まつ莉り様。あとがきを書いている段階では表紙しか確認できていないのですが、既に鬽み黒くろの可愛かわいさに悶もだえています。複雑な心情が表情に上う手まく表れていて、悩ましげな顔がまた可愛いです。もちろんピリカも。拙劣な文章には過ぎた美麗イラストの数々をどうもありがとうございました！

　初代担当の庄しよう司じ様。どうにかこうにかオーバーイメージを完結させることができました。仕事なので楽なことばかりではないのは当たり前ですが、苦しいながらも楽しいと思える作家という仕事ができるのは、庄司様に担当していただいたからだと思います。

　友人Ｂ（ＴＦ）とＡＫ。作家になってからお世話になった人も沢山いますが、そもそも自分が作家を本気で目指そうと思えたのは、君達と三人で集まって創作論を交わしたあの時期があったからです。あの時間がなかったらこの作品はできてません。ありがとう。

　他ほかにも、家に篭こもりがちな僕に「今からお前の家に行く」と当日になっていきなり連絡を寄越し外に連れ出すＨＳや、一巻が刊行されるやいなや僕の前で冒頭部分を音読するという嫌がらせを笑顔で行った母、忙しい時に限って僕をゲームに誘う弟にも……感謝、を。

　それと、ファンレターをくださった方々。自分はあまり物に執着しないタイプなのですが、頂いたファンレターは大切に保管しています。お返事書けなくてすみません。

　最後に、編集部の皆様、コミック版を描かいてくださったちび丸まる様、校正様や書店様含め、本書に関かかわってくださった全すべての方々、なによりも、ここまで読んでくださった読者の皆様に不尽の感謝を。またどこかでお逢あいできれば、それに勝る喜びはありません。
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